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●北海道札幌市	 歩きたくなる「にぎわいの軸」� 杉原　咲
●新潟県新潟市	 人中心のまちづくり「にいがた2km」� 寺澤昂太
●岐阜県大垣市	 まちなかを照らすきっかけづくり「まちなかテラス」� 安藤祥太
●静岡県沼津市	 「OPEN NUMAZU」プロジェクト� 宮下俊希
●兵庫県姫路市	 姫路城にふさわしい風格ある空間に� 岩崎尊大
●和歌山県和歌山市	 共創実践プログラムや社会実験を展開� 中村英人
●島根県	 出雲大社「神門通り」のみちづくり� 河野大樹
●山口県長門市	 「オソト天国」の実現に向けた道路空間再編� 有賀敬直
●愛媛県松山市	 歩いて暮らせるまちづくり� 越智ゆかり
●福岡県柳川市	 水と共生するまちづくり� 梅﨑慎司

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

国の取り組み2024
「デジタル田園都市国家構想」の実現に向けて
�吉川浩民（内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局長）

国の取り組み2024
地方創生の深化に向けて
� 市川篤志（内閣府地方創生推進事務局長）

“がんばる地域”応援事業　京都府木津川市
「ひと・もの・こと」つなぎ場プロジェクト
� 松下祥子

地域づくりの現場から
富山市民プラザ　富山県富山市
学生シェアハウスで街に拠点をつくる
� 林　貴子

2	 基調論文 	 居心地が良く歩きたくなるまち� 浅見泰司（東京大学
大学院教授）

6	 広島県福山市	 官民連携で「ふくまち」プロジェクト� 佐藤綾夏

8	 副基調論文 	 人中心のウォーカブルな空間へ� 国土交通省都市局まちづくり推進課官民連携推進室

地方創生実践塾　東京都檜原村
日本一有名な木のおもちゃの村へ！
� 多田千尋

地域トピックス　愛知県豊田市　
とよたのエがオになる市民活動ラリー
� 近藤　裕

センター通信
令和6年度地域活性化センター主催セミナーのお知らせ
首長の思い
「ゆいまーる」精神に培われたコミュニティを目指して
� 古謝景春（沖縄県南城市長）

ウォーカブルなまちづくり
国土交通省は、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を形成する「ウォーカブルなまちづくり」を進めている。
街路空間を再構築・利活用することで、地域の課題解決等に取り組む各地の事例について特集する。

特  集

表
紙

春
の
風
物
詩「
富
士
芝
桜
ま
つ
り
」

（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

山
梨
県
富
士
五
湖
の
一
つ
本
栖
湖
よ
り
約
３
キ
ロ
。

富
士
本
栖
湖
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
毎
年
４
月
中
旬
か
ら
５

月
下
旬
に
か
け
、
富
士
芝
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

雄
大
な
富
士
山
を
背
景
に
、
約
50
万
株
の
芝
桜
が
咲

き
誇
る
景
色
は
〝
春
の
風
物
詩
〟
で
す
。
ピ
ン
ク
や
赤
、

白
と
い
っ
た
数
種
類
の
芝
桜
が
園
内
を
彩
り
、
品
種
ご

と
の
違
い
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
す
る
の
も
お
す
す

め
。
昨
年
よ
り
、
満
開
の
芝
桜
に
浮
か
ぶ
「
ピ
ン
ク
の

海
を
旅
す
る
小
舟
」
や
、
一
面
に
広
が
る
芝
桜
と
富
士

山
を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
が
で
き
る
「
幸
せ
の
黄
色
い

扉
」
な
ど
、
思
い
出
に
残
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
新
た

に
登
場
。
開
催
期
間
中
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
多
数
出
店

し
、
ま
る
で
溶
岩
の
よ
う
に
真
っ
黒
な
「
富
士
山
溶
岩

か
ら
あ
げ
」
や
「
桔き

梗き
ょ
う

信し
ん

玄げ
ん

餅も
ち

ソ
フ
ト
」
な
ど
が
味
わ

え
る
ほ
か
、
シ
ョ
ッ
プ
で
は
限
定
の
お
土
産
も
販
売
し

ま
す
。
残
雪
の
美
し
い
富
士
山
と
芝
桜
の
絶
景
を
楽
し

み
な
が
ら
、
す
て
き
な
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
等
、
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
富
士
本
栖
湖
リ
ゾ
ー
ト

（
０
５
５
５-

８９-

３
０
３
１
）

（
写
真
提
供
＝
富
士
本
栖
湖
リ
ゾ
ー
ト
）
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山
口
県
と
聞
く
と
、「
ふ
ぐ
」
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
が
国
の
代
表
的
な
高
級
食
材
の

一
つ
で
あ
る
こ
の
魚
は
、県
内
で
は
幸
運
を
招
く
縁
起
物
と
さ
れ
、

そ
う
し
た
意
味
も
込
め
て
、「
ふ
く（
福
）」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ふ
く
」
に
着
目
し
、
今
、
山
口
県
で
は
、
豊
か
な
自
然

が
創
り
上
げ
た
秋
吉
台
等
の
絶
景
や
、
壇
之
浦
や
松
下
村
塾
な
ど

歴
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
数
々
の
舞
台
、
そ
し
て
、
豊
か
な
海
の

幸
・
山
の
幸
が
織
り
な
す
極
上
の
グ
ル
メ
等
を
通
じ
て
、
訪
れ
た

方
々
に
、
こ
の
上
な
い
感
動
と
満
足
感
を
得
て
い
た
だ
き
た
い
、

そ
う
し
た
思
い
を
込
め
て
、
新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
お
い

で
ま
せ 

ふ
く
の
国 

山
口
」
の
下
、
魅
力
的
な
観
光
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
年
１
月
、
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
の
「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き
52
カ
所
」
の
３
番
目
に
、
山
口

市
が
選
出
さ
れ
る
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
山
口
市
は
、
日
本
三
名
塔
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
、
国

宝
の
瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

五
重
塔
を
は
じ
め
、
中
世
の
絢け

ん

爛ら
ん

た
る
大お

お

内う
ち

文ぶ
ん

化か

が
今
に
息
づ
い
て
お
り
、
白
狐
が
見
つ
け
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
美
肌
の
湯
「
湯
田
温
泉
」
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
が
来
県
さ
れ
、
本
県

の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
と
は
別
に
、
本
県
は
全
国
有
数
の
「
工

業
県
」
と
い
う
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
県
の
1
事
業
所
当
た
り

の
製
造
品
出
荷
額
、
そ
し
て
従
業
者
１
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
全
国
１
位
の
座
に
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
け
ん
引
し
て
い
る
の
が
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
形
成
さ
れ
た
三
つ

の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
工
場
群
で
あ
り
、
こ
こ
を
中
心

に
、
我
が
国
の
産
業
を
支
え
る
化
学
工
業
等
の
基
礎
素
材
か
ら
、

輸
送
用
機
械
器
具
に
至
る
ま
で
、
日
々
、
多
様
な
製
品
が
産
み
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
で
あ
る
が
故
に
、

本
県
は
、
産
業
部
門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
割
合
が
全
国
平

均
の
約
２
倍
と
高
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、

企
業
の
御
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
「
や
ま
ぐ
ち
産
業
脱
炭
素
化

戦
略
」
を
策
定
し
、
産
学
公
金
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
60
億
円
の
脱
炭
素
社
会
実
現
基
金
を

活
用
し
て
民
間
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
と
併
せ
、
今
直
面
し
て
い

る
喫
緊
の
課
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最
た
る

も
の
が
、「
人
口
減
少
問
題
」
へ
の
対
応
で
す
。
本
県
で
も
、
コ

ロ
ナ
禍
を
契
機
に
少
子
化
が
急
速
に
進
み
、
同
時
に
、
一
時
改
善

が
見
ら
れ
た
若
者
を
中
心
と
す
る
県
外
流
出
が
再
び
増
加
し
て
お

り
、
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
少
子
化
は
待

っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、
本
県
で
は
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
県
庁
が
率
先
し
て
、

新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
夫
婦
の
共
働

き
・
共
育
て
を
定
着
さ
せ
る
第
一
歩
と
な
る
「
男
性
育
休
の
取
得
」

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
県
の
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
の

目
標
を
「
２
週
間
以
上
の
取
得
率
１
０
０
％
」
へ
と
大
幅
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、「
令
和
７
年
度
ま
で
に
子
の
出
生
後
１
年
ま

で
の
男
性
職
員
の
１
ヶ
月
超
の
育
児
関
連
休
暇
等
取
得
率
１
０
０

％
」
と
す
る
目
標
を
新
た
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
広
く
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
、

県
内
の
市
町
や
企
業
の
経
営
者
等
と
と
も
に
、「
パ
パ
育
休
で
、

未
来
を
育
む
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
男

性
の
長
期
育
休
の
取
得
を
促
進
す
る
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、「
男
性
育
休
が
当
た
り
前
」
に
な
る
社
会
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
て
、
防

災
・
減
災
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て
県
民
の
暮
ら
し
の
安
心
・
安

全
を
確
保
し
て
い
く
な
ど
、
私
は
、
県
民
の
皆
様
に
山
口
な
ら
で

は
の
豊
か
さ
と
幸
福
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
、「
安
心
で
希
望

と
活
力
に
満
ち
た
山
口
県
」
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

村岡　嗣政山口県知事

「安心で希望と活力に満ちた山口県」の
実現に向けて
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特 集
基調論文は

じ
め
に

最
近
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
都
市
政
策

の
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
政
策
を
後
押
し
し

て
い
る
の
が
、
２
０
２
０
年
６
月
に
成
立
し
た
都
市
再
生

特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
、「
居

心
地
が
良
く
な
る
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り
の

制
度
の
整
備
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
市
町
村
が
都
市

再
生
整
備
計
画
に
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な

か
づ
く
り
を
進
め
る
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
は
そ

の
区
域
内
で
行
う
官
民
一
体
で
交
流
・
滞
在
空
間
を
形
成

す
る
取
り
組
み
を
法
律
・
予
算
・
税
制
等
で
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
を
歩
き
や
す
く
魅
力
あ

る
空
間
に
改
変
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

地
方
税
収
の
増
加
、
交
通
弱
者
に
や
さ
し
い
町
の
形
成
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
な
ど
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

国
土
交
通
省
の
資
料
（https://w

w
w

.m
lit.go.jp/

toshi/w
alkable/w

alkablecity/

）
に
よ
れ
ば
、
２
０

２
４
年
１
月
31
日
現
在
で
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
３

６
８
団
体
が
賛
同
し
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」

ま
ち
な
か
づ
く
り
に
取
り
組
む
区
域
を
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
実
際
に
位
置
づ
け
た
市
区
町
村
は
、
１
０
１
市
区
町
村

あ
る
と
い
う（https://w

w
w

.m
lit.go.jp/toshi/content/ 

001721427.pdf

）。

多
く
の
実
践
例
が
国
土
交
通
省
都
市
局
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
に
よ
り
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
グ
ラ
ン

ド
レ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
―
事
例
か
ら
学
ぶ
そ
の
要
素
と
ポ
イ

ン
ト
」と
い
う
冊
子
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る（https://

w
w

w
.m

lit.go.jp/toshi/file/useful/g-level2.pdf

）。

こ
の
他
に
も
民
間
空
地
の
活
用
事
例
、
行
政
体
制
事
例
、

街
路
の
活
用
事
例
、
官
民
連
携
事
例
な
ど
多
く
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
流
れ

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
で
強
調
す
る
の
は
、
主

と
し
て
中
心
市
街
地
な
ど
商
業
地
の
再
生
で
あ
り
、
歩
き

や
す
く
、
居
心
地
が
良
い
空
間
づ
く
り
を
官
民
連
携
で
進

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち

―
そ
の
条
件
と
施
策
の
展
開
―
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京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
教
授

筆者プロフィール

浅見 泰司 氏
（あさみ・やすし）

東京大学大学院工学系研究科教授。1960年生まれ、東京都出身。
1982年東京大学工学部都市工学科卒業、1984年同大学院修士課程修
了、1987年ペンシルヴァニア大学大学院博士課程修了（Ph.D.取得）。
東京大学工学部助手、助教授、空間情報科学研究センター教授を経て、
2012年より現職。この他、東京大学執行役・副学長、大学総合教育研
究センターセンター長を兼務。ウォーカブルなまちづくりの基本的な
方向性を示した「居心地が良く歩きたくなるまちなかからはじまる都
市の再生」（2019）の提言を出した国土交通省「都市の多様性とイノ
ベーションの創出に関する懇談会」の座長を務めた。

3 2024・4月号 地域づくり 本編 2024・4月号地域づくり 本編 2



め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
以
前
か
ら
の
中
心

市
街
地
活
性
化
策
の
発
展
形
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

１
９
９
８
年
に
ま
ち
づ
く
り
三
法
（
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
都
市
計
画
法
）
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
大
規
模
店
舗
の
立
地
規
制
が
可

能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
大
規
模
店
舗
が
地
元
小
売

店
を
衰
退
さ
せ
、
中
心
市
街
地
の
活
力
を
削
ぐ
と
認
識
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
郊
外
に
お
け
る

大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
や
公
共
施
設
の

郊
外
移
転
な
ど
も
進
み
、
さ
ら
に
中
心
市
街
地
の
活
性
が

失
わ
れ
る
事
態
を
生
ん
だ
。
現
実
に
は
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
商
業
競
争
よ
り
も
、
中
心
市
街
地
と
郊
外
と
の
商

業
競
争
の
方
が
大
き
い
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
２
０

０
６
年
に
中
心
市
街
地
活
性
化
法
が
改
正
さ
れ
、
商
業
競

争
に
加
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
市
街
地
全
体
の

厚
生
を
重
ん
じ
、
商
業
以
外
も
含
め
た
施
策
も
動
員
し
、

多
様
な
主
体
の
参
画
も
仰
ぎ
な
が
ら
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、

市
町
村
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
た
め
の
新
た
な

制
度
が
導
入
さ
れ
た
。そ
れ
が
立
地
適
正
化
計
画
で
あ
る
。

市
街
地
の
中
に
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
や
居
住
誘
導
区
域

を
定
め
、
市
街
地
と
し
て
の
機
能
を
残
し
て
い
く
区
域
を

限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化

法
の
改
正
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置
な
ど
道
路

占
用
許
可
の
特
例
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
的
な
施

策
に
よ
っ
て
も
、活
性
化
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ

り
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く

り
支
援
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
は
じ
め
に

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
特
に
居
心
地
と
い
う
空
間

質
に
こ
だ
わ
っ
た
点
、
官
民
連
携
を
よ
り
進
め
た
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
た
点
が
新
し
い
。

中
心
部
か
ら
都
市
全
体
で
の
調
整
へ
、
商
業
調
整
か
ら

他
の
土
地
利
用
に
も
広
げ
た
調
整
へ
、
民
の
支
援
か
ら
官

民
連
携
へ
と
調
整
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。「
居
心
地
が
良

く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り
も
、
こ
の
よ
う
な

流
れ
の
中
で
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

歩
き
や
す
い
ま
ち

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、

歩
き
た
く
な
る
空
間
づ
く
り
は
重
要
と
な
る
。
で
は
、
そ

の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
市
街
地
環
境
を
整
備
す
れ
ば

良
い
の
だ
ろ
う
か
。
歩
き
や
す
さ
は
英
語
で
は
ウ
ォ
ー
カ

ビ
リ
テ
ィ
（w

alkability

）
と
い
う
。
ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ

テ
ィ
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
肥
満
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

自
動
車
が
基
本
的
な
移
動
手
段
に
な
り
、
日
常
的
に
運
動

し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
肥
満
の
一
員
で
あ
る
と
さ
れ
、

歩
く
こ
と
を
促
す
市
街
地
の
あ
り
方
が
探
求
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
歩
き
や
す
い
市
街
地
環
境

を
端
的
に
示
す
の
は
、N

EW
S 

（N
eighborhood 

Environm
ent W

alkability Scale

） （Saelen, et al, 
2003

）、お
よ
び
そ
の
簡
易
版
で
あ
るN

EW
S-A

 （N
EW

S 
abbreviated version

） （Cerin, et al, 2006

）
で
あ

る
。N

EW
S

で
は
基
本
的
に
は
歩
行
を
促
す
と
考
え
ら

れ
る
要
因
に
つ
い
て
数
多
く
調
査
し
、N

EW
S-A

で
は

そ
れ
を
因
子
分
析
す
る
こ
と
で
、
重
要
と
思
わ
れ
る
因
子

を
見
出
し
て
い
る
。N

EW
S-A

に
お
い
て
ウ
ォ
ー
カ
ビ

リ
テ
ィ
の
重
要
な
因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
の
は
、
土
地

利
用
混
合
（
歩
行
圏
内
に
日
常
的
な
買
い
物
や
駅
な
ど
の

施
設
が
あ
り
、
土
地
利
用
混
合
に
よ
っ
て
住
宅
地
に
お
け

る
利
便
性
が
高
い
こ
と
）、
街
路
接
続
性
（
交
差
点
間
の

距
離
が
短
く
、
歩
行
者
専
用
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
）、
歩
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
安
全
性
（
歩
道
が
整

備
さ
れ
車
道
と
は
緑
地
な
ど
で
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
）、

審
美
性
（
沿
道
の
緑
が
豊
か
で
き
れ
い
な
タ
ウ
ン
ス
ケ
ー

プ
が
あ
る
こ
と
）、
交
通
事
故
の
危
険
性
回
避
（
車
両
交

通
量
が
少
な
い
か
、
速
度
制
限
が
厳
し
い
こ
と
）、
犯
罪

回
避
（
犯
罪
率
が
低
い
こ
と
）
の
六
つ
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
街
路
接
続
性
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
図

１
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
東
京
の
地
区
の
地
図
を
同
縮
尺
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
自
動
車
利
用
を

前
提
と
し
て
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
交
差
点
間
距

離
が
長
い
。
東
京
で
は
交
差
点
密
度
が
高
く
、
自
動
車
利

用
を
す
る
に
は
走
行
上
の
効
率
性
が
劣
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
歩
き
や
す
さ
と
い
う
点
で
は
東
京
が
勝
っ
て
い
る
。

上
記
の
六
つ
は
日
本
で
も
成
り
立
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
、K

ondo, et al 

（2009

）

はN
EW

S-A

の
枠
組
み
を
適
用
し
て
、
市
街
地
環
境
に

よ
る
歩
数
の
違
い
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
地
利
用

が
混
在
す
る
近
隣
環
境
に
住
ん
で
お
り
、
歩
く
場
所
や
近

隣
の
生
活
必
需
品
の
施
設
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
認

識
し
て
い
る
女
性
で
、
毎
日
の
身
体
活
動
量
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
男
性
で
は
、
近
隣
の
娯
楽
施
設
の

き
れ
い
さ
や
ア
ク
セ
ス
し
や
す
さ
を
認
識
し
た
人
々
の
間

で
、
毎
日
の
身
体
活
動
量
が
高
か
っ
た
。
た
だ
、
人
口
密

度
、
土
地
利
用
混
合
度
、
街
路
接
続
性
が
高
い
地
域
と
そ

れ
ら
が
低
い
地
域
と
を
比
較
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歩

数
に
有
意
な
違
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

Lee et al 

（2011

）
も
近
隣
環
境
と
身
体
活
動
量
の
関

係
を
分
析
し
た
。
人
口
密
度
、
土
地
利
用
混
合
度
、
街
路

特 集
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接
続
性
が
異
な
る
地
域
を
選
び
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
々

の
身
体
活
動
量
を
計
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
宅
地
の
近

く
に
非
住
宅
施
設
が
多
く
、
土
地
利
用
混
合
が
高
い
近
隣

環
境
で
歩
行
量
が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ

以
外
で
は
あ

ま
り
有
意
な

差
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、

日
本
で
は
ア

メ
リ
カ
で
明

確
に
示
さ
れ

た
６
因
子
が

思
っ
た
ほ
ど

有
意
に
な
ら

な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
図

１
の
道
路
網

を
み
て
み
る

と
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
よ

う
な
街
路
網

を
持
つ
市
街

地
は
日
本
で

は
皆
無
に
近

く
、
ほ
と
ん

ど
の
日
本
の

市
街
地
は
ど

ち
ら
か
と
言

え
ば
、
東
京

本
郷
地
区
の

よ
う
な
道
路
網
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
市

街
地
に
お
け
る
環
境
の
違
い
が
欧
米
ほ
ど
に
は
な
い
こ
と

に
原
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
事
業

近
年
、
日
本
に
お
け
る
多
く
の
自
治
体
で
は
、
市
民
の

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
、
市
民
の
歩
行
習
慣
を
広
げ

る
施
策
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
大
々
的
に
進
め

て
い
る
の
が
横
浜
市
で
あ
る
。
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
２
０
１
４
年
よ
り
横
浜
市
が
進
め
て

い
る
「
よ
こ
は
ま
健
康
ス
タ
イ
ル
」
の
三
つ
の
事
業
の
う

ち
の
一
つ
で
、
18
歳
以
上
の
横
浜
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（https://

en
joy

-w
alk

in
g

.city
.y

ok
oh

am
a.lg

.jp
/

w
alkingpoint/

）。

こ
の
事
業
で
は
、
参
加
者
に
歩
数
計
が
無
料
で
配
布
さ

れ
る
。
参
加
者
が
協
力
店
舗
等
に
設
置
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー

に
歩
数
計
を
の
せ
る
と
歩
数
が
転
送
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

歩
い
た
歩
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
に
応
じ
て
抽
選
で
商
品
券
等
が
当
た
る
の
で
あ
る
。
歩

い
た
方
が
商
品
券
を
も
ら
え
る
可
能
性
が
高
く
な
る
の

で
、
参
加
者
は
よ
り
歩
こ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
事
業

の
性
格
か
ら
、
こ
の
事
業
に
参
加
す
る
者
は
歩
行
に
関
し

て
積
極
的
で
あ
る
人
が
多
い
傾
向
は
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
。
た
だ
、
多
く
の
人
が
参
加
し
て
お
り
、
長
い
期
間
の

歩
行
量
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
の
で
、
統
計
的
に
有
効
な
分

析
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

月
間
平
均
気
温
と
歩
数

H
ino et al 

（
２
０
１
７
）
は
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
年
間
の
歩
数
変

化
の
分
析
を
行
っ
た
。
40
歳
以
上
の
参
加
者
の
う
ち
、
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
毎
月
20
日
以

上
測
定
し
た
２
万
４
６
２
５
人
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
毎

月
の
歩
行
量
の
中
央
値
を
男
女
お
よ
び
65
歳
以
上
か
ど
う

か
で
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
集
計
し
た
。
歩
行
量
と
、
横

浜
市
に
お
け
る
月
間
の
平
均
気
温
と
の
関
係
を
示
し
た
も

の
が
図
２
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
、
20
℃
弱
の
気
温
の
時
に
最
も
歩
く
傾
向

が
わ
か
る
。
ま
た
、
20
℃
以
上
の
部
分
の
方
が
そ
れ
以
下

の
部
分
よ
り
も
近
似
直
線
の
勾
配
が
急
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
寒
く
な
る
よ
り
も
暑
く
な
る
ほ
ど
歩
く
意
欲
が
減
退

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ま
で
の
既
存
研
究
で
は
、
特

定
の
短
い
時
期
に
調
べ
た
歩
数
を
用
い
て
分
析
を
し
て
い

た
が
、
こ
の
研

究
で
は
通
年
の

デ
ー
タ
を
用
い

て
い
る
の
で
、

８
月
の
歩
数
デ

ー
タ
を
10
月
の

歩
数
デ
ー
タ
と

比
較
す
る
に
は
、

１
０
０
０
歩
程

度
増
や
し
て
補

正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

図２　月間平均気温と歩数中央値

図 1　道路網の比較（左：ロサンゼルス、右：東京本郷地区、OpenStreetMap より）
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周
辺
環
境
と
歩
数

樋
野
他
（
２
０
１
８
）
は
、
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
周
辺
施
設
ま
で
の

距
離
と
歩
数
の
関
係
を
調
べ
た
。
男
女
、
中
年
（
40-

59

歳
）
と
前
期
高
齢
（
65-

74
）
の
年
齢
別
に
、
大
字
を
集

計
単
位
の
地
区
と
し
各
地
区
内
の
居
住
者
の
月
間
平
均
歩

数
を
求
め
た
。
商
業
地
域
ま
で
の
距
離
、
地
区
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
距
離
、
公
園
お
よ
び
川
ま
で
の
距
離
、
鉄
道
駅
ま

で
の
距
離
の
五
つ
の
距
離
と
歩
数
と
の
関
係
を
分
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
中
年
男
性
を
除
く
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ

で
鉄
道
駅
ま
で
近
い
方
が
歩
数
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
前

期
高
齢
男
性
、
中
年
女
性
で
商
業
地
域
ま
で
近
い
方
が
歩

数
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
年
男
性
は
商
業
地
域
ま
で

遠
い
方
が
歩
数
が
多
か
っ
た
。

森
田
他
（
２
０
２
２
）
は
、
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
て
い
る
中
高
年
６
万
７
８
９
７

人
の
歩
数
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
近
隣
歩
行
環
境
の
交
通

安
全
性
と
の
関
係
を
分
析
し
た
。
歩
行
環
境
の
交
通
安
全

指
標
と
し
て
、
歩
車
分
離
の
観
点
か
ら
、
歩
行
者
専
用
道

路
の
密
度
と
立
体
交
差
点
割
合
を
指
標
と
し
て
算
出
し

た
。
ま
た
、
自
動
車
交
通
量
・
速
度
の
抑
制
の
観
点
か
ら
、

三
叉
路
割
合
と
道
路
の
段
階
構
成
度
を
指
標
値
と
し
て
算

出
し
た
。
重
回
帰
分
析
の
結
果
、
歩
行
者
道
路
密
度
、
立

体
交
差
率
、
三
叉
路
交
差
率
は
、
特
に
高
齢
者
に
お
い
て
、

歩
数
と
有
意
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
三
つ
の
指
標
は
、
計
画
住
宅
地
の
特
徴
で
あ
り
、

特
に
大
規
模
開
発
や
公
共
事
業
体
開
発
に
お
い
て
そ
の
値

が
高
か
っ
た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
良
好
な
歩
行
環
境
も
住

民
の
歩
行
に
寄
与
す
る
こ
と
、
ま
た
、
特
に
計
画
住
宅
地

で
住
民
の
歩
行
活
動
が
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
。

お
わ
り
に

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
都
市
政
策
の
重
要

な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
中
心
市
街
地

活
性
化
の
政
策
が
そ
の
調
整
対
象
を
広
げ
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研

究
で
は
、
土
地
利
用
が
混
合
し
、
街
路
の
接
続
性
が
良
く
、

歩
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
審
美

性
を
備
え
、
交
通
事
故
の
危
険
性
を
回
避
で
き
、
犯
罪
の

心
配
が
少
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
日
本
に
も
当
て
は
め
た
研
究
が
あ
る
が
、
す
で
に
ウ

ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
市
街
地
に
な
っ
て
い
る
た
め

か
、
日
本
の
中
で
の
市
街
地
を
比
較
し
て
も
、
必
ず
し
も

十
分
に
有
意
な
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。

よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
た
結
果
、
20
℃
弱
の
気
温
の
時
に
最
も
歩
行
が
促

さ
れ
る
こ
と
、
前
期
高
齢
男
性
お
よ
び
中
年
女
性
で
商
業

地
域
に
近
い
方
が
歩
行
量
が
多
い
こ
と
、
計
画
住
宅
地
に

お
け
る
道
路
密
度
の
高
さ
や
三
叉
路
の
多
さ
が
歩
行
活
動

を
高
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
て
い
る
。

同
一
の
市
街
地
環
境
で
あ
っ
て
も
、
性
別
や
年
齢
層
に

よ
っ
て
、
効
果
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
環
境
と
歩

行
量
の
関
係
に
は
個
人
差
が
大
き
く
影
響
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
市
街
地
形
成
を
考
え
て

い
く
う
え
で
大
き
な
一
助
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
エ
ビ
デ

ン
ス
を
も
と
に
、
歩
き
や
す
い
市
街
地
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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佐
藤
　
綾
夏

福
山
市
建
設
局
福
山
駅
周
辺
再
生
推
進
部

福
山
駅
周
辺
再
生
推
進
課
技
師

福
山
市
は
、
瀬
戸
内
の
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
中
国

地
方
で
４
番
目
の
人
口
規
模
（
約
46
万
人
）
の
中
核
市
で

す
。
鉄
鋼
や
繊
維
な
ど
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
ま
ち
で
あ

り
、
ま
た
、
ま
ち
な
か
に
ば
ら
が
咲
き
誇
る
「
ば
ら
の
ま

ち
」
で
も
あ
り
ま
す
。
福
山
駅
周
辺
の
再
生
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
「
ふ
く
ま
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
総
称

し
、
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
山
城
な
ど
６
カ
所
拠
点
に 

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
エ
リ
ア
設
定

福
山
駅
周
辺
の
再
生
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
ま
ち
の
将
来
像
を
共
有
し
、
連
携
し
て
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目

的
に
、
２
０
１
８
年
３
月
、「“
働
く
・
住
む
・
に
ぎ
わ
い
”

が
一
体
と
な
っ
た
福
山
駅
前
」
を
め
ざ
す
姿
と
し
た
「
福

山
駅
前
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
「
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」）
を

策
定
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
３
月
に
は
、
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
、
官
民
連
携
で
行
う
具
体
的
な
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
の
事
業
を
定
め
た
「
福
山
駅
周
辺
デ
ザ
イ
ン
計

画
」（
以
下
「
デ
ザ
イ
ン
計
画
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。
デ

◆◆◆

ザ
イ
ン
計
画
の
中
で
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
核

で
あ
る
福
山
城
や
中
央
公
園
な
ど
の
６
カ
所
を
、

人
が
集
ま
る
拠
点
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
周
辺
や

拠
点
間
を
つ
な
ぐ
主
要
な
通
り
を
含
む
範
囲
を
ウ

ォ
ー
カ
ブ
ル
エ
リ
ア
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

本
市
が
「
ふ
く
ま
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
進
め

る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
単
に
歩
行

者
を
増
や
し
た
り
、
車
両
を
排
除
し
た
り
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
園
や
広
場
、
通

り
、
建
物
の
路
面
階
な
ど
の
空
間
を
「
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
」
よ
う
な
人
中
心
の
空
間
に

転
換
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
と
の
出
会

い
・
交
流
を
促
し
、
人
や
企
業
を
引
き
つ
け
る
都

市
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
か
ら
福
山
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出

や
回
遊
性
向
上
に
向
け
、
福
山
駅
前
等
歩
道
空
間

活
用
社
会
実
験
「
オ
ー
プ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ク
ヤ

マ
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
民
間
企
業
や
商
工
会
議

所
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
の
設
置
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
２
０
１
８
年
か
ら
伏
見
町
内
で
は
、
歩
行
者
動

線
の
強
化
や
歩
い
て
楽
し
め
る
福
山
駅
前
の
日
常
化
に
向

け
、
道
路
や
駐
車
場
、
空
地
を
活
用
し
た
実
証
実
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
重
ね
る

中
で
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
醸
成
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
の
ほ
こ
み
ち
制
度
の
活
用
や
国
家
戦
略
特

区
の
認
定
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

広
島
県
福
山
市

―
駅
周
辺
の
再
生
へ
社
会
実
験
、
特
区
活
用
も
―

官
民
連
携
で「
ふ
く
ま
ち
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福山駅周辺のウォーカブルエリア
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「
ほ
こ
み
ち
」
と
特
区
認
定
で 

日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
占
用
特
例
」
に
よ

る
道
路
占
用
基
準
の
緩
和
を
活
用
し
て
、
道
路
空
間
で
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
１０
月
か
ら
は
「
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
ほ
こ
み
ち
）」

に
移
行
し
、
日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
路
線
で
は
、
歩
道
で
屋
台
の
設
置

や
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
発
掘
に
つ
な
げ
た
り
、
賃
貸
料
を
商
店
会
の
活
動

に
充
て
た
り
す
る
な
ど
、
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
と
し
て
、
制
度
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、福
山
駅
前
で
複
合
施
設
（
ア
イ
ネ
ス
フ
ク
ヤ
マ
）

を
運
営
す
る
福
山
駅
前
開
発
㈱
が
、
国
家
戦
略
特
別
区
域

の
制
度
を
活
用
し
、
道
路
の
占
用
基
準
の
緩
和
を
受
け
た

路
上
に
お
い
て
、
２
０
２
１
年
５
月
か
ら
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

◆◆◆

と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
２
０
２
２
年
１
月
に
は
、
路
上

に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

エ
リ
ア
の
愛
称
は
、
公
募
に
よ
り
「
バ
ス
を
、
あ
な
た
を
、

素
敵
な
１
日
を
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

「m
achōru

（
ま
ち
ょ
ー
る
）」
に
決
ま
る
な
ど
、
歩
道
と

複
合
施
設
を
一
体
的
に
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
に
は
、
福
山
駅
北
口
に

あ
っ
た
大
型
バ
ス
乗
降
場
を
歩
道
沿
い
に
移
設
し
た
こ
と

で
、
バ
ス
の
待
ち
時
間
で
の
利
用
な
ど
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と

の
相
乗
効
果
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
エ
リ
ア
の
核 

駅
前
広
場
の
再
編

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
福
山
駅
周
辺
を
人
や
企

業
を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
に
変
え
て
い
く
た

め
、
そ
の
核
と
な
る
駅
前
広
場
を
交
通
結
節
機
能
と
都
市

の
広
場
機
能
が
融
合
し
た
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る

よ
う
な
空
間
へ
と
転
換
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い

◆◆◆

ま
す
。

２
０
２
１
年
１０
月
に
、「
福
山
駅
前
広
場
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
現
在
の
広
場
の
問
題
点
や
機
能
の
配
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
都
市
の
広
場
機
能
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
使
う
人
や
運
営
す
る
人
の
意
見
を
計
画
に
結

び
つ
け
る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
１１
月
、
福
山
駅
前

広
場
の
各
機
能
の
配
置
計
画
を
検
証
す
る
実
証
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
待
機
場
を
芝
生
広
場
空
間
に
変
え

て
、
広
場
空
間
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
を
駅
西
側
へ
移
設
し
た
場
合
の

交
通
処
理
の
検
証
も
行
い
ま
し
た
。
実
験
で
は
福
山
駅
前

に
広
場
空
間
を
求
め
る
意
見
が
多
く
あ
っ
た
一
方
で
、
交

通
処
理
に
つ
い
て
は
一
般
車
と
タ
ク
シ
ー
の
動
線
の
分
離

な
ど
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
実
験
の
結
果
や

こ
れ
ま
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
２
０
２
３
年
３
月
、
福
山

駅
前
広
場
整
備
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
幅
広
く
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
広
場
空
間
を

運
営
管
理
す
る
視
点
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
交
通
結
節
機

能
を
確
保
し
つ
つ
、
人
が
集
い
、
憩
い
、
交
流
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
駅
前
広
場
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
民
間
事
業
者
が
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
理

念
に
共
感
し
て
、
福
山
市
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
ま
ち
に
変
化
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ほ
こ
み
ち
制
度
の
活
用
や
実
証
実
験
等
に
よ

り
、
官
民
に
よ
る
公
共
空
間
の
活
用
が
進
み
、
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
空
間
の
創
出
に
つ
な
が
り
始
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
官
民
連
携
で
福
山
市
ら
し
い
コ
ン
テ
ン

ツ
と
人
の
活
動
で
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

タクシー待機場を芝生広場に変えた実証実験

国家戦略特区を活用しウッドデッキを整備した
「machōru（まちょーる）」

ほこみち制度の活用による屋台の設置
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付
け
る
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
（
図
１
）。

本
稿
で
は
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な

か
」
の
形
成
に
向
け
た
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
施
策
や
空
間
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
官
民
連
携
施
策
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る 

ま
ち
な
か
づ
く
り

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
の
実
現

を
考
え
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
空
間
を
目
指
す
べ
き
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
はW

alkable, Eyelevel, 
D

iversity, O
pen

の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
し
、

ま
ち
な
か
の
空
間
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
空
間
が
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

W
alkable

：
ま
ち
に
出
か
け
た
く
な
る
、
歩
き
た
く

な
る
よ
う
な
居
心
地
の
良
い
空
間
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

Eyelevel

：
歩
行
者
の
目
線
の
高
さ
に
あ
る
建
物
１
階

部
分
の
店
舗
な
ど
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
中
が
見
え
る
こ
と
で

歩
い
て
楽
し
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

D
iversity

：
多
様
な
人
々
が
多
様
な
交
流
を
生
む
た

め
の
多
様
な
使
い
方
が
共
存
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い

る
。

O
pen

：
歩
道
や
公
園
に
芝
生
や
カ
フ
ェ
、
椅
子
な
ど

の
休
憩
施
設
を
設
置
し
空
間
を
ま
ち
に
開
く
事
で
、
留
ま

り
た
く
な
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
空
間
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
（W

ED
O

）

が
、
居
心
地
の
良
い
ま
ち
な
か
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
（
図
２
）。

は
じ
め
に

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
い
っ
た
社
会
課
題

や
、
働
き
手
・
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
、
都
市
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

に
応
じ
て
持
続
的
な
都
市
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

地
域
固
有
の
資
源
を
十
分
に
利
活
用
し
、
新
た
な
価
値
の

創
造
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
あ
わ
せ
て
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
っ
て
都
市

に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
常
に
変
化
し
て
お
り
、
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め
の
空
間
整
備
と
あ
わ
せ
て
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
街
路
、
公
園
、
広
場
、
民
間
空
地

な
ど
の
官
民
が
所
有
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
を
、
人
中

心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
へ
転
換
・
先
導
し
、「
居
心

地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
を
形
成
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
人
々
の
出
会
い
、
交
流
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
や
人
間
中
心
の
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
新
た
な
価
値
の
創
造
や
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
ま
ち
の
魅
力
の
向
上
や
多
様
な
人
材
を
引
き

特 集
副基調論文

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

人
中
心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
へ

国
土
交
通
省
都
市
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
官
民
連
携
推
進
室

―
官
民
連
携
の
た
め
の
国
の
諸
施
策
―

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」
歩きたくなる

まちに開かれた１階
多様な人の多様な用途、使い方

開かれた空間が心地良い

「まちなか」に、多様な人材・関係人口が
集う、交流する、滞在する

新たな価値創造、地域課題の解決

新しいアイディアに基づき
試行錯誤、挑戦を繰り返す

新しいつながり、コミュニティ、
サードプレイスが形成される

イノベーションの創出 人間中心の豊かな生活
の実現

図１ ウォーカブル施策による好循環サイクル

図１　ウォーカブル施策による好循環サイクル
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都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
と 

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
の
推
進

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
推
進
を
め
ざ
し
て
、
国
土
交

通
省
で
は
令
和
２
年
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
を
改
正

し
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
を
形

成
す
る
た
め
の
施
策
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
法
律
に
基
づ

い
て
市
町
村
が
作
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
都
市
再
生

整
備
計
画
）
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
交
流
・
滞
在
空
間

を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
、
法
律
・
予
算
・
税

制
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
集
中
的

な
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
区
域
と
し
て
「
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
（
ま
ち

な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
）」
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
法

律
上
の
特
例
措
置
等
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
に
お
け
る
特
例
措
置
等

は
次
の
通
り
で
す
。

①�

官
民
一
体
で
取
り
組
む
一
体
型
滞
在
快
適
性
等
向
上
事

業
の
創
設

②�

民
間
事
業
者
が
公
園
内
で
カ
フ
ェ
、
売
店
等
を
設
置
す

る
た
め
の
協
定
制
度
の
創
設

③�
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
に
お
け
る
駐
車
場
出
入
口
規
制
等
の

導
入

④�

都
市
再
生
推
進
法
人
に
よ
る
道
路
・
公
園
の
専
用
手
続

等
の
申
請
の
経
由
事
務
の
創
設

こ
の
法
改
正
と
合
わ
せ
て
、
国
土
交
通
省
で
は
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
と
し
て
登
録
す
る
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
に
は
、

こ
れ
ま
で
３
６
１
都
市
か
ら
の
賛
同
が
あ
り
、
具
体
的
に

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
を
設
定
し
て
事
業
を
検

討
・
展
開
し
て
い
る
市
区
町
村
は
１
０
１
市
区
町
村
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
令
和
５
年
１２
月
末
現
在
）

さ
ら
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
交
流
・
滞
在
空
間
を
創

出
す
る
取
り
組
み
を
予
算
面
で
も
税
制
面
で
も
支
援
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
、
予
算
面
で
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
官
民
の
関
係

者
に
よ
る
連
携
の
場
で
あ
る
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
や
将
来
像
を
共
有
す
る
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
実
験
や
情
報
発
信
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、「
官
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生
推
進
事
業
」

に
よ
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、「
ま
ち
な

か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
市
町
村
等
が
実

施
す
る
街
路
・
公
園
・
広
場
等
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
修
復
・

利
活
用
や
、
滞
在
環
境
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
な
ど

に
対
し
て
、
交
付
金
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
エ
リ
ア
内
で
自
立
的
に
行
わ
れ
る
民
間
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
対
し
て
は
、
取
り
組
み
に
共
感
を
持
つ

人
々
の
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
等
の
資
金
拠
出
を
受
け

な
が
ら
、
一
般
財
団
法
人
民
間
都
市
開
発
機
構
の
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
の
仕
組
み
を
通
じ
て
助
成
を
行
う
「
共
助

推
進
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
制
面
で
は
、
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
に
お
い

て
民
間
事
業
者
等
が
市
町
村
に
よ
る
道
路
、
公
園
等
の
公

共
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
民
地
や
建
物
低
層
部
の
オ
ー
プ

ン
化
に
よ
り
居
心
地
の
良
い
交
流
・
滞
在
空
間
を
整
備
し

た
場
合
、
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
を
講
じ
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
（
図
３
）。

活
動
の
担
い
手 

都
市
再
生
推
進
法
人
の
認
定

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
づ
く
り
は
魅

力
的
な
空
間
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
実
現
せ
ず
、
空
間
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
エ
リ
ア
内
で
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
創
出
し
て
い
く
た
め
の
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
活

図２　居心地が良く歩きたくなるまちなかのイメージ
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動
を
担
う
主
体
が
不
可
欠
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
こ

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
中
核
を
担
う
主
体
を
「
都

市
再
生
推
進
法
人
」
と
し
て
認
定
で
き
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

都
市
再
生
推
進
法
人
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
豊
富
な

知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
体
制
が
整
っ
て
い
る
優
良
な
民
間
ま
ち
づ
く

り
団
体
に
対
し
て
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て

市
町
村
長
が
指
定
す
る
法
人
で
す
。
具
体
的
に
は
、
公
共

空
間
や
民
間
空
地
の
活
用
、
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
な

ど
、
エ
リ
ア
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
（
図
４
）。

平
成
19
年
の
制
度
創
設
か

ら
、
指
定
要
件
や
活
動
内
容
を

随
時
拡
充
し
な
が
ら
運
用
し
て

お
り
、
現
在
で
は
１
０
０
を
超

え
る
団
体
が
全
国
で
活
動
し
て

い
ま
す
（
図
５
）。
前
述
の
都

市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に

お
い
て
も
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

ま
ち
な
か
づ
く
り
に
不
可
欠
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
官
民
連
携
の
取
り
組
み
と
民
主

導
に
よ
る
市
民
目
線
・
使
う
側
目
線
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く

図４　都市再生推進法人の概要

図５　都市再生推進法人の指定状況

図３　居心地が良く歩きたくなるまちなか形成のための支援施策
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こ
れ
ら
四

つ
の
要
素
の

計
測
に
あ
た

っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
素

に
起
因
す
る

こ
と
が
想
定

さ
れ
る
活
動

や
主
観
を
調

査
項
目
と
し

て
設
定
し
、

活
動
に
つ
い

て
は
実
際
に

空
間
で
ど
れ

だ
け
の
活
動

量
が
あ
る
か

を
、
主
観
に
つ
い
て
は
計
測
者
が
空
間
を
見
て
ど
れ
だ
け

当
て
は
ま
る
と
思
え
る
か
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。活
動
・

主
観
を
計
測
し
結
果
を
グ
ラ
フ
等
に
よ
り
可
視
化
す
る
こ

と
で
、
現
状
や
経
年
変
化
の
把
握
、
関
係
者
と
認
識
の
共

有
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本
指
標
は
、「
居
心
地
の
良
さ
」
を
活
動
や
主
観
に
よ

っ
て
数
値
化
す
る
も
の
で
す
が
、
評
価
結
果
に
よ
り
空
間

の
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

空
間
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
活
用
状

況
が
施
設
整
備
や
季
節
・
時
間
帯
、
イ
ベ
ン
ト
の
有
無
な

ど
の
要
因
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
地
域
住
民
や
施
設
管

理
者
が
目
指
す
空
間
と
す
る
た
め
に
何
が
不
足
し
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ゆ
え
に
、

施
設
整
備
後
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
計
画
策
定
段
階
の
課

題
把
握
や
、
実
証
実
験
時
の
効
果
検
証
、
施
設
整
備
後
の

り
に
向
け
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
都
市
再
生

推
進
法
人
の
業
務
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
都
市
再
生

推
進
法
人
に
よ
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
な
か
づ
く
り
に

向
け
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

活
動
や
主
観
で
居
心
地
の
良
さ
を
測
定

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
空
間
が
ど
れ
だ
け
居
心
地
が
良
い
空
間

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
状
況
の
変
化
な
ど
に
応

じ
て
随
時
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、整
備
さ
れ
た
都
市
空
間
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て
は
、

施
設
の
設
置
数
や
空
間
の
整
備
面
積
、
ま
た
そ
の
空
間
の

滞
在
者
・
通
行
者
数
と
い
っ
た
、
定
量
的
な
把
握
方
法
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
前
項
ま
で
で
説
明
し
た
よ
う

に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
空
間
を
整
備
す
る
だ
け
で

な
く
、
空
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創

出
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
施
設
の
整
備
状

況
や
、
滞
在
者
・
通
行
者
数
と
い
っ
た
「
量
」
と
し
て
の

空
間
の
評
価
に
加
え
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
か
と
い
う
「
質
」
に
も
着
目
し
、「
ま
ち
な
か
の
居

心
地
の
良
さ
」
を
可
視
化
す
る
評
価
指
標
を
作
成
し
ま
し

た
。居

心
地
の
良
い
空
間
に
求
め
ら
れ
る
要
素
は
、
そ
の
場

に
滞
在
す
る
人
の
属
性
や
そ
の
場
で
行
わ
れ
る
活
動
の
性

質
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
可
能
で
す
が
、
本
指
標

で
は
、
指
標
の
わ
か
り
や
す
さ
・
計
測
の
し
や
す
さ
に
も

配
慮
し
、
居
心
地
の
良
さ
を
「
安
心
感
」「
寛
容
性
」「
安

ら
ぎ
感
」「
期
待
感
」
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
評
価
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
（
図
６
）。

長
期
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
継
続
調
査
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
で
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
本
指

標
で
計
測
す
る
こ
と
自
体
も
含
め
て
地
域
住
民
や
関
連
企

業
・
施
設
管
理
者
で
あ
る
行
政
機
関
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

な
お
、『
改
訂
版ver.1.0

』
と
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、

本
指
標
自
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え

て
更
新
さ
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
多
く
の
エ
リ

ア
で
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
随
時
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

空
間
の
活
用
ま
で
を
考
え
な
が
ら
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
継
続
的
な
空
間
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
公

共
団
体
、
民
間
事
業
者
、
地
域
住
民
と
い
っ
た
多
様
な
関

係
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
稿
で
紹
介
し
た
制
度
等
に
基
づ
い
て
、
多
様
な
人
々

が
交
流
・
滞
在
で
き
る
ゆ
と
り
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間

の
創
出
な
ど
都
市
の
魅
力
が
高
め
ら
れ
る
エ
リ
ア
価
値
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
各
地
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

本
稿
で
ご
紹
介
し
た
制
度
や
各
地
の
事
例
な
ど
に
つ
い

て
は
、
官
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
の
参
考
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（https://w
w

w
.m

lit.go.jp/toshi/toshi_m
achi_

tk_000047.htm
l

）

図６　居心地の良さを構成する４要素とその定義
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２
０
２
４
年
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
１０
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
創

生
の
取
り
組
み
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
の
実
現
に
向
け
て
国
、
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
展

開
を
図
っ
て
い
く
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
の
５
か
年
計
画
と
し
て
２
０
２
２
年
末
に
策
定
さ
れ

た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
に
は
多
く
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
最
も
本
質
的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
「
２
０
２
７
年
度
ま
で
に
地
方

と
東
京
圏
と
の
人
の
転
入
・
転
出
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
」
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
転
職
な
き
移
住
」
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
や
長
年
の
地
方
移
住
促
進
の
努
力
も
あ
り
、
東
京

圏
の
転
入
超
過
数
は
２
０
２
１
年
か
ら
２
年
連
続
で
前
年
を
下
回

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
こ
の
流

れ
を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
移
住
支
援
金
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、
大
学
生
の
地

方
企
業
等
へ
の
就
職
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
東
京
圏
の
大
学
に
通
う
学
生
が
地
方
で
就
職
活
動
を
行
う
際

の
交
通
費
お
よ
び
実
際
に
移
住
・
就
職
す
る
際
の
移
転
費
を
支
援

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
方
へ
の
企
業
の
移
転
を
促
す
地
方
拠

点
強
化
税
制
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
部
門
や
施
設
の
拡
充
を
行

っ
た
う
え
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
東
京
圏
へ
の
転
入

超
過
が
最
も
多
い
層
は
若
い
女
性
で
あ
り
、
女
性
や
若
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
職
場
を
地
方
に
増
や
す
こ
と
で
東
京
圏
転
入
の
勢
い

を
弱
め
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
支
援
金
を
含
む「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」

は
、
２
０
２
４
年
度
予
算
案
で
も
例
年
同
様
１
０
０
０
億
円
を
計

上
し
、
２
０
２
３
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
計
１
７
３
５
億
円
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
実
装
や
地
方
創
生
拠
点
の
整
備
を

は
じ
め
、
地
方
創
生
施
策
の
推
進
の
た
め
有
効
に
交
付
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
支
え
る
サ

ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
優
良
事
例
を

も
と
に
カ
タ
ロ
グ
に
ま
と
め
、
こ
れ
ら
の
調
達
に
資
す
る
モ
デ
ル

仕
様
書
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
を
通
じ
て
、
シ
ス
テ
ム
を
「
作
り
込
む
」
の
で
は
な
く
「
使
い

こ
な
す
」
こ
と
に
注
力
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
の
創
出
・
拡
大
の
観
点
か
ら
、
す
で
に

１
３
０
０
以
上
の
自
治
体
で
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
活
用
さ

れ
、令
和
４
年
度
の
寄
附
額
は
３
０
０
億
円
超
に
上
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
か
ら
は
金
銭
に
代
え
て
企
業
の
人
材
を
派
遣
す
る
タ
イ

プ
も
創
設
さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
で
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国

家
公
務
員
等
を
派
遣
す
る
「
地
方
創
生
人
材
支
援
事
業
」
な
ど
と

併
せ
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
は
じ
め
地
域
に
必
要
な
専
門
人

材
等
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
な
ど
の
大
き
な
流
れ
を
変

え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
別
の
地
域
に
着
目
す

れ
ば
、
地
方
創
生
の
成
功
事
例
は
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

暮
れ
に
発
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
を
見
て
も
、
大
都
市
部
以
外
で
10
年
前
の
推
計

よ
り
上
振
れ
し
た
自
治
体
は
相
当
数
あ
り
ま
す
。大
切
な
こ
と
は
、

厳
し
い
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、
し
か
し
決
し
て
諦
め
ず
に
、

地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
努
力
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
政
府
を
挙
げ
て
地
域
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

吉川　浩民内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局長

「デジタル田園都市国家構想」の
実現に向けて
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「
地
方
創
生
」
と
い
う
言
葉
が
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

す
る
よ
う
に
な
っ

て
10
年
あ
ま
り
が
経
ち
ま
す
。
今
年
は
、
次
の
よ
う
な
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
協
働
の
下
に
、
地
域
の

活
性
化
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
深
め
、
加
速
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
政
策
手
段
の
充
実
で
す
。

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
、
複
数
の
自
治
体
が
連
携
し
つ
つ

産
学
官
の
緊
密
な
連
携
の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
、
困
り

ご
と
を
解
決
し
て
行
け
る
よ
う
、「
地
域
課
題
解
決
連
携
特
区
」（
通

称
「
連
携
“
絆
”
特
区
」）
の
新
た
な
指
定
も
視
野
に
入
れ
、
昨

年
12
月
に
新
た
な
規
制
・
制
度
改
革
の
提
案
募
集
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区
に

お
け
る
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
官
民
共
創
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、
こ
の
国
会
に
「
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
第
１
に
、
民
間
事
業
者
が
行
う
公

共
的
施
設
の
整
備
に
対
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
」
を
活
用
す
る
場
合
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
分
に
つ
い
て

地
方
債
の
起
債
対
象
と
し
ま
す
。
第
２
に
、
令
和
６
年
度
税
制
改

正
で
措
置
さ
れ
た
「
地
方
拠
点
強
化
税
制
」
の
拡
充
、す
な
わ
ち
、

女
性
・
若
者
・
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
雇
用
を
創
出
す

る
た
め
、
企
業
の
地
方
移
転
等
を
支
援
す
る
課
税
の
特
例
の
対
象

に
子
育
て
施
設
等
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
開
発
さ
れ
、
居
住
者
の

高
齢
化
が
著
し
く
課
題
先
進
地
と
も
な
っ
て
い
る
住
宅
団
地
の
再

生
を
図
る
た
め
の
「
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
」
に
つ
い
て
、
地

域
再
生
推
進
法
人
に
よ
る
計
画
提
案
制
度
の
創
設
や
、
学
校
な
ど

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
の
た
め
の
建
築
規
制
の
緩
和
と
い
っ

た
各
種
特
例
措
置
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

都
市
の
整
備
に
つ
い
て
は
、平
成
30
年
４
月
に
策
定
さ
れ
た「
都

市
再
生
に
取
り
組
む
基
本
的
考
え
方
」
に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で
に
、

「
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
」
の
候
補
地
域
を
10
地
域
設
定
し
、

順
次
地
域
指
定
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
都
市
の
み

な
ら
ず
、
現
在
候
補
地
域
と
な
っ
て
い
る
松
山
市
、
金
沢
市
な
ど

地
方
都
市
の
地
域
指
定
等
を
通
じ
、
都
市
再
生
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
立
地
政
策
と
の
連
携
も
重
要
で
す
。
昨
年
11
月
に
成
立
し

た
令
和
５
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
新
た
に
「
地
域
産
業
構

造
転
換
イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進
交
付
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
半
導

体
等
の
生
産
拠
点
と
し
て
４
件
の
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定

し
、
本
年
１
月
末
に
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
か
ら
提
出
の
あ
っ

た
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
予
算
配
分
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
国
内
投
資
促
進
の
動
き
に
即
応
し
、
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
え
る
工
業
用
水
、
下
水
道
、
道
路
と
い
っ
た
関
連
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
追
加
的
に
複
数
年
か
け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の
「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
の
実
施
に
活
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
補

正
予
算
に
お
い
て
、
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
０
・
５
兆
円
、
低
所
得

世
帯
支
援
枠
１
・
１
兆
円
の
計
約
１
・
６
兆
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
、
予
備
費
の
活
用
に
よ
り
約
１
・
１
兆
円
を

措
置
し
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給

付
に
加
え
、
よ
り
幅
広
い
低
所
得
世
帯
へ
の
給
付
や
子
育
て
世
帯

へ
の
加
算
等
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体

と
し
っ
か
り
連
携
し
、
物
価
高
に
対
応
し
た
生
活
者
や
事
業
者
に

対
す
る
支
援
を
順
次
行
き
渡
ら
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。以

上
、
本
年
も
、
内
閣
官
房
の
デ
ジ
田
事
務
局
と
も
し
っ
か
り

連
携
し
、
全
国
各
地
で
地
に
足
の
つ
い
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
を
思
う
関
係
の

皆
様
方
の
ご
奮
闘
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市川　篤志内閣府地方創生推進事務局長

地方創生の深化に向けて
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木
津
川
市
は
、
京
都
府
南
部
の
山
城
地

域
に
あ
り
、
市
の
中
央
に
は
木
津
川
の
清

流
が
東
西
に
流
れ
て
い
ま
す
。木
津
川
は
、

淀
川
を
通
っ
て
瀬
戸
内
海
に
通
じ
て
い
る

た
め
、
古
来
よ
り
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
つ

な
が
り
、
人
や
物
資
、
文
化
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

天
平
12
（
７
４
０
）
年
12
月
、
聖
武
天

皇
は
、こ
の
地
に
「
恭
仁
京
」
を
造
営
し
、

数
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
日
本
の
首
都
と
な
っ
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、時
代
を
経
る
な
か
で
、

農
産
物
の
生
産
拡
大
、
仏
教
信
仰
の
寺
院

や
霊
地
の
形
成
、
特
産
品
（
お
茶
な
ど
）

を
扱
う
商
業
活
動
な
ど
が
活
発
化
し
、
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
市
の
人
口
は
増
加
し
続
け
、

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
温
暖
で
水
や
緑

な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
、豊
か
な
歴
史
・

文
化
遺
産
、
大
阪
市
や
京
都
市
に
ほ
ど
近

く
、
奈
良
市
と
も
近
接
す
る
な
ど
日
常
生

活
面
で
の
利
便
性
の
高
さ
の
ほ
か
、
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
の
中
核
地
と
し
て
多

く
の
研
究
施
設
や
大
型
商
業
施
設
が
立
地

す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
住
宅
地
が
多

く
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
良
質
で
魅
力
的
な

住
環
境
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

情
報
発
信
基
地
キ
チ
キ
チ

市
で
は
平
成
２８
年
に
市
内
で
頑
張
る
個

人
・
団
体
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
、
発

想
お
よ
び
郷
土
愛
を
生
か
し
た
取
り
組
み

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
に
関
す

る
提
案
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
提

案
の
あ
っ
た
の
が
「
キ
チ
キ
チ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
る
「
木
津
川
市
情
報

発
信
基
地
キ
チ
キ
チ
」
で
し
た
。

木
津
川
市
情
報
発
信
基
地
キ
チ
キ
チ
の

提
案
を
市
は
採
択
、
活
動
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
ま
し
た
。
キ
チ
キ
チ
は
、
市
役
所

北
側
に
あ
る
旧
木
津
町
商
工
会
（
平
成
２８

年
当
時
は
市
の
倉
庫
と
し
て
利
用
）
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
「
基
地
」
と
し
活
動

を
開
始
。
内
容
は
、
新
し
い
事
業
や
活
動

を
考
え
て
い
る
市
民
（
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
）
の
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
、
具

体
的
に
は
子
育
て
世
代
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

広
場
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
の
支
援
、
地

域
の
特
産
物
・
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
、「
基
地
」
を
持
た
な
い
グ
ル
ー

プ
の
会
合
場
所
の
提
供
な
ど
で
す
。
市
が

立
ち
上
げ
を
支
援
、
そ
の
後
３
年
間
伴
走

支
援
を
し
た
後
、「
キ
チ
キ
チ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
る
単
独
で
の
運
営
が

始
ま
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

「
ア
ー
ト
」
キ
ー
ワ
ー
ド
に 

新
た
な
展
開

キ
チ
キ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

「
情
報
発
信
基
地
キ
チ
キ
チ
」
で
の
取
り

組
み
を
続
け
５
年
が
経
過
し
た
令
和
２
年

の
こ
と
、
新
た
な
展
開
を
検
討
し
た
い
と

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
は
、
開
発
等
に
よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
へ
の
転
入
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
市
民

に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
多
様
な
人
材
が
多

く
、ま
た
、地
域
の
芸
術
祭
「
木
津
川
ア
ー

ト
」
を
市
が
隔
年
実
施
す
る
な
ど
、「
現

代
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
っ
た
背
景
も
後
押
し
し
、
情
報
発
信
基

地
キ
チ
キ
チ
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
京
都
府
木
津
川
市
）

「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
つ
な
ぎ
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
市
民
が
集
う
情
報
発
信
基
地
キ
チ
キ
チ
―

松
下
　
祥
子

木
津
川
市
マ
チ
オ
モ
イ
部 

学
研
企
画
課
主
幹

情報発信企画会議
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「
ア
ー
ト
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
交
流
・

関
係
人
口
の
増
加
（
木
津
川
市
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
）
や
、
地
域
内
外
住
民
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
が
も
つ
魅
力
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
人
」
か
ら
、「
モ
ノ
」「
コ

ト
」商
品
な
ど
の
新
た
な
魅
力
を
発
掘
し
、

地
域
活
性
化
を
図
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

展
開
し
た
い
と
い
っ
た
相
談
で
し
た
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
つ
づ
け
、

令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
の
が
「『
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
』
つ
な
ぎ

場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
」
で

は
、「
初
個
展
」
と
な
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
支
援
し
、「
情
報
発
信
基
地
キ
チ
キ
チ
」

に
お
い
て
個
展
を
開
催
、
作
品
の
見
せ
方

な
ど
、ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
マ
マ
だ
か
ら
撮
れ
る
写
真
展
」

で
は
、「
マ
マ
さ
ん
し
か
撮
れ
な
い
こ
ど

も
の
表
情
」
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
作
品
を

展
示
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
技
術

を
伝
授
す
る
撮
影
会
の
後
、
お
互
い
の
作

品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
参
加
者
同
士
の
交
流

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

食
を
通
じ
た
取
り
組
み
で
は
、「
鹿
肉

ソ
ー
セ
ー
ジ
つ
く
り
」
を
行
い
、
有
害
鳥

獣
の
肉
を
活
用
し
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
る

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
食
の
魅
力
発
信
に

つ
な
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
に
あ
る
京

都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
附
属
農
場
が

育
て
て
い
る
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
と
カ
ル
ベ
ネ

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

「
山や

ま

葡ぶ

萄ど
う

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
」
を
ワ
イ
ン

以
外
で
も
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
の
話

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ホ
ッ
ト
で
も
ア
イ

ス
で
も
飲
め
る
ジ
ュ
ー
ス
を
提
案
し
、
地

産
地
消
に
よ
る
新
し
い
食
の
魅
力
を
発
信

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
自
分
で
教
室
を
し
た
い
」「
カ

フ
ェ
の
お
店
を
立
ち
上
げ
た
い
」「
好
き

な
趣
味
を
共
有
し
な
が
ら
交
流
し
た
い
」

と
い
っ
た
市
民
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め

に
、
お
試
し
的
に
体
験
で
き
る
場
の
提
供

と
運
営
の
支
援
な
ど
を
行
い
「
夢
へ
の
一

歩
」
を
踏
み
出
せ
る
場
所
と
し
ま
し
た
。

「
ア
ー
ト
力
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
力
」

を
大
い
に
発
揮
し
た
の
が
「
地
域
課
題
解

決
企
画
・
小
さ
な
相
談
会
」
で
す
。
お
店

の
開
店
や
商
品
開
発
、商
品
の
販
促
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
立
ち
上
げ
、
展
開
す
れ
ば
良

い
の
か
を
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
視
点
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
経
験
豊
富

な
元
塾
講
師
の
子
育
て
・
教
育
相
談
、
法

律
の
専
門
家
に
よ
る
相
続
や
贈
与
な
ど
暮

ら
し
に
関
わ
る
相
談
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の
課
題
解
決
や
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し

て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
点
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ
れ
は

「『
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
』
つ
な
ぎ
場
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
つ
な
が
っ
た
地
域
活
動
家

や
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
、
日
々
活
動
を

す
る
市
民
な
ど
を
取
材
し
、
そ
の
活
動
や

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
フ
リ
ー
ぺ
ー
パ
ー
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
次
の
展
開
に
つ
な
が
る
、

新
た
な
出
会
い
や
つ
な
が
り
も
生
み
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
事
業
で
生
ま
れ
た
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
と
市
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
め
、「
情
報
発
信
基
地
」
か
ら
「
市
民

の
夢
が
叶か

な

う
場
所
」
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
拠
点
力
を
高
め
る
こ
と
、
ま
た
、

「
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
人
々
に
よ
る
に

ぎ
わ
い
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
住
民

や
関
係
人
口
創
出
の
き
っ
か
け
作
り
や
、

新
し
い
活
動
創
出
を
行
い
、
今
後
も
市
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

チャレンジカフェ（おむすびカフェ）

ママだから撮れる写真展

小さな相談会（デザイン編）
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富
山
市
民
プ
ラ
ザ
は
富
山
市
役
所
を
筆

頭
株
主
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
第
３
セ
ク
タ

ー
の
会
社
で
す
。

自
社
ビ
ル
「
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ビ
ル
」

の
不
動
産
賃
貸
、
富
山
市
ま
ち
な
か
賑に

ぎ

わ

い
広
場
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
の
指
定
管

理
者
、
農
産
物
直
売
所
「
地
場
も
ん
屋
総

本
店
」
の
営
業
、
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
「
ま
い
ど
は
や
」
の
運
行
、
富
山

市
の
ま
ち
な
か
最
大
の
立
体
駐
車
場
「
グ

ラ
ン
ド
パ
ー
キ
ン
グ
」
の
所
有
営
業
、
日

本
海
側
最
大
級
の
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

毎
年
開
催
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
美
術
展
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
ま

す
。ま

ち
な
か
に
若
者
が
い
な
い

富
山
市
の
中
心
商
店
街
か
ら
西
へ
約

２
・
５
㌔
の
と
こ
ろ
に
富
山
大
学
五
福
キ

ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
７
千

人
弱
の
学
生
が
学
ん
で
お
り
、
６
～
７
割

は
県
外
出
身
の
学
生
だ
そ
う
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
約
５
千
人
の
学
生
が

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る

は
ず
で
す
が
、
ま
ち
な
か
に
居
住
し
て
い

る
学
生
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
賃
貸
物
件
に
居
住

し
、
大
学
と
の
往
復
だ
け
で
、
富
山
と
い

う
地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄
な
ま
ま
卒
業

し
富
山
を
離
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

地
域
に
と
っ
て
そ
れ
は
と
て
も
も
っ
た

い
な
い
。
富
山
で
修
学
す
る
こ
と
に
な
っ

た
学
生
に
、
富
山
の
ま
ち
な
か
に
住
み
、

大
学
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
深
い
学
生
生
活
を
満
喫
し
て
も
ら

い
、
富
山
を
第
二
の
故
郷
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
卒
業
後
も
富
山
に
関
わ
っ
て

も
ら
う
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
こ
と
に

は
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
富
山
で
就
職
し
て
く
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
に
富
山
大
学
都
市
デ
ザ
イ

ン
学
部
の
先
生
か
ら
こ
う
し
た
相
談
を
受

け
、
当
社
と
同
学
部
で
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
、
ま
ち
な
か
で
「
学
生
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
ｆ
ｉ
ｌ
（
フ
ィ
ル
）」
を
整
備
し
ま

し
た
。（
２
０
２
２
年
12
月
か
ら
学
生
の

入
居
を
開
始
し
ま
し
た
）

支
援
企
業
に
よ
る 

「
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」

学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ｆ
ｉ
ｌ
は
、
地
域

の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
入
居
の
条
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

に
住
み
た
い
と
い
う
学
生
は
、
ま
ち
へ
の

思
い
入
れ
や
問
題
意
識
も
高
く
、
ま
ち
で

や
り
た
い
こ
と
を
持
っ
て
い
る
学
生
も
多

い
の
で
、
活
動
の
内
容
は
基
本
的
に
学
生

の
意
思
に
任
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

留
学
生
と
の
異
文
化
交
流
会
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ま
ち
な
か
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
と
連
携
し

て
、「
二
十
歳
だ
け
の
映
画
祭
」
を
実
施

し
た
学
生
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
生
の
活
動
を
支
援
す
る
地

元
企
業
の
組
織
が
「
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」

で
す
。

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
入
居
学
生
が
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
無

料
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
り
、
路
面
電
車

の
通
学
定
期
を
半
額
に
し
た
り
す
る
な
ど

の
「
居
住
支
援
事
業
」、
学
生
と
会
員
企

fil の外観。空きビルをリノベーションした
シェアハウス棟と空き地を整備したランドリー棟

学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
街
に
拠
点
を
つ
く
る

―
県
外
出
身
学
生
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
―
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業
の
協
働
に
よ
る
「
地
域
活
性
化
事
業
」、

学
生
と
会
員
企
業
と
の「
交
流
親
睦
事
業
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
企
業
は
約
40
社
（
年
会
費

10
万
円
）
で
、
富
山
市
の
ま
ち
な
か
で
学

生
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
状
況
を
応
援

し
、
そ
れ
が
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
な
り
、

さ
ら
に
は
県
外
出
身
学
生
が
富
山
で
定
着

す
る
こ
と
な
ど
、
関
係
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
階
は
「
食
堂
」「
広
場
」
と 

「
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
」

学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ｆ
ｉ
ｌ
は
約
２
５

０
平
方
㍍
の
土
地
に
あ
る
、
５
階
建
て
、

床
面
積
約
１
０
０
０
平
方
㍍
の
証
券
会
社

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
空
き
ビ
ル
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
２
階
か
ら
５

階
ま
で
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
で
、
各
階
８
室

計
32
室
の
個
室
と
、
共
用
の
キ
ッ
チ
ン
、

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
が
各
階

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
階
に
は
約
30
席
の
「
地
場
も
ん
屋
食

堂
ｆ
ｉ
ｌ
」
を
当
社
が
自
主
営
業
し
て
お

り
、
朝
７
時
半
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
地

元
の
食
材
を
主
体
と
し
た
美
味
し
い
定
食

や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
等
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
は
一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
事

業
所
も
多
い
の
で
、
入
居
学
生
だ
け
で
な

く
、
居
住
者
や
通
勤
者
に
も
食
堂
を
開
放

し
、
学
生
が
地
域
の
方
々
と
つ
な
が
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
側
に
隣
接
し
て
い
る
約
２
０

０
平
方
㍍
の
空
き
地
も
同
時
に
取
得
し
、

「
広
場
」
と
「
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
」
を

整
備
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、２
０
２
３
年
７
月
に
ｆ
ｉ
ｌ

は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

単
に
空
き
ビ
ル
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
用

途
変
更
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
場
、
食
堂
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
で
、
街
に
人
が
集
ま
る
「
場
」
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

広
場
に
は
樹
木
が
植
栽
さ
れ
、
井
戸
水

を
く
み
上
げ
た
「
せ
せ
ら
ぎ
」
が
流
れ
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
散
歩
中
に
井
戸
水
を

飲
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
ペ
ッ
ト

を
つ
な
い
で
ご
主
人
が
お
茶
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
課
題

空
き
地
や
空
き
ビ
ル
を
活
用
し
て
、
ま

ち
な
か
に
「
場
」
を
作
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
こ
の
事
業
は
大
成
功
で
す
。
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
は
昨
年
の
春
か
ら
本
格
入
居
が

始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
入
居
者
は
ま
だ
定

員
の
半
分
ほ
ど
で
す
が
、
本
誌
が
発
行
さ

れ
る
頃
に
は
満
室
近
く
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
仮
に
満
室
に
な
っ
て
も
ま
ち

な
か
の
学
生
は
32
人
増
え
る
だ
け
で
す
。

富
山
大
学
の
先
生
と
は
県
外
出
身
者
の
１

割
、
３
０
０
～
４
０
０
人
に
ま
ち
な
か
に

住
ん
で
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
は
、
経
済
産
業
省
の
補
助

金
６
０
０
０
万
円
（
う
ち
市
２
０
０
０
万

円
）
を
助
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
事
業
収
支
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
後
９
棟
で

き
な
け
れ
ば
、
３
０
０
人
～
４
０
０
人
の

学
生
に
街
に
住
ん
で
も
ら
う
場
所
が
あ
り

ま
せ
ん
。
富
山
市
の
ま
ち
な
か
に
も
、
戸

建
て
空
き
家
は
15
％
ほ
ど
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
学
生
が
住
め
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
当
社
の
事
業
を
ひ
と
つ
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
国
な
ど
が
一
定
の
応

援
を
す
る
制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
全
国
の
ま
ち
な
か
に
学
生
が
住
み
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
な
か
の
創
出
が
一

層
進
む
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地場もん屋食堂 fil 学生が企画したマーケット実施風景

留学生との異文化交流会
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森
林
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を

１
日
目
は
ま
ず
、
主
任
講
師
の
多
田
か

ら
「
全
国
に
広
が
る
木
育
推
進
活
動
」
の

テ
ー
マ
で
講
義
を
行
っ
た
。

「
木
育
」
と
い
う
言
葉
は
２
０
０
４
年

に
北
海
道
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
、
そ
の
後

２
０
０
６
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
に
記
さ
れ
た
。
芸
術
と

遊
び
創
造
協
会
で
は
、
２
０
１
０
年
の
林

野
庁
補
助
事
業
受
託
を
契
機
に
、
木
育
推

進
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

ま
ず
、「
木
育
」
に
取
り
組
む
目
的
や
ゴ
ー

ル
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
「
木

育
か
き
く
け
こ
」
を
ま
と
め
た
。
そ
し
て

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
祝
い
品
と
し
て
地
産
地

消
の
木
の
お
も
ち
ゃ
を
届
け
る
「
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
ト
」
事
業
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊

ぶ
こ
と
で
木
に
親
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
展
開
は
東
京

お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
運
営
す
る
団
体
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
遊
び
や
お
も
ち
ゃ
を
通
じ

た
木
育
活
動
だ
。
全
国
各
地
で
の
木
育
活

動
の
展
開
に
よ
り
、「
木
育
」
は
当
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
の
背
骨
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

は
世
界
第
２
位
の
森
林
大
国
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
日
々
活
動
に
ま
い
進

し
て
い
る
。

続
い
て
東
京
都
の
鎧
氏
が
「
東
京
の
森

林
・
林
業
の
背
景
お
よ
び
現
状
と
取
組
」

に
つ
い
て
講
義
し
た
。

東
京
都
は
全
面
積
の
約
４
割
が
森
林

で
、
主
に
西
南
北
多
摩
地
域
で
林
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
国
有
林
が

非
常
に
少
な
く
、
人
工
林
率
が
６
割
と
高

い
こ
と
、小
規
模
所
有
者
が
多
い
こ
と
だ
。

一
方
、
森
林
所
有
権
の
複
雑
さ
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
弊
害
、
丸
太
価
格
や
労
務
単
価

の
影
響
に
よ
り
業
が
成
り
立
た
な
い
現

状
、
林
業
従
事
者
が
定
着
し
な
い
状
況
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
等
の
課
題
が
あ

る
。
対
策
と
し
て
、
山
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
、
高

性
能
林
業
機
械
導
入
の
経
費
支
援
、
林
道

整
備
、
技
術
者
育
成
、
安
全
対
策
研
修
の

実
施
、
新
た
な
狩
猟
方
法
の
検
討
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
産
材
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
、
利
用
者
と
供
給
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
。

鐙
氏
は
個
人
的
考
察
と
し
て
、
岡
山
県

西
粟
倉
村
と
檜
原
村
を
比
較
分
析
。
こ
の

二
つ
の
村
は
、
合
併
せ
ず
に
村
を
存
続
さ

せ
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
産
業

と
再
生
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
村
外
と
の

関
係
人
口
作
り
に
成
功
し
て
い
る
点
が
評

価
さ
れ
る
。
檜
原
村
の
新
た
な
フ
ァ
ン
獲

得
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

持
続
可
能
な
林
業
に
は 

高
付
加
価
値
の
木
材
産
業
必
要

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
林
業
を
営

む
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
の
お
も
ち
ゃ
工
房

を
訪
れ
、
同
社
の
飯
塚
氏
が
特
別
講
師
を

務
め
た
。

檜
原
村
の
林
業
の
課
題
と
し
て
、
原
木

価
格
に
依
存
し
た
林
業
だ
け
で
は
再
造
林

費
用
を
賄
え
な
い
こ
と
、
急
峻
な
地
形
と

細
分
化
さ
れ
た
森
林
所
有
に
よ
り
搬
出
費

用
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
村
の
林

業
を
持
続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

出
口
戦
略
を
考
え
、
高
付
加
価
値
の
木
材

産
業
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
で
は
、「
檜

原
村
ト
イ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
を
村
長
へ

提
案
、
産
業
と
観
光
の
二
つ
の
軸
で
檜
原

村
が
「
日
本
一
の
木
の
お
も
ち
ゃ
の
村
」

に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。
産
業
面
で
は
、

「
お
も
ち
ゃ
工
房
」
を
拠
点
と
し
、
高
付

加
価
値
の
商
品
づ
く
り
に
よ
り
雇
用
を
創

出
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
・
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、
檜
原
村
の
自
然
が
持
続

的
な
形
で
次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る
こ

と
を
目
指
す
。
観
光
面
で
は
、「
檜
原
森

の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」を
木
育
拠
点
と
し
、

檜
原
村
の
文
化
や
魅
力
を
発
信
し
、
新
た

な
フ
ァ
ン
や
関
係
人
口
を
獲
得
す
る
こ
と

を
目
指
す
と
説
明
し
た
。

続
い
て「
檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」

館
長
の
大
谷
氏
を
案
内
役
に
同
美
術
館
を

視
察
し
た
。

檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
２
０
２

１
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
。
檜
原
村
小
沢
地

区
の
旧
北
檜
原
小
学
校
跡
地
に
建
設
さ

れ
、
内
装
・
構
造
全
て
に
檜
原
村
産
木
材

を
使
用
し
て
い
る
。
地
域
の
雇
用
創
出
や

木
材
の
伐
採
～
利
用
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体

制
が
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
大
谷
氏
自

身
が
北
檜
原
小
の
卒
業
生
で
、
地
元
有
志

と
美
術
館
運
営
を
担
う
法
人
を
設
立
。
資

金
面
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
り
１
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
集
め
、「
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
１
０
０
人
が
活
動
す
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
11
月
24
日（
金
）～
25
日（
土
）

に
東
京
都
檜
原
村
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
多
田
千
尋
氏
に

ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

日
本
一
有
名
な
木
の
お
も
ち
ゃ
の
村
へ
！

―
檜
原
村
ト
イ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
に
よ
る

�

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
森
林
資
源
活
用
―

●

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
理
事
長

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー

多
田
　
千
尋

地
方
創
生
実
践
塾 

東
京
都
檜
原
村
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館
内
に
は
村
の
特
産
品
で
あ
る
ユ
ズ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
遊
具
が

並
ぶ
。
北
檜
原
小
の
音
楽
室
の
黒
板
を
サ

イ
ン
ボ
ー
ド
に
利
用
す
る
な
ど
、
地
域
住

民
が
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
工
夫
も
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
は
山
に
捨
て
ら
れ
て
い
た

木
材
も
ひ
と
手
間
か
け
る
こ
と
で
価
値
あ

る
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
も
お
も

ち
ゃ
を
通
じ
て
伝
え
る
。
現
在
、
館
内
の

お
も
ち
ゃ
の
９
割
は
村
外
で
作
ら
れ
た
も

の
。
館
内
の
全
て
の
お
も
ち
ゃ
が
メ
イ
ド

イ
ン
檜
原
村
に
な
っ
た
と
き
に
「
檜
原
森

の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
は
完
成
す
る
、
と

大
谷
氏
は
語
っ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
子
育
て
世
代
に
ア
ピ
ー
ル 

大
学
と
連
携
し
た
デ
ザ
イ
ン
も

２
日
目
は
檜
原
村
産
業
環
境
課
の
藤
原

氏
に
よ
る
講
義
「
東
京
都
檜
原
村
ト
イ
・

ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
木
材
利
用
の
推
進
」
で

始
ま
っ
た
。

地
場
産
材
活
用
の
取
り
組
み
は
平
成
15

年
よ
り
開
始
し
、
公
共
施
設
の
木
造
・
木

質
化
を
皮
切
り
に
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」

宣
言
、「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
開
催
な

ど
を
経
て
、
２
０
１
８
年
に
①
木
工
お
も

ち
ゃ
産
業
の
推
進
②
檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ

美
術
館
の
設
立
③
人
材
育
成
の
推
進
―
を

柱
と
す
る
「
檜
原
村
ト
イ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構

想
」
を
策
定
し
た
。
観
光
地
の
な
い
北
秋

川
エ
リ
ア
に
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
建
設
す

る
に
あ
た
っ
て
は
地
元
住
民
か
ら
心
配
の

声
も
あ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
子
育
て

世
代
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
成
功
も
あ
り
、

昨
年
度
来
館
者
数
は
４
万
人
を
超
え
た
。

木
材
の
製
造
・
利
用
拡
大
の
た
め
、
大
学

と
提
携
し
新
た
な
お
も
ち
ゃ
の
デ
ザ
イ
ン

や
製
品
化
に
も
取
り
組
み
始
め
た
。
需
要

に
応
じ
た
供
給
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

広
げ
て
い
く
ね
ら
い
だ
。

檜
原
村
木
材
利
用
推
進
事
業
で
は
地
場

産
材
活
用
へ
の
支
援
や
、
針
葉
樹
を
広
葉

樹
に
植
え
替
え
る
事
業
を
実
施
。
針
葉
樹

が
伐
期
を
迎
え
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

に
耳
を
傾
け
、
時
代
に
合
っ
た
形
の
林
業

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

講
義
の
最
後
は
オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
取

締
役
の
佐
々
木
氏
に
よ
る
講
義
。
１
９
７

４
年
創
業
の
オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
国
産

材
に
こ
だ
わ
り
家
具
や
木
製
品
を
作
り
続

け
て
き
た
。
１
０
０
年
使
え
る
も
の
づ
く

り
、
木
の
特
性
・
良
さ
を
最
大
限
に
生
か

す
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
広
葉
樹
林

の
育
林
も
行
う
。「
檜
原
村
ト
イ
・
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
」
で
は
お
も
ち
ゃ
工
房
の
設
計
に

携
わ
っ
た
。
林
業
を
６
次
産
業
化
す
る
た

め
の
仕
組
み
作

り
に
お
い
て

は
、
そ
の
地
域

独
自
の
リ
ソ
ー

ス
の
把
握
が
武
器
に
な
る
。
強
み
を
生
か

す
商
品
は
何
か
、
徹
底
的
に
考
え
試
算
を

行
う
。
檜
原
村
の
お
も
ち
ゃ
工
房
で
は
、

針
葉
樹
を
使
っ
た
木
工
を
実
現
す
る
た

め
、
生
産
工
程
、
設
備
計
画
、
技
術
指
導

を
行
っ
た
。

２
０
１
８
年
に
連
携
協
定
を
結
ん
だ
群

馬
県
み
な
か
み
町
の
事
例
で
は
、
自
伐
型

林
業
・
小
規
模
林
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
50
～
70
年
生
の
広
葉
樹
を
生
か
し
、
雑

木
と
呼
ば
れ
る
木
材
に
付
加
価
値
を
付
け

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
産
業
化
へ
の

取
り
組
み
に
一
般
解
は
な
く
、
地
域
に

合
っ
た
答
え
を
地
域
の
人
た
ち
と
探
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

地方創生実践塾（東京都檜原村）の概要

テーマ：�日本一有名な木のおもちゃの村へ！ 
～檜原村トイ・ビレッジ構想によるワンストップの森林資源活用～

主任講師：�NPO 法人芸術と遊び創造協会理事長・一般財団法人地域活
性化センターフェロー　多田 千尋 氏

１日目　11 月 24 日（金）
講義①「全国に広がる木育推進活動」

主任講師：多田 千尋 氏
講義②「東京の森林・林業の背景および現状と取組」

特別講師：東京都産業労働局農林水産部森林課長　鐙 美知子 氏
フィールドワークⅠ　おもちゃ工房　

特別講師：株式会社東京チェンソーズ 飯塚 潤子 氏
フィールドワークⅡ　檜原森のおもちゃ美術館

特別講師：檜原森のおもちゃ美術館館長・NPO 法人東京さとや
ま木香會理事 大谷 貴志 氏

２日目　11 月 25 日（土）
講義③「東京都檜原村トイ・ビレッジ構想と木材利用の推進」

特別講師：檜原村産業環境課主幹兼農林産業係長 藤原 啓一 氏
講義④「オークヴィレッジが実践する森林資源と地域をつなぐ産
業化への取組み

特別講師：オークヴィレッジ株式会社取締役 佐々木 一弘 氏

フィールドワークⅠ

全体集合写真

フィールドワークⅡ
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地域
TOPICS
トピックス

愛知県豊田市

自
治
体
主
催
の
世
界
ラ
リ
ー 

市
民
共
働
に
よ
る
機
運
醸
成

皆
さ
ん
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ラ
リ

ー
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
、
サ
ー
キ
ッ
ト
で
順
位

を
競
う
Ｆ
１
が
有
名
で
す
が
、ラ
リ
ー
は
、

市
販
車
を
ベ
ー
ス
と
し
た
車
両
で
、
公
道

を
走
っ
て
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。豊

田
市
は
、
ラ
リ
ー
を
単
な
る
興
行
で

は
な
く
、
山
間
地
や
産
業
の
振
興
、
交
通

安
全
の
推
進
と
い
っ
た
極
め
て
公
共
性
の

高
い
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
捉
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
１１
月
に
は
、

世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
の
日
本
ラ
ウ
ン
ド
で

あ
る
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
を
全
国
で
初
め
て

自
治
体
と
し
て
主
催
し
、
市
の
魅
力
発
信

や
観
光
客
誘
致
な
ど
、
ラ
リ
ー
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
に
な
り
ま
し

た
。ラ

リ
ー
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
多
く
の
市
民
に
ラ
リ
ー

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
は
、
全
国
各
地
で
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
楽
し
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
日
本
で
の
歴
史
は
浅
く
、
馴

染
み
の
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。
豊
田
市

で
も
「
ラ
リ
ー
が
ど
ん
な
も
の
か
も
分
か

ら
な
い
」
な
ど
、
ラ
リ
ー
の
こ
と
を
全
く

知
ら
な
い
市
民
も
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

ラ
リ
ー
へ
の
関
心
が
低
い
人
に
ど
う
や
っ

て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
か
が
鍵
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
感
染
症
」
に

移
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
徐
々
に
回

復
傾
向
で
あ
っ
た
市
内
の
各
種
活
動
が
さ

ら
に
加
速
し
始
め
た
の
で
す
。私
た
ち
は
、

こ
の
動
き
に
注
目
し
、
市
内
で
活
動
す
る

市
民
活
動
団
体
と
一
緒
に
、
ラ
リ
ー
の
機

運
醸
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
豊
田
市
は
、平
成
１７
年
に
共
働（
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
「
豊
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市
民

や
団
体
、
企
業
等
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

共
働
の
力
で
、
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
む

ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
開
催
を
実
現
し
よ
う

と
考
え
た
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
時
期
・
場
所
で 

多
様
な
体
験
機
会
を
提
供

市
民
活
動
団
体
と
の
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
市
民
活
動
に
よ
る
共
働
の
ラ
リ
ー
機

運
醸
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
と
よ
た
の
エ
が

オ
に
な
る
市
民
活
動
ラ
リ
ー
」
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
市
民
活
動
団
体
が
活
動
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
時
期
・
場
所
で
、
ラ
リ
ー
に

関
す
る
啓
発
物
の
掲
示
や
ラ
リ
ー
に
関
連

し
た
体
験
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
た
人
に
ラ
リ
ー
を
身
近
に
感

じ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
「
と
よ
た
の
エ
が

オ
に
な
る
市
民
活
動
ラ
リ
ー
」
の
「
エ
が

オ
」
に
は
、

特
別
な
意
味

を
込
め
ま
し

た
。
笑
顔
に

な
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、

コ
ロ
ナ
禍
で

「
○
○
は
し

て
は
い
け
な

い
」
と
い
う

「
エ
ー
？
」
と
い
う
悔
し
い
気
持
ち
か
ら
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
「
○
○
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
「
オ
ー
！
」

と
い
う
感
激
や
驚
き
の
気
持
ち
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
、「
エ
ー
？
」
が
「
オ
ー
！
」

に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。
大
変
な
思
い

を
し
た
市
民
活
動
団
体
と
一
緒
に
考
え
た

か
ら
こ
そ
、
活
動
が
で
き
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
や
う
れ
し
さ
を
表
現
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
名
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
半
年
、
参
画

し
て
い
る
団
体
は
２
０
０
団
体
を
超
え
ま

し
た
。市
民
活
動
が
盛
ん
な
豊
田
市
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体
が
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
リ
ー
に
関
連
し

た
体
験
も
多
様
な
も
の
が
誕
生
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
木
工
の
団
体
が
ラ
リ
ー
カ

ー
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
を
行
っ
た

り
、
絵
画
の
団
体
が
ラ
リ
ー
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
絵
を
描
く
講
座
を
行
っ
た
り
。
あ

る
い
は
、
ハ
ン
カ
チ
を
ラ
リ
ー
カ
ー
の
柄

近
藤　
裕

豊
田
市
生
涯
活
躍
部

市
民
活
躍
支
援
課
担
当
長

―
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
生
か
し
ま
ち
づ
く
り
―

と
よ
た
の
エ
が
オ
に
な
る
市
民
活
動
ラ
リ
ー

とよたのエがオになる市民活動ラリー
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で
染
め
る
体
験
、
ラ
リ
ー
の
か
ら
く
り
で

遊
ぶ
体
験
、
ぜ
ん
ま
い
で
動
く
ラ
リ
ー
カ

ー
づ
く
り
体
験
、
ラ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
活
動
、
ラ
リ
ー
を

模
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
の

開
催
な
ど
。
ラ
リ
ー
に
馴
染
み
の
な
い
人

で
も
親
し
み
や
す
い
方
法
で
ラ
リ
ー
に
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
デ
ア
に
よ

り
、
若
者
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
世
代
と
ラ
リ
ー
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
人
気
の
体
験
は
、
子
育
て
支
援
団

体
が
、
段
ボ
ー
ル
や
台
車
を
使
っ
て
制
作

し
た
ミ
ニ
ラ
リ
ー
カ
ー
の
乗
車
体
験
で

す
。
親
子
で
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ハ
ン
ド
ル
や

紙
製
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
作
り
、
子
ど
も
が

ミ
ニ
ラ
リ
ー
カ
ー
に
乗
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
気
分
を
味
わ
う
と
い
う
も
の
。
乗
車
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
ラ
リ
ー
カ
ー
を
運

転
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
ラ
リ
ー
の
こ

と
を
知
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
か
ら
も
団
体
か
ら
も
高
評
価

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
中
、
市
民
か
ら

「
だ
れ
で
も
参
加
し
や
す
い
」「
ラ
リ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
、
好
評
の

声
を
多
く
い
た
だ
き
、
参
画
団
体
か
ら
も

「
普
段
の
活
動
に
一
工
夫
す
る
だ
け
で
参

画
し
や
す
い
」「
市
民
活
動
を
通
し
て
盛

り
上
げ
る
と
い
う
考
え
方
が
い
い
」
と
積

極
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
た

の
も
、
多
く
の
人
が
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

直
に
感
じ
、
共
感
の
輪
が
生
ま
れ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
11
月
。
４
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
た
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
有
料
観

客
席
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
沿
道
応
援
を
含

め
、
約
54
万
人
の
来
場
が
あ
り
、
市
内
各

地
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
競
技

の
観
戦
だ
け
で
な
く
、
運
営
に
関
わ
り
た

い
と
い
う
市
民
も
増
え
、
約
１
６
０
０
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
な

ど
、
初
の
自
治
体
主
催
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
な
っ
た
と
も
感
じ

て
い
ま
す
。

豊
田
市
ら
し
く
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
２
３
３
団

体
に
よ
る
多
様
な
体
験
を
通
し
て
、
多
く

の
市
民
に
ラ
リ
ー
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
わ
っ
た
多
く
の
人

が
「
エ
が
オ
に
な
る
」
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
至
っ
た
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
企
画
の
検
討
か
ら
実
施

ま
で
を
、
市
民
や
ま
ち
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
市
民
活
動
団
体
と
共
働
で
進
め

て
き
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

今
後
も
先
行
き
不
透
明
で
予
測
困
難
な

時
代
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

豊
田
市
ら
し
く
共
働
で
、
明
る
く
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

参画団体が作成した
啓発動画

子どもも大人も楽しめるラリーカーの工作 豊田市の原風景を世界に発信するラリー

さまざまな市民活動団体が参画 大人気のミニラリーカー乗車体験
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令和6年度地域活性化センター主催セミナーのお知らせ
　地域活性化センターでは、地域を元気にするための新たな知識や発想、交流の機会を皆様にご提供する
ためのセミナーを実施しています。
　令和６年度も次の通り多様なテーマでセミナーを企画中です。ご期待ください！

〇地方創生実践塾（予定）
  5月31日（金）～6月1日（土）  神奈川県綾瀬市	   6月20日（木）～22日（土）  和歌山県みなべ町	   7月25日（木）～27日（土）  徳島県美波町
  8月  9日（金）～10日（土）  新潟県燕市	   9月19日（木）～21日（土）  兵庫県丹波篠山市	 10月11日（金）～12日（土）  愛知県長久手市
11月8日（金）、16日（土）～17日（日）  鹿児島県奄美市	 11月21日（木）～23日（土）  鳥取県日南町
※地方創生セミナー・実践塾の内容、講師については変更になる可能性があります。

【対象者】　地域活性化に取り組んでいる方、地域活性化について勉強したい方（行政職員、一般企業職員、団体職員、首長、地方議会議員、学生など）

※詳しくはセンターのホームページ（https://www.jcrd.jp/）をご覧ください。
※延期や中止、オンライン開催への切り替えを行う場合があります。

〈東京会場開催＋オンライン併用〉
 � 6月  7日（金） 

ZEB導入セミナー~カーボンニュートラル社会の実現に向けて~
※�ZEBとは、Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・

ビル）の略称
  7月19日（金）  急速に広がった自治体の生成AI活用
10月中旬予定　ウェルビーイングな職場づくり
11月  8日（金）  自治体職員のための行動経済学~ナッジの活用~
12月13日（金）  ゲームイベントによる地方創生の可能性
  1月17日（金）(仮)新しい地域づくりへの挑戦~農村振興のために
地方議会議員ができること~

〈オンライン開催〉
  5月29日（水）  保育園留学による関係人口づくり
  6月26日（水）  旅先納税~旅行者からまちの応援者へ~
  7月31日（水）  地域経済循環分析の基礎知識×カーボンニュートラル
10月30日（水）(仮)食関連産業の進化による地域活性化
12月18日（水）  これからの公務員副業のあり方

〈東京会場開催〉
10月中旬予定　(仮)今、地方公共団体職員に求められるものとは

〇新たな知と方法を生む地方創生セミナー（予定） 
ハイブリッド型セミナー（東京会場+オンライン開催）を導入したことにより、全国どこからでも受講できるように
なりました。

各編集委員の名前と派遣元自治体は以下
のとおりです。（アイウエオ順）

新井あす美（小海町）、井上里佳子（三田市）、
上手康平（飛騨市）、末廣翼（鹿児島県）、菅
原沙也佳（美瑛町）、杉本賢二郎（柳川市）、
塚原駿一郎（小国町）、藤田慶太（江津市）、
藤本浩史（弘前市）、松浦宏太（大垣市）、見
上司（綾瀬市）、森亘輝（三豊市）、山岸美貴

（雲南市）、山﨑千尋（長崎県）、大和史弥（四
日市市）、吉澤利能（菊池市）

新編集委員のメンバー

新編集委員が始動
新年度、「地域づくり」の編集委員として、地域づくりに携わる皆様に毎月1日を待ち遠しく思っていただけるような魅力的な誌面づくりを目指してま

いります。どうぞよろしくお願いします。

各編集委員の名前と派遣元自治体は以下
のとおりです。（アイウエオ順）

青木俊介（大田市）、池下愼太郎（諫早市）、
石倉駿太郎（出雲市）、板谷佳名子（高知市）、
市井敦也（富山県）、井上美奈（秩父市）、笈
田紗希（福井県）、熊谷浩志（山形県）、清水
貴大（北杜市）、竹村俊斗（四万十町）、塚田
健人（古河市）、能登川亜美（北斗市）、平林
拓海（大町市）、本間歩（鶴岡市）、村上和也

（木津川市）、安本彩乃（福岡県）
旧編集委員のメンバー

全国の自治体、地域づくり団体の皆様、お世話になりました
1年間、「地域づくり」の編集委員として活動してきた職員の多くが今春、それぞれの派遣元に復帰します。取材にご協力いただいた皆様、ご寄稿い

ただいた全国の自治体、地域づくり団体等の皆様、本当にお世話になりました。
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南
城
市
は
、
沖
縄
本
島
南
部
に
位
置
し
平
成
18
年
１
月
１
日
に

４
町
村
（
旧
佐
敷
町
、
旧
知
念
村
、
旧
玉
城
村
、
旧
大
里
村
）
の

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
、
面
積
49
・
94
平
方
㌔
、
人
口
４
万
６
４

５
８
人
（
令
和
５
年
12
月
末
）
の
ま
ち
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
直
後
の
人
口
は
４
万
７
４
９
人
で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
８
月
の
都
市
計
画
の
見
直
し
後
状
況
は
大
き
く

変
化
し
、
２
年
後
の
平
成
24
年
か
ら
人
口
が
増
加
に
転
じ
、
令
和

６
年
現
在
ま
で
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
、
琉
球
民
族
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
琉
球
の
聖

地
巡
礼
「
東あ

が
り
う
ま
ー
い

御
廻
り
」
に
ゆ
か
り
の
深
い
聖
地
を
数
多
く
有
し
て

お
り
、
世
界
文
化
遺
産
「
斎せ

ー
ふ
ぁ
う
た
き

場
御
嶽
」
は
じ
め
、
神
の
島
久
高
島

な
ど
県
内
外
か
ら
絶
え
ず
参
拝
者
が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
市
内
で
は
文
化
財
等
も
数
多
く
あ
り
、
琉
球
を
統
一
し

琉
球
王
国
を
築
い
た
英
雄
・
尚し

ょ
う

巴は

志し

を
生
む
な
ど
、
長
い
歴
史
と

文
化
を
背
景
に
、
深
い
精
神
文
化
と
人
縁
・
地
縁
に
よ
る
強
い
つ

な
が
り
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
独
自
の
美
し
い
風
土
が
広
が
っ
て
お

り
、
豊
か
な
自
然
景
観
に
も
恵
ま
れ
、
透
き
通
る
美
し
い
海
や
緑
、

色
鮮
や
か
な
美
し
い
風
景
な
ど
、
心
を
癒
や
す
空
間
も
多
く
存
在

す
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
本
市
の
地
理
的
中
心
部
の
先
導
的
都
市
拠
点
地
域

に
お
い
て
は
、沖
縄
初
進
出
と
な
る
コ
ス
ト
コ
の
出
店
が
決
定
し
、

雇
用
の
拡
大
や
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に

加
え
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
県
民
、
観
光
客
に
よ
る
関
係
人
口
の

増
加
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
市
内
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
位
置
付
け

が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
行
事
や
社
会
活

動
が
活
発
化
し
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
に
は
、
祖
先
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
ゆ
い
ま
ー
る
（
共

助
）
と
い
う
す
ば
ら
し
い
精
神
文
化
が
あ
り
、
そ
の
精
神
は
、
過

去
の
苦
難
に
満
ち
た
歴
史
的
道
程
に
お
い
て
も
揺
る
ぎ
な
く
発
揮

さ
れ
、た
く
ま
し
い
生
命
力
と
英
知
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
り
、

今
日
の
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
隣
人
を
大
切
に
し
敬
う
「
守
礼
の
精
神
」

や
、
互
助
・
協
調
・
連
帯
の
「
ゆ
い
ま
ー
る
精
神
」
を
通
し
て
培

わ
れ
、
県
民
の
特
性
と
し
て
息
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
「
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
」
を
策

定
し
、「
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
用
し
た
地
域
住
民
総
参
加
に
よ
る
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
と
自
治
力
み
な
ぎ
る
コ
ミ
ュ
テ
ィ
の
醸
成
～
い

き
い
き
と
ま
ち
が
輝
く
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
～
」
の
基
本

目
標
の
も
と
、
各
地
域
の
「
ム
ラ
ヤ
ー
」（
自
治
公
民
館
）
を
拠

点
と
し
、
地
域
住
民
が
世
代
を
超
え
て
相
互
の
連
携
を
深
め
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
満
足
度
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
意
思
と
力
が
効
果
的
に

発
揮
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
今
日
ま
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う

動
き
が
多
く
の
地
域
か
ら
出
て
き
て
お
り
、
着
実
に
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
行
政
主
体
の
地
域
課
題

解
決
の
仕
組
み
よ
り
も
、
市
民
が
相
互
に
、
あ
る
い
は
市
民
と
行

政
が
協
力
し
て
取
り
組
む
仕
組
み
を
作
り
、
互
い
に
役
割
を
認
識

し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
民
と
協

働
で
築
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
こ
れ
ま
で
行
動
を
し
て
参

り
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
が
「
南
城
市
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、

住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
市
な
ら
で
は
の
地
域
振
興
を
図
り
、
人
と
自
然
が

調
和
し
た
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
展
開
を
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

※
「
ム
ラ
ヤ
ー
」
と
は
琉
球
王
国
時
代
に
各
ム
ラ
（
現
在
の
区
・

自
治
会
に
相
当
）
を
管
理
す
る
た
め
行
政
機
関
の
役
人
が
勤
務
し

た
施
設
の
こ
と
。
本
市
で
は
、
ム
ラ
ヤ
ー
＝
各
自
治
の
中
心
と
な

る
自
治
公
民
館
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

沖縄県南城市長 古謝　景春

「ゆいまーる」精神に培われた
コミュニティを目指して
～「日本一元気で魅力あるまちづくり」〜
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廿日市市

広
島
県

302

廿日市市は、広島県西部に位置し、世界遺産「厳島神社」か
ら西中国山地までを市域とする豊かな自然に恵まれた魅力

あふれる街です。
　2023年5月のG7広島サミットでは、各国首脳が宮島を訪れ、
日本を代表する観光地として、その魅力を世界に発信しました。
　また、1400年もの長い歴史を有する宮島の普遍的価値や魅
力を次世代に継承し、守り伝えるため、2023年10月「宮島訪
問税」を導入。いただいた税の重みを深く認識して、持続可能
な観光地域づくりに取り組んでいきます。
　街も自然も車で約30分圏内の”ちょうどいい”まちとして、子
育て世代に選ばれており、総務省人口移動報告では、9年連続
転入超過を記録しています。

█厳島神社
1996年にユネスコの世界文化遺産に登録されました .

” ちょうどいい ” まち  廿日市市

█けん玉ワールドカップ
「けん玉発祥の地」廿日市市で 2014年に初開
催。世界各国のトッププレーヤーの華麗なト
リックは圧巻です

█女子野球タウン
2020 年「女子野球タウン」に認定。
競技継続できる環境整備や女性活躍
の場の創出にも取り組んでいます

█佐伯国際アーチェリーランド
中四国地方唯一のフィールドアーチェリー
場。豊かな自然を生かしたアクティビティ
も楽しむことができます

█女鹿平スキー場
吉和 ICからも近く、人工造雪機を設置
しているため、雪の心配もせず遠方か
ら気軽に行けるスキー場です

█大野あさり
農林水産省の厳しい審査を通過した地
域ブランド、地理的表示（ＧＩ）保護
制度に登録されています

█重要伝統的建造物群保存地区廿日市市宮島町
厳島神社の周囲に栄える戦国時代以来の門前
町。伝統的な町家の景観がとても魅力的です
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ウォーカブルなまちづくり

基調論文／浅見泰司
居心地が良く歩きたくなるまち

北海道札幌市／杉原　咲
歩きたくなる「にぎわいの軸」

新潟県新潟市／寺澤昂太
人中心のまちづくり「にいがた２ｋｍ」

岐阜県大垣市／安藤祥太
まちなかを照らすきっかけづくり「まちなかテラス」

静岡県沼津市／宮下俊希
「ＯＰＥＮ ＮＵＭＡＺＵ」プロジェクト

兵庫県姫路市／岩崎尊大
姫路城にふさわしい風格ある空間に

和歌山県和歌山市／中村英人
共創実践プログラムや社会実験を展開

島根県／河野大樹
出雲大社「神門通り」のみちづくり

広島県福山市／佐藤綾夏
官民連携で「ふくまち」プロジェクト

山口県長門市／有賀敬直
「オソト天国」の実現に向けた道路空間再編

愛媛県松山市／越智ゆかり
歩いて暮らせるまちづくり

福岡県柳川市／梅﨑慎司
水と共生するまちづくり

地域トピックス／愛知県豊田市／近藤　裕
とよたのエがオになる市民活動ラリー

副基調論文／国土交通省都市局まちづくり推進課官民連携推進室
人中心のウォーカブルな空間へ
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国土交通省は、「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を形成する「ウォーカブルなまちづくり」を進めている。
街路空間を再構築・利活用することで、地域の課題解決等に取り組む各地の事例について特集する。

ウォーカブルなまちづくり

1

北海道札幌市（p6-7）
地下鉄南北線さっぽろ駅と大通駅の間をつなぐ、
札幌駅前通地下歩行空間『チ・カ・ホ』

1新潟県新潟市（p8-9）
「にいがた２km」の社会実験の様子
2

兵庫県姫路市（p14-15）
再整備した大手前通り
5

静岡県沼津市（p12-13）
「OPEN NUMAZU」の初年度の取り組み
4

岐阜県大垣市（p10-11）
毎週金曜日、市役所隣地の公園で開催している

「まるのうちテラス」

3

2



福岡県柳川市（p26-27）
沖端水天宮周辺イメージパース
11 愛媛県松山市（p24-25）

花園町通りの整備後の様子　©Norihito Yamauchi
10

島根県（p18-19）
シェアド・スペースにより車と歩行者が共存する神門通り
7 和歌山県和歌山市（p16-17）

社会実験「KITABURA STREET PARK PROJECT」
6

山口県長門市（p22-23）
「そぞろ歩きのできる温泉街」に整備された
長門湯本温泉全景

9

広島県福山市（p20-21）
タクシー待機場を芝生広場に変えた
実証実験

8

3
5

6

7

10
4

9
8

11



特 集
基調論文は

じ
め
に

最
近
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
都
市
政
策

の
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
政
策
を
後
押
し
し

て
い
る
の
が
、
２
０
２
０
年
６
月
に
成
立
し
た
都
市
再
生

特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
、「
居

心
地
が
良
く
な
る
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り
の

制
度
の
整
備
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
市
町
村
が
都
市

再
生
整
備
計
画
に
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な

か
づ
く
り
を
進
め
る
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
は
そ

の
区
域
内
で
行
う
官
民
一
体
で
交
流
・
滞
在
空
間
を
形
成

す
る
取
り
組
み
を
法
律
・
予
算
・
税
制
等
で
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
を
歩
き
や
す
く
魅
力
あ

る
空
間
に
改
変
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

地
方
税
収
の
増
加
、
交
通
弱
者
に
や
さ
し
い
町
の
形
成
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
な
ど
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

国
土
交
通
省
の
資
料
（https://w

w
w

.m
lit.go.jp/

toshi/w
alkable/w

alkablecity/

）
に
よ
れ
ば
、
２
０

２
４
年
１
月
31
日
現
在
で
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
３

６
８
団
体
が
賛
同
し
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」

ま
ち
な
か
づ
く
り
に
取
り
組
む
区
域
を
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
実
際
に
位
置
づ
け
た
市
区
町
村
は
、
１
０
１
市
区
町
村

あ
る
と
い
う（https://w

w
w

.m
lit.go.jp/toshi/content/ 

001721427.pdf

）。

多
く
の
実
践
例
が
国
土
交
通
省
都
市
局
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
に
よ
り
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
グ
ラ
ン

ド
レ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
―
事
例
か
ら
学
ぶ
そ
の
要
素
と
ポ
イ

ン
ト
」と
い
う
冊
子
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る（https://

w
w

w
.m

lit.go.jp/toshi/file/useful/g-level2.pdf

）。

こ
の
他
に
も
民
間
空
地
の
活
用
事
例
、
行
政
体
制
事
例
、

街
路
の
活
用
事
例
、
官
民
連
携
事
例
な
ど
多
く
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
流
れ

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
で
強
調
す
る
の
は
、
主

と
し
て
中
心
市
街
地
な
ど
商
業
地
の
再
生
で
あ
り
、
歩
き

や
す
く
、
居
心
地
が
良
い
空
間
づ
く
り
を
官
民
連
携
で
進

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち

―
そ
の
条
件
と
施
策
の
展
開
―

浅
見
　
泰
司

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
教
授

筆者プロフィール

浅見 泰司 氏
（あさみ・やすし）

東京大学大学院工学系研究科教授。1960年生まれ、東京都出身。
1982年東京大学工学部都市工学科卒業、1984年同大学院修士課程修
了、1987年ペンシルヴァニア大学大学院博士課程修了（Ph.D.取得）。
東京大学工学部助手、助教授、空間情報科学研究センター教授を経て、
2012年より現職。この他、東京大学執行役・副学長、大学総合教育研
究センターセンター長を兼務。ウォーカブルなまちづくりの基本的な
方向性を示した「居心地が良く歩きたくなるまちなかからはじまる都
市の再生」（2019）の提言を出した国土交通省「都市の多様性とイノ
ベーションの創出に関する懇談会」の座長を務めた。
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め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
以
前
か
ら
の
中
心

市
街
地
活
性
化
策
の
発
展
形
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

１
９
９
８
年
に
ま
ち
づ
く
り
三
法
（
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
都
市
計
画
法
）
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
大
規
模
店
舗
の
立
地
規
制
が
可

能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
大
規
模
店
舗
が
地
元
小
売

店
を
衰
退
さ
せ
、
中
心
市
街
地
の
活
力
を
削
ぐ
と
認
識
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
郊
外
に
お
け
る

大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
や
公
共
施
設
の

郊
外
移
転
な
ど
も
進
み
、
さ
ら
に
中
心
市
街
地
の
活
性
が

失
わ
れ
る
事
態
を
生
ん
だ
。
現
実
に
は
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
商
業
競
争
よ
り
も
、
中
心
市
街
地
と
郊
外
と
の
商

業
競
争
の
方
が
大
き
い
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
２
０

０
６
年
に
中
心
市
街
地
活
性
化
法
が
改
正
さ
れ
、
商
業
競

争
に
加
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
市
街
地
全
体
の

厚
生
を
重
ん
じ
、
商
業
以
外
も
含
め
た
施
策
も
動
員
し
、

多
様
な
主
体
の
参
画
も
仰
ぎ
な
が
ら
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、

市
町
村
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
た
め
の
新
た
な

制
度
が
導
入
さ
れ
た
。そ
れ
が
立
地
適
正
化
計
画
で
あ
る
。

市
街
地
の
中
に
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
や
居
住
誘
導
区
域

を
定
め
、
市
街
地
と
し
て
の
機
能
を
残
し
て
い
く
区
域
を

限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化

法
の
改
正
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置
な
ど
道
路

占
用
許
可
の
特
例
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
的
な
施

策
に
よ
っ
て
も
、活
性
化
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ

り
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く

り
支
援
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
は
じ
め
に

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
特
に
居
心
地
と
い
う
空
間

質
に
こ
だ
わ
っ
た
点
、
官
民
連
携
を
よ
り
進
め
た
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
た
点
が
新
し
い
。

中
心
部
か
ら
都
市
全
体
で
の
調
整
へ
、
商
業
調
整
か
ら

他
の
土
地
利
用
に
も
広
げ
た
調
整
へ
、
民
の
支
援
か
ら
官

民
連
携
へ
と
調
整
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。「
居
心
地
が
良

く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り
も
、
こ
の
よ
う
な

流
れ
の
中
で
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

歩
き
や
す
い
ま
ち

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、

歩
き
た
く
な
る
空
間
づ
く
り
は
重
要
と
な
る
。
で
は
、
そ

の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
市
街
地
環
境
を
整
備
す
れ
ば

良
い
の
だ
ろ
う
か
。
歩
き
や
す
さ
は
英
語
で
は
ウ
ォ
ー
カ

ビ
リ
テ
ィ
（w

alkability

）
と
い
う
。
ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ

テ
ィ
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
肥
満
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

自
動
車
が
基
本
的
な
移
動
手
段
に
な
り
、
日
常
的
に
運
動

し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
肥
満
の
一
員
で
あ
る
と
さ
れ
、

歩
く
こ
と
を
促
す
市
街
地
の
あ
り
方
が
探
求
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
歩
き
や
す
い
市
街
地
環
境

を
端
的
に
示
す
の
は
、N

EW
S 

（N
eighborhood 

Environm
ent W

alkability Scale

） （Saelen, et al, 
2003

）、お
よ
び
そ
の
簡
易
版
で
あ
るN

EW
S-A

 （N
EW

S 
abbreviated version

） （Cerin, et al, 2006

）
で
あ

る
。N

EW
S

で
は
基
本
的
に
は
歩
行
を
促
す
と
考
え
ら

れ
る
要
因
に
つ
い
て
数
多
く
調
査
し
、N

EW
S-A

で
は

そ
れ
を
因
子
分
析
す
る
こ
と
で
、
重
要
と
思
わ
れ
る
因
子

を
見
出
し
て
い
る
。N

EW
S-A

に
お
い
て
ウ
ォ
ー
カ
ビ

リ
テ
ィ
の
重
要
な
因
子
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
の
は
、
土
地

利
用
混
合
（
歩
行
圏
内
に
日
常
的
な
買
い
物
や
駅
な
ど
の

施
設
が
あ
り
、
土
地
利
用
混
合
に
よ
っ
て
住
宅
地
に
お
け

る
利
便
性
が
高
い
こ
と
）、
街
路
接
続
性
（
交
差
点
間
の

距
離
が
短
く
、
歩
行
者
専
用
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
）、
歩
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
安
全
性
（
歩
道
が
整

備
さ
れ
車
道
と
は
緑
地
な
ど
で
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
）、

審
美
性
（
沿
道
の
緑
が
豊
か
で
き
れ
い
な
タ
ウ
ン
ス
ケ
ー

プ
が
あ
る
こ
と
）、
交
通
事
故
の
危
険
性
回
避
（
車
両
交

通
量
が
少
な
い
か
、
速
度
制
限
が
厳
し
い
こ
と
）、
犯
罪

回
避
（
犯
罪
率
が
低
い
こ
と
）
の
六
つ
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
街
路
接
続
性
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
図

１
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
東
京
の
地
区
の
地
図
を
同
縮
尺
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
自
動
車
利
用
を

前
提
と
し
て
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
交
差
点
間
距

離
が
長
い
。
東
京
で
は
交
差
点
密
度
が
高
く
、
自
動
車
利

用
を
す
る
に
は
走
行
上
の
効
率
性
が
劣
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
歩
き
や
す
さ
と
い
う
点
で
は
東
京
が
勝
っ
て
い
る
。

上
記
の
六
つ
は
日
本
で
も
成
り
立
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
、K

ondo, et al 

（2009

）

はN
EW

S-A

の
枠
組
み
を
適
用
し
て
、
市
街
地
環
境
に

よ
る
歩
数
の
違
い
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
地
利
用

が
混
在
す
る
近
隣
環
境
に
住
ん
で
お
り
、
歩
く
場
所
や
近

隣
の
生
活
必
需
品
の
施
設
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
認

識
し
て
い
る
女
性
で
、
毎
日
の
身
体
活
動
量
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
男
性
で
は
、
近
隣
の
娯
楽
施
設
の

き
れ
い
さ
や
ア
ク
セ
ス
し
や
す
さ
を
認
識
し
た
人
々
の
間

で
、
毎
日
の
身
体
活
動
量
が
高
か
っ
た
。
た
だ
、
人
口
密

度
、
土
地
利
用
混
合
度
、
街
路
接
続
性
が
高
い
地
域
と
そ

れ
ら
が
低
い
地
域
と
を
比
較
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歩

数
に
有
意
な
違
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

Lee et al 

（2011

）
も
近
隣
環
境
と
身
体
活
動
量
の
関

係
を
分
析
し
た
。
人
口
密
度
、
土
地
利
用
混
合
度
、
街
路

特 集
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接
続
性
が
異
な
る
地
域
を
選
び
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
々

の
身
体
活
動
量
を
計
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
宅
地
の
近

く
に
非
住
宅
施
設
が
多
く
、
土
地
利
用
混
合
が
高
い
近
隣

環
境
で
歩
行
量
が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ

以
外
で
は
あ

ま
り
有
意
な

差
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、

日
本
で
は
ア

メ
リ
カ
で
明

確
に
示
さ
れ

た
６
因
子
が

思
っ
た
ほ
ど

有
意
に
な
ら

な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
図

１
の
道
路
網

を
み
て
み
る

と
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
よ

う
な
街
路
網

を
持
つ
市
街

地
は
日
本
で

は
皆
無
に
近

く
、
ほ
と
ん

ど
の
日
本
の

市
街
地
は
ど

ち
ら
か
と
言

え
ば
、
東
京

本
郷
地
区
の

よ
う
な
道
路
網
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
市

街
地
に
お
け
る
環
境
の
違
い
が
欧
米
ほ
ど
に
は
な
い
こ
と

に
原
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
事
業

近
年
、
日
本
に
お
け
る
多
く
の
自
治
体
で
は
、
市
民
の

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
、
市
民
の
歩
行
習
慣
を
広
げ

る
施
策
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
大
々
的
に
進
め

て
い
る
の
が
横
浜
市
で
あ
る
。
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
２
０
１
４
年
よ
り
横
浜
市
が
進
め
て

い
る
「
よ
こ
は
ま
健
康
ス
タ
イ
ル
」
の
三
つ
の
事
業
の
う

ち
の
一
つ
で
、
18
歳
以
上
の
横
浜
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（https://

en
joy

-w
alk

in
g

.city
.y

ok
oh

am
a.lg

.jp
/

w
alkingpoint/

）。

こ
の
事
業
で
は
、
参
加
者
に
歩
数
計
が
無
料
で
配
布
さ

れ
る
。
参
加
者
が
協
力
店
舗
等
に
設
置
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー

に
歩
数
計
を
の
せ
る
と
歩
数
が
転
送
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

歩
い
た
歩
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
に
応
じ
て
抽
選
で
商
品
券
等
が
当
た
る
の
で
あ
る
。
歩

い
た
方
が
商
品
券
を
も
ら
え
る
可
能
性
が
高
く
な
る
の

で
、
参
加
者
は
よ
り
歩
こ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
事
業

の
性
格
か
ら
、
こ
の
事
業
に
参
加
す
る
者
は
歩
行
に
関
し

て
積
極
的
で
あ
る
人
が
多
い
傾
向
は
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
。
た
だ
、
多
く
の
人
が
参
加
し
て
お
り
、
長
い
期
間
の

歩
行
量
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
の
で
、
統
計
的
に
有
効
な
分

析
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

月
間
平
均
気
温
と
歩
数

H
ino et al 

（
２
０
１
７
）
は
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
年
間
の
歩
数
変

化
の
分
析
を
行
っ
た
。
40
歳
以
上
の
参
加
者
の
う
ち
、
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
毎
月
20
日
以

上
測
定
し
た
２
万
４
６
２
５
人
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
毎

月
の
歩
行
量
の
中
央
値
を
男
女
お
よ
び
65
歳
以
上
か
ど
う

か
で
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
集
計
し
た
。
歩
行
量
と
、
横

浜
市
に
お
け
る
月
間
の
平
均
気
温
と
の
関
係
を
示
し
た
も

の
が
図
２
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
、
20
℃
弱
の
気
温
の
時
に
最
も
歩
く
傾
向

が
わ
か
る
。
ま
た
、
20
℃
以
上
の
部
分
の
方
が
そ
れ
以
下

の
部
分
よ
り
も
近
似
直
線
の
勾
配
が
急
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
寒
く
な
る
よ
り
も
暑
く
な
る
ほ
ど
歩
く
意
欲
が
減
退

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ま
で
の
既
存
研
究
で
は
、
特

定
の
短
い
時
期
に
調
べ
た
歩
数
を
用
い
て
分
析
を
し
て
い

た
が
、
こ
の
研

究
で
は
通
年
の

デ
ー
タ
を
用
い

て
い
る
の
で
、

８
月
の
歩
数
デ

ー
タ
を
10
月
の

歩
数
デ
ー
タ
と

比
較
す
る
に
は
、

１
０
０
０
歩
程

度
増
や
し
て
補

正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

図２　月間平均気温と歩数中央値

図 1　道路網の比較（左：ロサンゼルス、右：東京本郷地区、OpenStreetMap より）
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周
辺
環
境
と
歩
数

樋
野
他
（
２
０
１
８
）
は
、
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
周
辺
施
設
ま
で
の

距
離
と
歩
数
の
関
係
を
調
べ
た
。
男
女
、
中
年
（
40-

59

歳
）
と
前
期
高
齢
（
65-

74
）
の
年
齢
別
に
、
大
字
を
集

計
単
位
の
地
区
と
し
各
地
区
内
の
居
住
者
の
月
間
平
均
歩

数
を
求
め
た
。
商
業
地
域
ま
で
の
距
離
、
地
区
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
距
離
、
公
園
お
よ
び
川
ま
で
の
距
離
、
鉄
道
駅
ま

で
の
距
離
の
五
つ
の
距
離
と
歩
数
と
の
関
係
を
分
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
中
年
男
性
を
除
く
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ

で
鉄
道
駅
ま
で
近
い
方
が
歩
数
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
前

期
高
齢
男
性
、
中
年
女
性
で
商
業
地
域
ま
で
近
い
方
が
歩

数
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
年
男
性
は
商
業
地
域
ま
で

遠
い
方
が
歩
数
が
多
か
っ
た
。

森
田
他
（
２
０
２
２
）
は
、
よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
て
い
る
中
高
年
６
万
７
８
９
７

人
の
歩
数
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
近
隣
歩
行
環
境
の
交
通

安
全
性
と
の
関
係
を
分
析
し
た
。
歩
行
環
境
の
交
通
安
全

指
標
と
し
て
、
歩
車
分
離
の
観
点
か
ら
、
歩
行
者
専
用
道

路
の
密
度
と
立
体
交
差
点
割
合
を
指
標
と
し
て
算
出
し

た
。
ま
た
、
自
動
車
交
通
量
・
速
度
の
抑
制
の
観
点
か
ら
、

三
叉
路
割
合
と
道
路
の
段
階
構
成
度
を
指
標
値
と
し
て
算

出
し
た
。
重
回
帰
分
析
の
結
果
、
歩
行
者
道
路
密
度
、
立

体
交
差
率
、
三
叉
路
交
差
率
は
、
特
に
高
齢
者
に
お
い
て
、

歩
数
と
有
意
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
三
つ
の
指
標
は
、
計
画
住
宅
地
の
特
徴
で
あ
り
、

特
に
大
規
模
開
発
や
公
共
事
業
体
開
発
に
お
い
て
そ
の
値

が
高
か
っ
た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
良
好
な
歩
行
環
境
も
住

民
の
歩
行
に
寄
与
す
る
こ
と
、
ま
た
、
特
に
計
画
住
宅
地

で
住
民
の
歩
行
活
動
が
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
。

お
わ
り
に

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
都
市
政
策
の
重
要

な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
中
心
市
街
地

活
性
化
の
政
策
が
そ
の
調
整
対
象
を
広
げ
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研

究
で
は
、
土
地
利
用
が
混
合
し
、
街
路
の
接
続
性
が
良
く
、

歩
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
審
美

性
を
備
え
、
交
通
事
故
の
危
険
性
を
回
避
で
き
、
犯
罪
の

心
配
が
少
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
日
本
に
も
当
て
は
め
た
研
究
が
あ
る
が
、
す
で
に
ウ

ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
市
街
地
に
な
っ
て
い
る
た
め

か
、
日
本
の
中
で
の
市
街
地
を
比
較
し
て
も
、
必
ず
し
も

十
分
に
有
意
な
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。

よ
こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
た
結
果
、
20
℃
弱
の
気
温
の
時
に
最
も
歩
行
が
促

さ
れ
る
こ
と
、
前
期
高
齢
男
性
お
よ
び
中
年
女
性
で
商
業

地
域
に
近
い
方
が
歩
行
量
が
多
い
こ
と
、
計
画
住
宅
地
に

お
け
る
道
路
密
度
の
高
さ
や
三
叉
路
の
多
さ
が
歩
行
活
動

を
高
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
て
い
る
。

同
一
の
市
街
地
環
境
で
あ
っ
て
も
、
性
別
や
年
齢
層
に

よ
っ
て
、
効
果
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
環
境
と
歩

行
量
の
関
係
に
は
個
人
差
が
大
き
く
影
響
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
市
街
地
形
成
を
考
え
て

い
く
う
え
で
大
き
な
一
助
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
エ
ビ
デ

ン
ス
を
も
と
に
、
歩
き
や
す
い
市
街
地
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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杉
原
　
咲

札
幌
市
ま
ち
づ
く
り
政
策
局
政
策
企
画
部
都
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

都
心
ま
ち
づ
く
り
課
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
係
長

都
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
骨
格
構
造

札
幌
市
の
都
心
の
道
路
網
は
格
子
状
に
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
整
然
と
し
て
い
る
一
方
、
と
も
す
れ
ば
ど
こ
を
歩

い
て
い
て
も
単
調
な
街
並
み
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
14
年
に
策
定
し
た
「
都
心
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
頃
か
ら
、
ま
ち
歩
き
の
快
適
性
や
回
遊
性
に

着
目
し
、
特
有
の
役
割
や
歴
史
的
価
値
を
持
っ
た
象
徴
的

な
通
り
を
骨
格
軸
に
定
め
、
主
要
な
通
り
が
交
差
す
る
結

節
点
を
特
徴
の
あ
る
も
の
に
す
る
と
い
う
大
き
な
ま
ち
づ

く
り
の
構
造
を
示
し
て
い
ま
す
。

骨
格
軸
の
ひ
と
つ
、
札
幌
の
玄
関
口
か
ら
つ
な
が
る
目

抜
き
通
り
と
な
る
駅
前
通
は
「
に
ぎ
わ
い
の
軸
」
と
呼
び
、

地
上
と
地
下
の
重
層
的
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

チ
・
カ
・
ホ

◆◆◆◆◆◆

地
下
鉄
南
北
線
さ
っ
ぽ
ろ
駅
と
大
通
駅
の
間
を
つ
な

ぐ
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
（
愛
称
＝
チ
・
カ
・
ホ
、

以
下
「
チ
カ
ホ
」）
は
平
成
23
年
３
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

札
幌
駅
周
辺
地
区
と
大
通
・
す
す
き
の
地
区
が
地
下
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、
二
極
化
し
て
い
る
都
心
商
業
圏
の
回

遊
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
１
年
の
半
分
を
雪
が
覆
う
札

幌
の
都
心
を
、
四
季
を
通
じ
て
安
全
・
快
適
に
歩
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
チ
カ
ホ
は
約
５
２
０
㍍
で
す
が
、
既
存
の
地
下
と

あ
わ
せ
る
と
南
北
約
１
９
０
０
㍍
を
地
下
で
直
通
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
の
地
下
歩
道
で
は
な
く
、
人
々
が
憩
い
楽
し
め
、

都
心
の
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
空
間
と
す
る
た
め
、
両
端
各

４
㍍
お
よ
び
地
上
に
お
い
て
交
差
点
に
あ
た
る
部
分
を
、

条
例
に
よ
り
「
札
幌
駅
前
通
地
下
広
場
」
と
し
、
多
く
の

市
民
が
活
用
で
き
る
空
間
と
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

地
下
広
場
に
は
、
多
様
な
情
報
提
供
が
可
能
な
大
型
映

像
設
備
や
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
音
楽
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ー
ト
作
品

展
示
、
情
報
発
信
な
ど
の
催
し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
販

促
や
商
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
商
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
通
沿
道
の
ビ
ル
の
多
く
は
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
ま
し
た
の
で
、
建
替
の
際
に
チ
カ
ホ
に
接
続
を
誘

導
す
る
仕
組
み
も
備
え
ま
し
た
。
チ
カ
ホ
開
通
後
に
接
続

し
た
ビ
ル
は
６
棟
あ
り
、
そ
の
入
口
は
チ
カ
ホ
か
ら
に
ぎ

わ
い
を
つ
な
げ
る
非
常
に
質
の
高
い
空
間
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
ビ
ル
内
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
へ
の
接
続
が
公
共
的

に
大
き
く
開
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
上
と
地
下

の
回
遊
性
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

チ
カ
ホ
整
備
前
の
駅
前
通
の
歩
行
者
通
行
量
は
、
一
日

あ
た
り
３
・
７
万
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元

年
に
は
地
上
と
地
下
を
あ
わ
せ
た
通
行
量
は
約
２
・
４
倍

の
９
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、さ
ら
に
南
側
の
大
通
・

す
す
き
の
地
区
の
通
行
量
も
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
、
都
心

チ・カ・ホ

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

北
海
道
札
幌
市

―
地
上
地
下
の
重
層
的
な
回
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

歩
き
た
く
な
る
「
に
ぎ
わ
い
の
軸
」
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を
広
く
回
遊
し
て
い
る
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
カ
プ
ラ

都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
「
う
け
つ
ぎ
の
軸
」
と
称
す

る
北
３
条
通
の
う
ち
、
歴
史
的
観
光
資
源
で
あ
る
北
海
道

庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
か
ら
、
チ
カ
ホ
が
あ
る
駅
前
通
「
に
ぎ

わ
い
の
軸
」
ま
で
の
約
１
０
０
㍍
の
区
間
を
つ
な
ぐ
札
幌

市
北
３
条
広
場
（
愛
称
＝
ア
カ
プ
ラ
、以
下
「
ア
カ
プ
ラ
」）

は
、
平
成
26
年
７
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
元
々
、車
が
行
き
か
う
道
路
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

隣
接
ビ
ル
の
開
発
を
行
っ
た
三
井
不
動
産
株
式
会
社
お
よ

び
日
本
郵
便
株
式
会
社
が
、
公
共
貢
献
の
一
環
と
し
て
歩

行
者
専
用
の
多
目
的
広
場
に
整
備
し
た
も
の
で
す
。
広
場

化
に
あ
た
っ
て
は
、
３
度
の
社
会
実
験
を
実
施
し
、
官
民

連
携
で
活
用
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

ア
カ
プ
ラ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
大
人
の
文
化
を
享
受
で

き
る
空
間
」「
札
幌
の
美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
」「
四

◆◆◆

季
を
通
じ
て
憩
い
楽
し
め
る
空
間
」
で
あ
り
、
赤
れ
ん
が

や
イ
チ
ョ
ウ
並
木
な
ど
札
幌
ら
し
い
景
観
を
大
事
に
し
、

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
高
質
な
都
市

空
間
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
周
辺
の

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
の
休
憩
場
所
と
し
て
、
ま
ち
歩
き
の

回
遊
拠
点
と
し
て
市
民
が
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
場
所
に

定
着
し
た
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｍ
や
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
撮
影
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
音
楽
や
飲
食
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
作
り
上
げ
る
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
手
ぶ

ら
で
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
め
る
氷
の
リ
ン
ク
な
ど
多
様
な
活

用
も
生
ま
れ
て
お
り
、
札
幌
の
新
た
な
魅
力
・
活
力
を
高

め
る
こ
と
に
も
寄
与
し
て
ま
す
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
連
動

札
幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
（
以
下
「
駅
ま
ち

◆◆◆

会
社
」）
は
、
沿
道
地
権
者
等
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
さ

れ
た
駅
前
通
地
区
に
お
け
る
唯
一
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
団
体
で
す
。
駅
ま
ち
会
社
の
目
的
・
役
割
と
、
チ
カ
ホ

お
よ
び
ア
カ
プ
ラ
の
設
置
目
的
・
機
能
が
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
両
施
設
が
開
設
さ
れ
た
当
初
よ
り
、
駅
ま
ち
会
社

は
指
定
管
理
者
と
し
て
、
一
体
的
に
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

駅
ま
ち
会
社
は
こ
れ
ま
で
、
両
施
設
を
一
体
と
し
て
活

用
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ハ
ー
ド

面
の
街
並
み
の
あ
り
方
を
含
む
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
と
、
そ
の
運
用
と
し
て
沿
道
ビ
ル
の
建
替
時
に

お
け
る
チ
カ
ホ
と
の
接
続
を
は
じ
め
と
し
た
検
討
支
援
な

ど
の
活
動
に
よ
り
、
地
下
お
よ
び
地
上
を
つ
な
ぐ
回
遊
性

の
向
上
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
や
展
望

今
後
は
、
チ
カ
ホ
や
ア
カ
プ
ラ
に
限
ら
ず
、
道
路
空
間

や
点
在
す
る
公
開
空
地
等
の
公
共
的
空
間
の
活
用
に
波
及

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
積
雪
寒
冷
地

で
あ
る
札
幌
に
お
い
て
は
冬
季
で
も
持
続
可
能
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
荷
さ
ば
き
は
物
流
の
中
で
も
都
市
の
経
済
活
動

を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
都

心
で
は
多
く
が
路
上
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
時

の
搬
出
入
を
含
め
、
路
上
駐
車
に
よ
る
都
心
部
特
有
の
交

通
課
題
と
も
向
き
合
い
な
が
ら
、
魅
力
的
で
う
る
お
い
の

あ
る
歩
き
た
く
な
る
都
心
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
官
民

で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 ◆◆◆

アカプラ（フラワーカーペット）

アカプラ全景

チ・カ・ホ（マルシェ）
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寺
澤
　
昂
太

新
潟
市
都
市
政
策
部
主
査

都
心
軸
周
辺
を
活
力
あ
る
エ
リ
ア
に

新
潟
市
で
は
、
約
60
年
ぶ
り
と
な
る
新
潟
駅
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
４
年
６
月
に
は
駅
ホ
ー
ム

の
全
線
高
架
化
が
完
了
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
３
月
に
は

駅
直
下
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供
用
を
開
始
、
４
月
に
は
駅

ビ
ル
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
、
そ
の
後
は
駅
前

広
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
控
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
伴

い
、
駅
周
辺
で
は
再
開
発
の
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
る
な

ど
、
新
潟
市
は
今
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
節
目
の

時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
好
機
を
捉
え
、
駅
周
辺
だ
け
で
な
く
都
心
エ

リ
ア
一
帯
を
活
力
あ
る
エ
リ
ア
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
新
潟
駅
、
万
代
、
万
代
島
、
古
町
を
つ
な
ぐ
約
２
㌔

の
都
心
軸
周
辺
エ
リ
ア
を
「
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
」
と
名
付

け
、
本
市
経
済
・
産
業
の
発
展
を
け
ん
引
す
る
成
長
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

◆◆◆

い
く
た
め
、特
設
サ
イ
ト
「
ニ
イ
ガ
タ
ニ
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ス
」

を
開
設
し
、
新
潟
市
で
人
気
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
「
ガ

タ
子
」
さ
ん
に
よ
る
親
し
み
や
す
い
語
り
口
で
「
に
い
が

た
２
ｋ
ｍ
」
の
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

「
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
」
の
各
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
市
民
や
関

係
者
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
な
が
ら
公
民
連

携
に
よ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
新
潟
駅
・
万
代
地
区
周
辺
エ
リ
ア
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
、
人
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
潟
駅
・
万
代
地
区
周
辺
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

「
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
」
に
お
け
る
商
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

広
域
交
通
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
新
潟

駅
お
よ
び
万
代
地
区
周
辺
の
将
来
の
姿
や
方
向
性
を
市
民

の
皆
様
と
共
有
し
、
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、「
新
潟
駅
・
万
代
地
区
周
辺
将
来
ビ

◆◆◆

ジ
ョ
ン
」
を
令
和
５
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

エ
リ
ア
の
新
た
な
魅
力
・

価
値
が
創
出
さ
れ
る「
人

中
心
の
ま
ち
」
を
目
指

し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
、「
歩
行
者
空
間
づ
く

り
」「
基
盤
づ
く
り
」「
安

心
・
安
全
な
環
境
づ
く

り
」「
魅
力
づ
く
り
」「
仕

組
み
づ
く
り
」
の
五
つ

の
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
リ
ア
関
係

者
に
よ
る
連
携
意
識
は

芽
生
え
て
い
る
も
の
の
、
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
体
制
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
新
潟
駅
・
万
代
地
区
周
辺
エ
リ

ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

エ
リ
ア
関
係
者
内
で
情
報
や
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

エ
リ
ア
の
新
た
な
魅
力
と
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

将
来
的
に
は
エ
リ
ア
に
関
わ
る
、
企
業
や
団
体
な
ど
の

多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
組
織
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ  

東
大
通
み
ち
ば
た
リ
ビ
ン
グ

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
五
つ
の
方
針
の
う
ち

の
「
歩
行
者
空
間
づ
く
り
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
車
中
心
だ

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

新
潟
県
新
潟
市

―
エ
リ
ア
価
値
向
上
へ 

公
民
連
携
で
多
彩
な
取
り
組
み
―

人
中
心
の
ま
ち
づ
く
り「
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
」

にいがた 2km エリアニイガタニキロニュース
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っ
た
道
路
空
間
か
ら
、
人
中
心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間

へ
の
転
換
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
た
な

発
見
や
出
会
い
、
交
流
を
生
み
出
す
「
歩
い
て
楽
し
い
空

間
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
回
遊
性
が
向
上
し
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
、
ま
ち
の
求
心
力
が
高
ま
り
、
エ

リ
ア
の
価
値
向
上
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
新
潟
駅
前
の
東
大
通

で
は
、
沿
道
地
権
者
や
商
店
街
等
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委

員
会
と
一
体
と
な
り
、
今
後
の
道
路
空
間
の
在
り
方
や
利

活
用
に
つ
い
て
考
え
て
実
践
す
る
社
会
実
験
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

東
大
通
み
ち
ば
た
リ
ビ
ン

グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

初
年
度
の
令
和
４
年
度
は
、
駅
前
の
商
店
街
組
合
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
、
10
月
の
１
カ
月
間
、
歩
道
に

ベ
ン
チ
や
植
栽
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
を
設
置
し
た
ほ
か
、

車
道
の
一
部
に
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
（
道
路
空
間
を
活
用
し
て

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
ベ
ン
チ
な
ど
を

配
置
し
た
休
憩
施
設
）
を
設
け
、
東

大
通
の
将
来
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
居
心
地
良
い
空
間
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
週
末
に
は
、
音
楽
の
生

演
奏
や
酒
蔵
の
人
達
と
日
本
酒
を

飲
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

多
く
の
人
が
道
路
空
間
で
楽
し
く

過
ご
す
風
景
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
社
会
実
験
期
間
中
の
東
大

通
の
歩
行
者
通
行
量
は
、
前
年
同
月

比
で
18
・
６
％
増
加
し
ま
し
た
。

続
く
令
和
５
年
度
は
、
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
沿
道

の
企
業
や
団
体
な
ど
に
実
行
委
員

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
参
加
団

体
を
10
以
上
増
や
す
な
ど
、
地
域
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
16
日
か
ら
約
１
カ
月
間
実
施

し
た
社
会
実
験
期
間
の
う
ち
、
初
日

か
ら
３
日
間
は
車
道
の
両
端
１
車
線
を
規
制
し
て
歩
行
者

空
間
を
拡
張
し
、
道
路
利
活
用
の
可
能
性
を
探
る
と
と
も

に
、
自
動
車
交
通
な
ど
へ
の
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
道
路
活
用
を
試
行 

パ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
テ
レ
ビ
中
継
も

初
年
度
以
上
に
滞
在
可
能
な
エ
リ
ア
が
広
が
っ
た
こ
と

で
、
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
屋
外
ス
タ
ジ
オ
と
し
た
地
元
テ
レ

ビ
局
に
よ
る
生
中
継
の
実
施
、
周
辺
エ
リ
ア
の
催
し
と
連

携
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、農
産
物
マ
ル
シ
ェ
、

路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
多
種
多
様
な
道
路
活
用
を

試
行
し
ま
し
た
。

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
車
線
減
少
に
よ
る
新
た
な
渋

滞
発
生
な
ど
も
み
ら
れ
ず
、
将
来
的
な
車
線
減
少
の
検
討

と
い
っ
た
人
中
心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
づ
く
り
に
向

け
て
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
や
沿
道
事
業
者
の
要
望
を
踏
ま
え
、
車

道
の
一
部
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
社
会

実
験
終
了
後
も
継
続
設
置
し
て
お
り
、
今
後
は
実
行
委
員

会
と
日
常
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
社
会
実
験
を
通
じ
、
地
域
の
関
係
者
と
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
道
路
空
間
の
再
編
や
持
続
可
能
な
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
魅
力
的
な

道
路
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
沿
道
建
物
へ
商
業
施
設

の
入
居
を
誘
発
す
る
な
ど
、
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
発
展
の

機
運
が
高
ま
り
、
エ
リ
ア
の
価
値
向
上
へ
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
中
心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
な
か
形
成
を
推
進

し
、
新
潟
で
暮
ら
す
方
、
働
く
方
、
訪
れ
る
方
、
皆
様
に

と
っ
て
居
心
地
の
良
い
活
力
あ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

エリアプラットフォームの体制 将来ビジョンの五つの方針

「にいがた２km」の社会実験の様子
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安
藤
　
祥
太

大
垣
市
役
所
都
市
計
画
課
主
事
補

コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
た
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
施
策

２
０
２
０
年
６
月
、
国
土
交
通
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
飲
食
店
な
ど
が
路
上
を
利
用

し
テ
ラ
ス
営
業
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
を
す
る
際
の
道
路

占
用
許
可
基
準
を
緩
和
す
る
特
例
措
置
（
注
１
）
を
講
じ

た
。
こ
の
特
例
を
受
け
本
市
は
、
Ｊ
Ｒ
大
垣
駅
か
ら
南
へ

と
延
び
る
駅
通
り
の
歩
道
（
県
道
）
お
よ
び
周
辺
市
道
の

歩
道
と
駅
周
辺
の
広
場
に
つ
い
て
、
飲
食
店
な
ど
の
テ
ラ

ス
営
業
を
支
援
・
推
進
す
る
「
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
（
以
下

「
ま
ち
テ
ラ
」）」
事
業
を
開
始
し
た
。

現
在
は
、
特
例
措
置
か
ら
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
ほ

こ
み
ち
）
制
度
（
注
２
）
へ
移
行
し
、
よ
り
自
由
度
の
高

い
空
間
づ
く
り
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、

「
み
ち
」
に
加
え
て
、
公
園
や
広
場
、
河
川
区
域
な
ど
、

一
体
的
な
公
共
空
間
の
柔
軟
な
活
用
（
図
１
）
を
試
み
る

こ
と
で
、「
ま
ち
な
か
」
の
連
続
性
や
回
遊
性
を
生
み
出

◆◆◆

す
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
る
。参

入
障
壁
の
低
い
事
業
体
制

ま
ち
テ
ラ
事
業
に
お
い
て
、
公
共
空
間
の
占
用
・
使
用

手
続
き
の
主
体
は
市
で
あ
り
、飲
食
店
な
ど
か
ら
の
相
談
・

◆◆◆

参
加
申
請
を
受
け
付
け
る
窓
口
は
、
市
都
市
計
画
課
に
一

本
化
し
て
い
る（
図
２
）。
そ
し
て
、同
課
が
各
管
理
者（
道

路
、
公
園
、
広
場
、
河
川
）
お
よ
び
警
察
等
に
対
し
、
事

前
協
議
等
の
調
整
を
含
め
た
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
業
者
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
申
請
が

可
能
に
な
る
な
ど
、
手
続
き
が
簡
素
化
し
て
い
る
こ
と
で

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
参
入
し
や
す
い
体
制
を
実
現
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
民
間
発
意
の
新
た

な
提
案
・
相
談
に
対
し
て
も
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

公
共
の
場
に
お
い
て
多
様
な
主
体
が
関
与
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
官
民
が
協
働
で
き
る
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

金
曜
日
の
ラ
ン
チ
は
丸
の
内
公
園
で

２
０
２
０
年
11
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要

に
対
応
し
な
が
ら
、
公
共
空
間
の
さ
ら
な
る
活
用
方
法
を

検
討
す
る
た
め
、
市
役
所
に

隣
接
す
る
丸
の
内
公
園
で
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
テ

ラ
ス
席
を
設
置
す
る
社
会
実

証
実
験
「
ま
る
の
う
ち
ラ
ン

チ
ボ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
２
週
間
実
施
し
た
。

期
間
中
、
参
加
店
舗
や
利

用
者
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
結
果
、
双
方
か
ら
好
評
を

い
た
だ
き
、
ま
た
継
続
を
希

望
す
る
意
見
も
多
く
得
ら
れ

た
た
め
、
毎
週
金
曜
日
の
昼

時
に「
ま
る
の
う
ち
テ
ラ
ス
」

（
写
真
１
）
と
し
て
定
例
実

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

岐
阜
県
大
垣
市

―
回
遊
性
生
む
公
共
空
間
の
柔
軟
な
活
用
―

ま
ち
な
か
を
照
ら
す
き
っ
か
け
づ
く
り

�

「
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
」図 1　まちテラの実施区域図

図 2　まちテラの実施体制
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施
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
現
在
も
継
続
し

て
お
り
、
利
用
者
も
多
く
、
参
加
す
る
事
業
者
も
年
々
増

加
し
て
い
る
。

多
彩
な
手
段
に
よ
る
情
報
発
信

こ
の
事
業
は
、
丸
の
内
公
園
の
ほ
か
に
も
、
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
が
集
積
す
る
市
内
の
産
業
拠
点
「
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
」
内
の
緑
地
や
商
業
施
設
「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
大
垣
」

内
の
民
間
空
地
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
横
展
開
し
て

き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
拡
が
っ
た
理
由
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
Ｐ
Ｒ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ち
テ
ラ
事
業
の
開
始
時
に
は
、
公
式
のInstagram

ア
カ
ウ
ン
ト
（
図
３
）
を
開
設
し
、以
降
、「
＃
ま
ち
テ
ラ
」

を
添
え
て
、
市
か
ら
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
図
４
）
に
イ

ベ
ン
ト
等
の
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
を
日
常
的
に
ア
ッ
プ
し
て

い
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
協
働
で
、
各
事
業
者
の

◆◆◆

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
集
約

し
メ
ニ
ュ
ー
等
を
紹
介
す

る
、
ま
ち
テ
ラ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
開
設
す
る
な
ど
、
多

様
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
Ｐ
Ｒ

は
、
出
店
者
や
他
の
ま
ち
づ

く
り
団
体
な
ど
も
呼
応
し
、

相
乗
的
な
情
報
発
信
に
つ
な

が
り
、
多
く
の
方
々
が
知
る

機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

最
後
に
、
ま
ち
テ
ラ
主
要
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
か
わ

ま
ち
テ
ラ
ス
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

本
市
は
、
良
質
で
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
古
く
か

ら
「
水
都
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
中
心
市
街
地
を
流
れ
る

水
門
川
に
は
、
２
・
２
㌔
に
お
よ
ぶ

遊
歩
道
「
四
季
の
路
」
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
水
門
川
の
河
川
区
域

や
丸
の
内
公
園
な
ど
エ
リ
ア
一
帯
に

お
い
て
、
水
を
身
近
に
感
じ
る
回
遊

型
の
イ
ベ
ン
ト「
か
わ
ま
ち
テ
ラ
ス
」

を
２
０
２
２
年
３
月
か
ら
開
催
し
て

い
る
。

開
催
エ
リ
ア
一
帯
で
は
、
店
舗
や

大
学
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
、
地
域

の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

出
店
ブ
ー
ス
や
テ
ラ
ス
席
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
並
び
、
水
辺
を
歩
い
て
楽

◆◆◆

し
め
る
居
心
地
の
良
い
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。
２
０
２

３
年
７
月
の
開
催
時
に
は
、
音
と
ム
ー
ビ
ン
グ
照
明
に
よ

り
水
面
を
彩
る
レ
ー
ザ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た

ほ
か
、
７
月
７
日
午
後
７
時
７
分
に
は
、
国
交
省
の
取
り

組
み
で
あ
る
「
水
辺
で
乾
杯
」（
写
真
２
）
を
本
市
で
初

開
催
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
12
月
に
は
国
土
交

通
省
よ
り
「
か
わ
ま
ち
大
賞
」
を
受
賞
す
る
に
至
っ
た
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
公
共
空
間
の
柔
軟
な
活
用
が

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
し
て
に
ぎ
わ
い
の

場
を
創
出
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
が
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、
官
民
連
携
に
よ
る
空
間
づ
く
り
と
い
う
考
え

方
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。
公
共
空
間
の
占
用
・
使
用
手

続
き
の
主
体
は
市
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
、
民
間
が

関
与
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
で
あ
り
、
受
け
身
で
待
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
試
み
る
行
政
側
の
柔
軟
性
も
重
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
伴
走
型
の
取
り
組
み
が
ま

ち
づ
く
り
団
体
等
と
の
信
頼
関
係
や
成
長
を
促
し
、
官
民

協
働
で
公
共
空
間
を
含
む
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

注
１　

飲
食
店
な
ど
が
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
テ
ラ
ス
席
の
設
置
や

物
品
販
売
を
行
う
場
合
、
２
～
３
・
５
㍍
以
上
の
歩
行
幅
の
確
保

な
ど
を
条
件
に
路
上
利
用
を
認
め
る
と
し
て
、
道
路
占
用
許
可
基

準
を
緩
和
す
る
緊
急
特
例
措
置

注
２　

道
路
管
理
者
が
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
を
指
定
し
、
そ
の

区
域
内
に
利
便
増
進
誘
導
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
区
域

内
で
の
、
道
路
占
用
許
可
が
柔
軟
に
認
め
ら
れ
る
。

◆◆◆

写真１　まるのうちテラスの実施風景

写真２　かわまちテラス「水辺で乾杯」

「大垣市公式チャンネル」
まちなかテラスプレイリスト

大垣市都市計画部
インスタグラム公式アカウント

図 3、図 4　大垣市の各種 SNS
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宮
下
　
俊
希

沼
津
市
都
市
計
画
部

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
主
任

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略

か
つ
て
の
沼
津
市
の
中
心
市
街
地
は
、
百
貨
店
な
ど
の

大
型
商
店
が
立
ち
並
ぶ
こ
と
で
広
域
か
ら
の
買
い
物
客
を

引
き
つ
け
、
ま
た
、
多
く
の
企
業
の
支
社
・
支
店
に
通
勤

す
る
会
社
員
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
費
行
動
の
変
化
に
伴
う
店
舗
の
撤
退
や
企

業
活
動
の
合
理
化
に
伴
う
事
業
所
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
人
は
減
少
し
、
ま
ち
な
か
に
は
空

き
店
舗
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
鉄
道
高
架
事
業
を
始
め
と
す
る
沼
津

駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
鉄
道
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
た
南
北
幹
線
交
通
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解

消
や
中
心
部
に
お
け
る
南
北
市
街
地
の
一
体
化
、
高
架
下

空
間
や
鉄
道
施
設
跡
地
を
活
用
し
た
拠
点
形
成
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
魅
力
あ
る
中
心
市
街

地
の
再
生
を
図
る
た
め
に
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
と
併
せ
て

取
り
組
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た

◆◆◆

「
沼
津
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
中
で
、
駅
周
辺
を
車
中
心
か
ら
ヒ
ト
中
心
の
空
間

に
再
編
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ト
が
居
心
地
よ
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
空
間
を
ま
ち
な
か
に
創
出
し
、
生
活
の
質
・
住

み
や
す
さ
の
向
上
に
よ
る
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
拡
大
し
た
歩
行
者
空
間
の
利
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
経
済
活
動
の
活
性
化
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
う
風
景
を
定
着
さ
せ
る

沼
津
市
の
ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
前
述
の
と
お

り
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
ハ
ー
ド
整
備
の
進

ち
ょ
く
と
併
せ
て
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
こ
の
事

業
は
完
了
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
既
存
の
公
共
空
間
を
生
か
し
た
ソ
フ
ト
の
取
り
組

み
に
よ
り
ま
ち
の
変
化
を
少
し
ず
つ
見
せ
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
将
来
の
駅
前
広
場
・
道
路
の
再
編
整
備
を
見

据
え
、
市
民
・
来
訪
者
の
公
共
空
間
で
の
過
ご
し
方
の
定

◆◆◆

着
や
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
公
共
空
間
を
活
用
す
る
ス
キ

ル
・
仕
組
み
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ち
な
か
の
公
共
空
間
を
開
き
（
活
用
し
）、

居
心
地
の
良
い
、魅
力
的
な
空
間
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、

人
の
気
持
ち
も
ま
ち
に
開
き
、
ヒ
ト
中
心
で
に
ぎ
わ
い
あ

ふ
れ
る
日
常
の
風
景
を
定
着
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
と
題
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
や
検
証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
に
行
わ
れ
た
最
初
の
取
り
組
み
で
は
、
20
日

間
に
わ
た
り
沼
津
駅
前
の
道
路
の
一
部
を
規
制
し
、
そ
こ

で
生
ま
れ
た
公
共
空
間
に
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
イ
ス

や
机
を
設
置
す
る
こ
と
で
く
つ
ろ
ぎ
空
間
を
創
出
し
ま
し

た
。
居
心
地
よ
く
過
ご
す
た
め
の
付
随
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
、
日
常
に
寄
り
添
っ
た
店
舗
を
出
店
す
る
こ
と
で
、
街

路
空
間
の
新
た
な
使
い
方
や
交
通
へ
の
影
響
を
検
証
し
た

ほ
か
、
市
民
の
ま
ち
の
変
化
に
対
す
る
期
待
や
周
辺
事
業

者
の
公
共
空
間
利
活
用
に
対
す
る
機
運
を
醸
成
し
ま
し

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

静
岡
県
沼
津
市

―
ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
―

「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

沼津市中心市街地の空間・交通の再編イメージ
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た
。同

年
に
行
わ
れ
た
２
回
目
の
取
り
組
み
で
は
、
人
通
り

の
あ
る
沼
津
仲
見
世
商
店
街
を
舞
台
に
、
居
場
所
づ
く
り

を
実
施
し
た
ほ
か
、
沿
道
店
舗
に
よ
る
地
先
空
間
活
用
な

ど
、
商
店
街
と
連
携
し
た
空
間
づ
く
り
を
20
日
間
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
。
商
店
街
で
開
催
し
た
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
ま
ち
な
か
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
客
層
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、ま
ち
に
来
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

取
り
組
み
後
に
は
商
店
街
と
し
て
独
自
に
休
憩
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
す
る
な
ど
の
自
主
的
に
空
間
づ
く
り
を
始
め
る
動

き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
生
ま
れ
た

「
人
が
ま
ち
な
か
で
過
ご
す
風
景
」
を
日
常
に
定
着
さ
せ

る
た
め
に
、
商
店
街
に
半
年
間
、
イ
ス
や
人
工
芝
な
ど
を

配
置
し
た
誰
も
が
自
由
に
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
常
設
し
た

ほ
か
、
そ
の
よ
う
な
く
つ
ろ
ぎ
空
間
が
協
力
店
舗
の
店
先

へ
も
自
発
的
に
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
月
３
日
間
の
出
店
や
月
替
わ
り
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
訪
れ
た
く
な
る
・
過
ご
し

た
く
な
る
空
間
を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
者
が
こ
の
取
り
組
み
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事
業
者
が
ま
ち
な

か
空
間
の
活
用
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
に

開
い
た
、
オ
ー
プ
ン
な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
人
・
場
所

に
焦
点
を
当
て
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
初
の
取
り
組
み
結
果
を
踏
ま
え
、
将
来
の
道

路
空
間
の
再
編
を
見
据
え
た
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
（
道
路
上
の

滞
留
空
間
）
を
設
置
し
、
将
来
の
道
路
空
間
の
施
設
整
備

や
活
用
方
法
を
検
証
す
る
ほ
か
、
長
期
間
設
置
す
る
こ
と

で
新
た
に
生
ま
れ
た
公
共
空
間
を
活
用
す
る
風
景
の
定

着
、
地
域
住
民
や
事
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
巻
き
込

ん
だ
公
共
空
間
の
運
営
を
試
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
発
信
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
戦
略
を
ま
と
め
た
小
冊
子
を
作
成
し
、
駅
周
辺
施
設

や
大
型
商
業
施
設
、市
内
の
教
育
機
関
へ
配
布
し
た
ほ
か
、

同
内
容
に
関
す
る
動
画
を
駅
前
モ
ニ
タ
ー
で
放
映
す
る
こ

と
で
、
ま
ち
な
か
に
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
の

取
り
組
み
を
浸
透
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
将
来
へ
の
展
望

令
和
６
年
度
は
、将
来
の
駅
前
広
場
の
再
編
を
見
据
え
、

駅
前
に
ま
ち
な
か
で
の
新
た
な
活
動
を
生
み
出
す
実
践
広

場
と
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
を
組
み
合
わ
せ

た
、
誰
も
が
訪
れ
や
す
く
、
自
由
に
く
つ
ろ
げ
る
空
間
の

整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
整
備
で
生
ま
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や

商
店
街
を
含
む
駅
周
辺
エ
リ
ア
に
お
い
て
、「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
く
つ
ろ
げ
る
空
間

づ
く
り
や
交
流
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
を
継
続
し

て
行
い
、
多
く
の
人
が
ま
ち
な
か
で
居
心
地
よ
く
過
ご
す

風
景
を
日
常
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
ま
ち
な
か
へ
の
来

訪
者
や
地
元
住
民
・
商
店
街
に
ま
ち
の
変
化
が
広
が
り
始

め
、
ま
た
、
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加
す
る
プ
レ
イ
ヤ

ー
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
新
た
な
民

間
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
発
掘
と
そ
の
自
立
、
自
走
を
目
指
し
つ

つ
、
将
来
的
に
は
ま
ち
づ
く
り
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
立

場
や
団
体
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
ま
ち
に
開
い
た
取
り

組
み
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

令和 5 年度の「OPEN NUMAZU」の取り組み

県道上に設置したパークレット

駅前の実践広場・拠点施設のイメージ
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岩
崎
　
尊
大

姫
路
市
都
市
局
ま
ち
づ
く
り
部

都
市
計
画
課
係
長

姫
路
駅
北
駅
前
広
場
で
の 

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
導
入

Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
の
北
駅
前
広
場
は
、
山
陽
新
幹
線
、
Ｊ
Ｒ

山
陽
本
線
、
播
但
線
、
姫
新
線
や
山
陽
電
鉄
、
路
線
バ
ス

等
の
交
通
結
節
点
と
し
て
、
１
日
10
万
人
以
上
が
行
き
交

う
播
磨
地
域
随
一
の
駅
前
広
場
で
す
。

そ
の
姫
路
駅
周
辺
は
、
以
前
は
道
路
と
鉄
道
が
平
面
交

差
し
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、
鉄

道
高
架
化
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
48
年
に
国
鉄
高
架
化

基
本
構
想
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
元
年
に

事
業
認
可
を
取
得
し
、
立
体
交
差
事
業
、
土
地
区
画
整
理

事
業
、
関
連
道
路
事
業
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
姫
路
駅
周

辺
地
区
総
合
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
高
架
切
り
替
え
を
行

い
、
姫
路
駅
の
駅
前
広
場
の
整
備
が
近
づ
い
た
頃
、
市
は

駅
前
広
場
案
の
平
面
図
と
パ
ー
ス
を
公
表
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
商
店
街
連
合
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
か
ら

「
交
通
機
能
を
最
優
先
に
し
て
、
駅
か
ら
商
店
街
へ
の
動

線
を
車
線
で
ふ
さ
い
で
し
ま
う
と
ん
で
も
な
い
案
だ
」
と

◆◆◆

か
「
行
政
に
任
せ
て
お
け
な
い
」
な
ど
市
案
に
対
す
る
強

い
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
は
各
団
体
か
ら
の

意
見
や
提
案
を
集
約
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
交
通
事

業
者
・
商
店
街
連
合
会
等
で
構
成
す
る
「
姫
路
駅
北
駅
前

広
場
整
備
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
集
約
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

開
催
し
市
民
の
関
心
を
高
め
、
結
果
、
新
し
い
駅
前
を
つ

く
る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
市
民
・
行
政
・
専
門
家
の

連
携
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を

結
び
、
全
国
で
も
前
例
の
な
い
駅
前
で
の
自
家
用
自
動
車

の
通
行
を
制
限
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
導
入
し
た

北
駅
前
広
場
の
整
備
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

大
手
前
通
り
の
再
整
備
と
利
活
用

北
駅
前
広
場
か
ら
続
く
大
手
前
通
り
は
、
姫
路
城
を
真

正
面
に
望
む
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
り
、
全
長 

約
８

０
０
㍍
で
50
㍍
の
広
幅
員
を
有
し
、
全
線
が
無
電
柱
化
さ

れ
る
な
ど
姫
路
城
へ
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
お
り
ま
す
。「
歩
い
て
楽
し
い
、
大
好
き
な
お
城
へ

◆◆◆

の
道
」
を
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
に 

平
成
28
年
か
ら
再
整
備

を
進
め
、
姫
路
駅
か
ら
姫
路
城
へ
の
つ
な
が
り
や
お
城
に

ふ
さ
わ
し
い
風
格
を
考
慮
し
つ
つ
、
質
の
高
い
都
市
空
間

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
２
月
に
大
阪
、

神
戸
に
な
ら
ん
で
、
大
手
前
通
り
が
全
国
で
初
め
て
、
歩

行
者
利
便
増
進
道
路
（
ほ
こ
み
ち
）
の
指
定
を
受
け
、
公

募
で
決
定
し
た
占
用
者
で
あ
る
大
手
前
通
り
街
づ
く
り
協

議
会
に
よ
っ
て
、
令
和
４
年
８
月
か
ら
常
設
物
の
占
用
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
計
画

こ
れ
ら
と
並
行
し
、
人
が
滞
留
し
楽
し
む
た
め
の
計
画

策
定
に
向
け
て
も
動
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
姫
路
市

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
計
画
」を
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
、

第
１
回
ま
ち
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド
（
構
想
・
計
画
部
門
）
で

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、「
街
に
出
掛
け
る
動
機
を
つ
く
る
こ

と
」「
心
地
良
い
歩
行
環
境
を
つ
く
る
こ
と
」「
予
期
せ
ぬ

出
会
い
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
」の
三
つ
の
方
針
を
定
め
、

方
針
に
基
づ
く
取
り
組
み
と
し
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

兵
庫
県
姫
路
市

―
社
会
実
験
踏
ま
え
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
―

姫
路
城
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
あ
る
空
間
に

ウォーカブル促進プログラム
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ち
づ
く
り
や
ほ
こ
み
ち
制
度
の
活
用
、
公
共
空
間
利
活
用

の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
公
共
空
間
利
活
用
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
証

す
る
た
め
に
、
令
和
４
年
度
に
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し

た
。１

例
目
は
、
大
手
前
通
り
か
ら
西
に
一
本
入
っ
た
通
り

で
あ
る
中
ノ
門
筋
エ
リ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
自
治

会
が
主
体
と
な
り
、
道
路
や
駐
車
場
を
活
用
し
て
、
飲
食

店
や
物
販
店
、
こ
ど
も
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
迷
路
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
歩

行
者
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る

か
、
周
辺
道
路
へ
の
影
響
は
ど

う
か
、
滞
在
場
所
と
し
て
の
可

能
性
は
あ
る
か
を
検
証
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
３
日
間
で
６

０
０
０
人
以
上
の
来
場
が
あ
り
、

魅
力
的
な
目
的
地
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
ま
ち
歩
き
を
誘
発
し
、

滞
在
時
間
や
回
遊
性
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
成
功
体
験
を
踏
ま
え
、

翌
年
は
社
会
実
験
の
枠
を
超
え
、

地
元
自
治
会
の
力
だ
け
で
開
催

さ
れ
、
今
後
も
継
続
的
な
実
施

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
例
目
は
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
の

北
駅
前
広
場
を
活
用
し
、
ハ
イ

カ
ウ
ン
タ
ー
や
ベ
ン
チ
な
ど
を

置
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
に

隣
接
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「piole

姫
路
」
を
運
営
す

る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ア
ー
バ
ン
開
発

株
式
会
社
が
主
催
し
、「
ピ
オ
レ

ラ
ボ
ガ
ー
デ
ン
」
と
名
付
け
ら

れ
、
約
７
カ
月
の
長
期
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
滞
留
者
数
も

約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
ア
ー
バ
ン
開
発
株
式
会
社
、
姫
路
市
の
３
者
で
覚
書
を

結
び
、
引
き
続
き
こ
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
道
路
を
活
用

し
た
憩
い
の
空
間
づ
く
り
の
企
画
を
立
て
や
す
く
す
る
た

め
の
姫
路
市
独
自
の
新
た
な
仕
組
み
で
あ
る
「
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム　

道
路
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
企
画
さ

れ
た
内
容
が
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は
、
姫

路
市
が
認
定
を
す
る
こ
と
で
、
道
路
利
活
用
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
行
政
と
民
間
で

役
割
分
担
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
環
境
を
増
や
し
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
東
側
で
も
新
た
な
社
会
実
験
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
姫
路
駅
か
ら
姫
路
城
へ
の
南
北
方
向
だ
け
で
な

く
、
東
側
へ
も
人
の
に
ぎ
わ
い
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
ベ
ン
チ
や
人
工
芝
等
の
什
器
を
設
置

し
、「
み
ち
し
ば
」
と
銘
打
っ
て
滞
留
や
行
動
変
容
等
に

対
す
る
効
果
や
課
題
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
な
か
の
多
く
の
場
所
で
、
ほ
こ
み

ち
、
公
共
空
間
の
利
活
用
等
、
そ
の
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
方

法
で
、
ク
ル
マ
中
心
か
ら
ヒ
ト
中
心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
連
携
し
あ

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

トランジットモール化した姫路駅北駅前広場

ピオレラボガーデン中ノ門筋エリアの社会実験の様子

再整備した大手前通り
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中
村
　
英
人

和
歌
山
市
都
市
再
生
課
再
開
発
班
長

大
学
誘
致
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業 

見
え
て
き
た
に
ぎ
わ
い
回
復
の
兆
し

皆
さ
ん
、
和
歌
山
市
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

和
歌
山
市
は
、
徳
川
御
三
家
の
ひ
と
つ
、
紀
州
藩
５５
万

５
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
和
歌
山
県
の
県
都
と
し

て
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

市
の
中
心
部
に
は
和
歌
山
城
や
そ
の
外
堀
で
あ
っ
た
市
堀

川
が
あ
り
、
中
心
市
街
地
に
近
接
す
る
場
所
に
は
雄
大
な

紀
の
川
が
流
れ
る
、
関
西
国
際
空
港
ま
で
約
30
分
と
い
う

「
世
界
」
に
最
も
近
い
中
核
市
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
は
、
昭
和
60
年
か
ら
始
ま
っ
た
都

市
全
体
で
の
人
口
減
少
に
加
え
て
、
中
心
部
の
人
口
比
率

が
昭
和
40
年
代
に
比
べ
半
分
以
下
と
な
り
、
商
業
の
衰
退

や
遊
休
不
動
産
の
増
加
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。本

市
で
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

大
学
の
誘
致
、
公
共
施
設
の
再
編
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

◆◆◆

大
学
誘
致
で
は
、
ま
ち
な
か
に
五
つ
の
大
学
が
開
学
す

る
こ
と
と
な
り
、
南
海
和
歌
山
市
駅
な
ど
の
ま
ち
な
か
の

拠
点
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
実
施
や
、
安
全
性

の
高
い
公
共
施
設
の
効
果
的
な
再
配
置
等
で
、
ま
ち
な
か

に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
令
和
元
年
に
は
、
和
歌
山
市
の
社
会

動
態
が
子
育
て
世
代
を
中
心
に
45
年
ぶ
り
と
な
る
転
入
超

過
と
な
る
な
ど
、
一
定
の
に
ぎ
わ
い
回
復
の
兆
し
が
見
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

都
市
再
生
推
進
法
人
数
は
全
国
一 

「
チ
ャ
ッ
カ
ソ
ン
」
で
事
業
計
画
提
案

前
述
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
を
継
続
的
に
開
催
し
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
を
き

っ
か
け
に
新
た
な
店
舗
の
出
店
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
ま

ち
づ
く
り
会
社
が
設
立
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
る
都
市
再
生
推
進
法
人
が
多
く
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
全
国
一
と
な
る
12
団
体
が
都
市
再
生
推
進
法
人
と

し
て
指
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

◆◆◆

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
へ
進
め
る
た
め
、

現
在
、
和
歌
山
市
で
は
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま

ち
な
か
の
実
現
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
遊
休
不
動
産
だ
け
で

な
く
、
公
共
空
間
等
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
わ
か
や
ま
共
創
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
チ
ャ
ッ
カ
ソ

ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
チ
ャ
ッ
カ
ソ
ン
」
で
は
、
公

共
空
間
の
活
用
に
関
す
る
事
業
計
画
の
作
成
を
、
都
市
再

生
推
進
法
人
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
活
躍
す
る
民
間
事
業

者
と
と
も
に
進
め
、
全
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
日
に

事
業
計
画
を
多
く
の
参
加
者
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
（
写

真
２
）。

発
表
さ
れ
た
五
つ
の
事
業
計
画
は
、
実
現
に
向
け
、
そ

れ
ぞ
れ
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

和
歌
山
県
和
歌
山
市

―
公
共
空
間
の
最
大
限
活
用
へ
事
業
計
画
―

写真１　都市再生推進法人指定書交付式

共
創
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
社
会
実
験
を
展
開
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20
代
の
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
が
提
案
し
た
、

北
ぶ
ら
く
り
丁
商
店
街
と
い
う
商
店
街
の
中
央
を
走
る
市

道
を
活
用
す
る
提
案
で
し
た
。

Ｚ
世
代
に
よ
る 

公
共
空
間
の
活
用
×
商
店
街
の
再
生

チ
ャ
ッ
カ
ソ
ン
で
の
提
案
は
、
商
店
街
の
中
央
を
走
る

市
道
と
い
う
公
共
空
間
を
活
用
し
た
朝
ご
は
ん
マ
ル
シ
ェ

「
北
ぶ
ら
は
じ
め
食
堂
」。
若
い
世
代
を
中
心
に
、
行
政
や

商
店
街
、
都
市
再
生
推
進
法
人
が
協
力
し
て
、
毎
月
第
一

火
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
。
開
催
毎
に
出
店
店
舗
数
や
来

客
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
現
在
は
ご
高
齢
の
方
か
ら
、
会

社
員
、
小
学
生
ま
で
幅
広
い
年
代
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
継
続
的
に
活
性
化
へ
の
歩
み
を
進
め
る
た
め
、

若
い
世
代
と
商
店
街
振
興
組
合
、
都
市
再
生
推
進
法
人
等

で
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
公
共
空
間
を
舞
台
と
し
て
特

◆◆◆

徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ま
ち
づ
く
り
の
講
演
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
公
共
空
間
の
在
り
方

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
（
写
真
３
）。

K
ITABU

RA STREET  
PARK

 PRO
JECT

道
路
と
い
う
公
共
空
間
の
活
用
か
ら
若
者
が
集
ま
り
、

新
た
な
店
舗
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
、
北
ぶ
ら
く
り
丁
商
店

街
の
中
に
あ
る
公
共
空
間
は
、
道
路
の
み
の
使
い
方
で
は

な
く
、
多
様
な
人
が
多
様
な
活
動
が
で
き
る
空
間
と
し
て

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
公
共
空
間
に
お
い
て
、通
行
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

憩
い
く
つ
ろ
ぐ
人
や
読
書
を
す
る
人
、
誰
か
と
話
を
す
る

人
、
自
由
に
遊
ぶ
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き
る
空

間
を
創
れ
な
い
か
。
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
、
社
会

実
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
道
路
」
か
ら
「
広
場
」
へ
。

◆◆◆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
を
「K

IT
A

BU
R

A
 ST

R
EET

 
PA

R
K

 PR
O

JECT

」
と
名
付
け
、
期
間
を
令
和
５
年

10
月
３
日
（
火
）
～
15
日
（
日
）
の
約
２
週
間
に
設
定
。

テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
だ
け
で
な
く
、
植
栽
や
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
の
設
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
検
証
し
、
訪
れ

た
人
が
思
い
思
い
の
過
ご
し
方
を
し
て
も
ら
う
中
で
、
新

た
な
公
共
空
間
の
在
り
方
を
将
来
像
と
し
て
可
視
化
し
ま

し
た
（
写
真
４
）。
現
在
、
実
験
結
果
を
基
に
将
来
像
を

作
成
し
て
お
り
、
今
後
、
将
来
像
の
実
現
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
な
か
に
向
け
て

本
市
の
特
徴
的
な
部
分
で
あ
り
、
強
み
で
も
あ
る
都
市

再
生
推
進
法
人
等
の
民
間
事
業
者
と
と
も
に
行
政
も
一
緒

に
な
っ
て
、
新
し
い
価
値
を
模
索
し
、
新
し
い
挑
戦
に
取

り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と
が
未
来
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
特
効
薬
は
な
く
、
ト
ラ
イ
＆

エ
ラ
ー
の
繰
り
返
し
が
必
要
で
す
が
、
行
政
だ
け
、
ま
た

は
民
間
事
業
者
だ
け
で
は
難
し
い
部
分
も
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
互
い
の
役
割
を
明
確
化
し
、
共
に

検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
取
り
組
み
の
可
能
性
が

出
て
き
ま
す
。

本
市
の
ま
ち
な
か
の
再
生
、
そ
し
て
居
心
地
が
良
く
歩

き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
官
民
が
共
に
歩
み
を

進
め
る
な
か
で
新
た
な
可
能
性
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦
し
、
県
都
、

さ
ら
に
は
関
西
を
代
表
す
る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。 ◆◆◆

写真２　チャッカソンの様子

写真３　北ぶら SUNNY 実行委員会

写真４　社会実験「KITABURA STREET PARK PROJECT」
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河
野
　
大
樹

島
根
県
都
市
計
画
課
街
路
係
主
任

出
雲
市
の
神
門
通
り
は
、
明
治
45
年
に
開
業
し
た
国
鉄

大
社
駅
か
ら
出
雲
大
社
ま
で
を
直
線
で
結
ぶ
参
詣
道
と
し

て
大
正
３
年
に
整
備
さ
れ
、
沿
道
は
門
前
町
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
平
成
２
年

の
Ｊ
Ｒ
大
社
線
の
廃
止
の
影
響
を
受
け
、
人
通
り
は
激
減

し
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
行
わ
れ
た
60
年
ぶ
り
の
出
雲
大
社
御
本
殿

の
大
遷
宮
。
こ
の
一
大
行
事
に
合
わ
せ
る
形
で
、
神
門
通

り
を
出
雲
大
社
の
門
前
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
と
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
通
り
へ
再
生
さ
せ
、
安
心
し
て
楽
し
み
な
が
ら
歩

け
る
道
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

生
活
交
通
の
利
便
性
と 

に
ぎ
わ
い
・
安
全
性
向
上
の
両
立

整
備
前
の
神
門
通
り
は
、
全
幅
12
㍍
で
車
道
が
７
㍍

（
３
・
５
㍍
×
２
）、
両
側
２
・
５
㍍
の
歩
行
空
間
が
あ
り

ま
し
た
。
通
り
に
は
、
開
通
に
合
わ
せ
て
寄
進
さ
れ
歴
史

的
に
も
貴
重
な
松
並
木
が
あ
り
、
参
詣
道
を
印
象
づ
け
る

重
要
な
景
観
の
要
素
で
あ
る
反
面
、
歩
行
可
能
な
ス
ペ
ー

◆◆◆

ス
が
狭
く
、
観
光
客
が
２
列
で
歩
け
な
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
観
光
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
住
民
の
生
活
道
路
と

し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
１
日
約
５
０
０
０
台
以
上
の
自

動
車
交
通
量
が
あ
る
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

い
た
た
め
、
神
門
通
り
の
道
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
沿

道
住
民
の
生
活
交
通
の
た
め
の
利
便
性
と
、
観
光
客
の
た

め
の
に
ぎ
わ
い
や
安
全
性
向
上
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
、

計
画
に
求
め
ら
れ
る
必
要
条
件
で
し
た
。

９
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
経
て 

整
備
方
針
を
決
定

平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23
年
12
月
に
か
け
て
、
道
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

計
９
回
開
催
し
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
施
策
両
面
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
連
携
さ
せ
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
、
観
光
客
の
ま
ち
歩
き
を
誘
発
し
な
が
ら
「
歩
車
共
存

道
」に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

テ
ー
マ
で
あ
る
「
に
ぎ
わ
い
再
生
の
た
め
、
安
心
し
て
楽

し
み
な
が
ら
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
以

下
の
整
備
方
針
と
し
ま
し
た
。

◆◆◆

（
１
）
歩
車
共
存
道
と
し
て
美
装
化

・
現
況
幅
員
の
中
で
車
道
を
狭
め
て
歩
道
を
拡
幅

・
出
雲
大
社
ま
で
の
参
道
に
ふ
さ
わ
し
い
美
装
化

（
２
）
松
並
木
の
保
存

・
神
門
通
り
の
松
並
木
は
す
べ
て
保
存

・
工
事
期
間
中
に
も
枯
ら
さ
な
い
対
策

（
３
）
電
線
類
の
地
中
化

・
勢
溜
～
大
鳥
居
ま
で
の
区
間
を
地
中
化

（
４
）
出
雲
大
社
前
駅
付
近
の
整
備

・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
設
置

・
県
登
録
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
対
策

・
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
更
新
・
整
備

シ
ェ
ア
ド
・
ス
ペ
ー
ス
の
導
入
と 

デ
ザ
イ
ン
の
統
一

神
門
通
り
に
お
け
る
歩
車
共
存
道
の
計
画
に
あ
た
っ
て

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
議
論
や
社
会
実
験
の
成
果
を

も
と
に
、「
生
活
車
両
の
利
便
性
」
と
「
観
光
客
の
安
全
性
・

快
適
性
」
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
シ
ェ
ア
ド
・
ス
ペ
ー
ス

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
ド
・
ス
ペ
ー
ス

と
は
、
縁
石
、
柵
、

段
差
な
ど
の
歩
行

者
と
自
動
車
を
分

離
す
る
構
造
を
や

め
、
あ
え
て
両
者

を
同
じ
空
間
に
共

存
さ
せ
る
こ
と

で
、
双
方
の
安
全

意
識
を
高
め
、
注

意
を
促
す
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

島
根
県

―
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
通
り
へ
の
再
生
―

出
雲
大
社
「
神
門
通
り
」
の
み
ち
づ
く
り

整備前の閑散とした神門通り
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て
い
ま
す
。

神
門
通
り
で
は
、現
道
幅
員
12
㍍
の
使
い
方
を
見
直
し
、

車
道
を
７
㍍
か
ら
５
㍍
に
狭
め
る
こ
と
で
、
片
側
３
・
５

㍍
の
歩
行
空
間
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
歩
行
者

と
の
共
存
道
路
で
あ
る
こ
と
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
印
象
づ
け

る
た
め
、
中
央
線
を
消
去
し
た
う
え
で
、
石
畳
化
等
の
美

装
化
に
よ
っ
て
他
の
幹
線
道
路
と
は
違
う
“
異
空
間
”
を

演
出
し
、
自
動
車
の
速
度
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
整
備
を
補
完
す
る
工
夫
と
し
て
、
歩
行
空
間
の
石

畳
舗
装
パ
タ
ー
ン
を
車
道
に
に
じ
み
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
実
際
よ
り
も
車
道
の
幅
を
狭
く

感
じ
さ
せ
、
こ
こ
が
歩
車
共
存
道
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
通
行
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
や
車
で
訪
れ
る
観
光
客
を
ス
ム
ー
ズ
に
出
雲

大
社
や
神
門
通
り
に
誘
導
で
き
る
よ
う
、
駐
車
場
、
駅
、

バ
ス
停
、
通
り
の
入
口
な
ど
に
、
マ
ッ
プ
付
き
で
神
門
通

り
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
「
ま
ち
歩
き
案
内

看
板
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
れ
ら
や
街
路
灯
、

信
号
機
な
ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
は
、
色
彩
、

デ
ザ
イ
ン
を
統
一
さ
せ
、
通
り
全
体
で
一
体
感
の
あ
る
落

ち
着
い
た
景
観
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

新
規
出
店
相
次
ぎ 

基
準
地
価
も
上
昇
傾
向

神
門
通
り
で
は
、
平
成
の
大
遷
宮
を
契

機
に
、
沿
道
へ
の
新
規
店
舗
の
出
店
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
定
番
の
「
出
雲
そ
ば
」、

出
雲
が
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
「
ぜ
ん
ざ

い
」
の
ほ
か
、
地
産
品
を
扱
っ
た
飲
食
店

◆◆◆

や
土
産
物
店
が
数
多
く
立
地
し
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
沿
道
店
舗
が
増
え
、
ま
ち
歩
き
が
促
進
さ
れ
た
結

果
、
観
光
客
が
神
門
通
り
周
辺
に
滞
在
す
る
時
間
、
消
費

す
る
金
額
も
増
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
効
果
は
地

価
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
神
門
通
り
沿
道
の
基

準
地
価
は
、
平
成
25
年
以
降
か
ら
上
昇
基
調
に
あ
り
、
神

門
通
り
の
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
効
果
も
生
み
出

し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

神
門
通
り
の
道
づ
く
り
は
、
行
政
と
地
元
住
民
や
沿
道

店
舗
の
事
業
者
な
ど
、
官
民
問
わ
ず
多
く
の
関
係
者
が
連

携
し
て
取
り
組
み
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
の
再
生
を
実
現

し
、
多
く
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
を
今
後
も
皆
で
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
続
け
る

神
門
通
り
で
あ
る
よ
う
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆◆◆

デザインされたまち歩き看板と街路灯

沿道における基準地価の推移

シェアド・スペースにより車と歩行者が共存する神門通り

石畳の舗装パターン

　 

整備前  整備後  

車道7.0m 歩行空間 
2.5m 

歩行空間 
2.5m 

歩行空間 
3.5m 

歩行空間 
3.5m 

車道5.0m 

車道部 
グレー(灰黒石)結晶大/ビシャン： 
グレー(灰黒石)結晶小/ビシャン 
＝６：４ 
800×600、800×525(目地t=5) 

歩道部 
グレー(灰黒石)結晶大/ビシャン： 
グレー(灰黒石)結晶小/ビシャン： 
輝黒石/ビシャン仕上げ 
＝５：４：１ 
250×350～550乱尺(目地t=5) 

にじみ出し部 
歩道部と同じ 
250×450(目地t=5) 

白線部 
白御影/表面バーナー 
600×150(目地t=5) 

誘導縁石部 
白御影/ビシャン 
600×150(目地t=5) 

誘導ブロック部 
錆御影/ビシャン 
300×300(目地t=5) 

官民境界部 
グレー小舗石/割肌 
90×90(目地t=5) 

石畳標準割付図 

《 沿道の基準地価》　　　　　　　　　　　　 

43,000 

45,000 

47,000 

49,000 

51,000 

53,000 

55,000 

57,000 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

地価 
上昇 

同一箇所の整備前と整備後の比較

整備前 整備後

歩行空間
2.5m

歩行空間
3.5m

車道7.0m 車道5.0m歩行空間
2.5m

歩行空間
3.5m
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佐
藤
　
綾
夏

福
山
市
建
設
局
福
山
駅
周
辺
再
生
推
進
部

福
山
駅
周
辺
再
生
推
進
課
技
師

福
山
市
は
、
瀬
戸
内
の
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
中
国

地
方
で
４
番
目
の
人
口
規
模
（
約
46
万
人
）
の
中
核
市
で

す
。
鉄
鋼
や
繊
維
な
ど
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
ま
ち
で
あ

り
、
ま
た
、
ま
ち
な
か
に
ば
ら
が
咲
き
誇
る
「
ば
ら
の
ま

ち
」
で
も
あ
り
ま
す
。
福
山
駅
周
辺
の
再
生
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
「
ふ
く
ま
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
総
称

し
、
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
山
城
な
ど
６
カ
所
拠
点
に 

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
エ
リ
ア
設
定

福
山
駅
周
辺
の
再
生
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
ま
ち
の
将
来
像
を
共
有
し
、
連
携
し
て
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目

的
に
、
２
０
１
８
年
３
月
、「“
働
く
・
住
む
・
に
ぎ
わ
い
”

が
一
体
と
な
っ
た
福
山
駅
前
」
を
め
ざ
す
姿
と
し
た
「
福

山
駅
前
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
「
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」）
を

策
定
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
３
月
に
は
、
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
、
官
民
連
携
で
行
う
具
体
的
な
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
の
事
業
を
定
め
た
「
福
山
駅
周
辺
デ
ザ
イ
ン
計

画
」（
以
下
「
デ
ザ
イ
ン
計
画
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。
デ

◆◆◆

ザ
イ
ン
計
画
の
中
で
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
核

で
あ
る
福
山
城
や
中
央
公
園
な
ど
の
６
カ
所
を
、

人
が
集
ま
る
拠
点
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
周
辺
や

拠
点
間
を
つ
な
ぐ
主
要
な
通
り
を
含
む
範
囲
を
ウ

ォ
ー
カ
ブ
ル
エ
リ
ア
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

本
市
が
「
ふ
く
ま
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
進
め

る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
単
に
歩
行

者
を
増
や
し
た
り
、
車
両
を
排
除
し
た
り
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
園
や
広
場
、
通

り
、
建
物
の
路
面
階
な
ど
の
空
間
を
「
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
」
よ
う
な
人
中
心
の
空
間
に

転
換
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
と
の
出
会

い
・
交
流
を
促
し
、
人
や
企
業
を
引
き
つ
け
る
都

市
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
か
ら
福
山
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出

や
回
遊
性
向
上
に
向
け
、
福
山
駅
前
等
歩
道
空
間

活
用
社
会
実
験
「
オ
ー
プ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ク
ヤ

マ
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
民
間
企
業
や
商
工
会
議

所
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
の
設
置
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
２
０
１
８
年
か
ら
伏
見
町
内
で
は
、
歩
行
者
動

線
の
強
化
や
歩
い
て
楽
し
め
る
福
山
駅
前
の
日
常
化
に
向

け
、
道
路
や
駐
車
場
、
空
地
を
活
用
し
た
実
証
実
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
重
ね
る

中
で
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
醸
成
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
の
ほ
こ
み
ち
制
度
の
活
用
や
国
家
戦
略
特

区
の
認
定
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

広
島
県
福
山
市

―
駅
周
辺
の
再
生
へ
社
会
実
験
、
特
区
活
用
も
―

官
民
連
携
で「
ふ
く
ま
ち
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福山駅周辺のウォーカブルエリア
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「
ほ
こ
み
ち
」
と
特
区
認
定
で 

日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
占
用
特
例
」
に
よ

る
道
路
占
用
基
準
の
緩
和
を
活
用
し
て
、
道
路
空
間
で
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
１０
月
か
ら
は
「
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
ほ
こ
み
ち
）」

に
移
行
し
、
日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
路
線
で
は
、
歩
道
で
屋
台
の
設
置

や
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
発
掘
に
つ
な
げ
た
り
、
賃
貸
料
を
商
店
会
の
活
動

に
充
て
た
り
す
る
な
ど
、
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
と
し
て
、
制
度
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、福
山
駅
前
で
複
合
施
設
（
ア
イ
ネ
ス
フ
ク
ヤ
マ
）

を
運
営
す
る
福
山
駅
前
開
発
㈱
が
、
国
家
戦
略
特
別
区
域

の
制
度
を
活
用
し
、
道
路
の
占
用
基
準
の
緩
和
を
受
け
た

路
上
に
お
い
て
、
２
０
２
１
年
５
月
か
ら
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

◆◆◆

と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
２
０
２
２
年
１
月
に
は
、
路
上

に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

エ
リ
ア
の
愛
称
は
、
公
募
に
よ
り
「
バ
ス
を
、
あ
な
た
を
、

素
敵
な
１
日
を
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

「m
achōru

（
ま
ち
ょ
ー
る
）」
に
決
ま
る
な
ど
、
歩
道
と

複
合
施
設
を
一
体
的
に
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
に
は
、
福
山
駅
北
口
に

あ
っ
た
大
型
バ
ス
乗
降
場
を
歩
道
沿
い
に
移
設
し
た
こ
と

で
、
バ
ス
の
待
ち
時
間
で
の
利
用
な
ど
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と

の
相
乗
効
果
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
エ
リ
ア
の
核 

駅
前
広
場
の
再
編

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
福
山
駅
周
辺
を
人
や
企

業
を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
に
変
え
て
い
く
た

め
、
そ
の
核
と
な
る
駅
前
広
場
を
交
通
結
節
機
能
と
都
市

の
広
場
機
能
が
融
合
し
た
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る

よ
う
な
空
間
へ
と
転
換
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い

◆◆◆

ま
す
。

２
０
２
１
年
１０
月
に
、「
福
山
駅
前
広
場
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
現
在
の
広
場
の
問
題
点
や
機
能
の
配
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
都
市
の
広
場
機
能
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
使
う
人
や
運
営
す
る
人
の
意
見
を
計
画
に
結

び
つ
け
る
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
１１
月
、
福
山
駅
前

広
場
の
各
機
能
の
配
置
計
画
を
検
証
す
る
実
証
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
待
機
場
を
芝
生
広
場
空
間
に
変
え

て
、
広
場
空
間
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
を
駅
西
側
へ
移
設
し
た
場
合
の

交
通
処
理
の
検
証
も
行
い
ま
し
た
。
実
験
で
は
福
山
駅
前

に
広
場
空
間
を
求
め
る
意
見
が
多
く
あ
っ
た
一
方
で
、
交

通
処
理
に
つ
い
て
は
一
般
車
と
タ
ク
シ
ー
の
動
線
の
分
離

な
ど
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
実
験
の
結
果
や

こ
れ
ま
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
２
０
２
３
年
３
月
、
福
山

駅
前
広
場
整
備
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
幅
広
く
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
広
場
空
間
を

運
営
管
理
す
る
視
点
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
交
通
結
節
機

能
を
確
保
し
つ
つ
、
人
が
集
い
、
憩
い
、
交
流
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
駅
前
広
場
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
民
間
事
業
者
が
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
理

念
に
共
感
し
て
、
福
山
市
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
ま
ち
に
変
化
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ほ
こ
み
ち
制
度
の
活
用
や
実
証
実
験
等
に
よ

り
、
官
民
に
よ
る
公
共
空
間
の
活
用
が
進
み
、
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
空
間
の
創
出
に
つ
な
が
り
始
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
官
民
連
携
で
福
山
市
ら
し
い
コ
ン
テ
ン

ツ
と
人
の
活
動
で
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

タクシー待機場を芝生広場に変えた実証実験

国家戦略特区を活用しウッドデッキを整備した
「machōru（まちょーる）」

ほこみち制度の活用による屋台の設置
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有
賀
　
敬
直

有
限
会
社
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン
取
締
役

温
泉
街
の
再
生
に
向
け
て

長
門
湯
本
温
泉
は
山
口
県
長
門
市
に
立
地
し
、
街
の
中

心
を
流
れ
る
音お

と

信ず
れ

川が
わ

沿
い
に
広
が
る
温
泉
街
で
あ
る
。
か

つ
て
は
団
体
旅
行
客
を
中
心
に
多
く
の
温
泉
客
で
に
ぎ
わ

っ
た
が
、
１
９
８
４
年
を
ピ
ー
ク
に
宿
泊
客
は
徐
々
に
減

少
し
、２
０
１
６
年
に
は
老
舗
ホ
テ
ル
の
倒
産
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
長
門
市
で
は
、
廃
業
し
た
ホ

テ
ル
の
公
費
で
の
解
体
と
と
も
に
星
野
リ
ゾ
ー
ト
を
誘

致
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
共
に
官
民
連
携
で
「
長
門
湯
本
温

泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
、
温
泉
街
の
再
生

に
踏
み
だ
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
温
泉
街
再
生
の
戦
略
と
し
て
「
自
然
を

活
か
し
な
が
ら
魅
力
的
な
温
泉
街
で
人
を
集
め
る
」
こ
と

を
掲
げ
、
そ
の
た
め
に
六
つ
の
要
素
（
外
湯
、
食
べ
歩
き
、

文
化
体
験
、
回
遊
性
、
絵
に
な
る
場
所
、
た
た
ず
む
空
間
）

を
も
っ
た
温
泉
街
と
な
る
よ
う
に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
や
施

◆◆◆

設
配
置
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
道
路
・
河

川
な
ど
の
公
共
空
間
再
編
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
整
備
と
並
行
し
て
、
温
泉
街
全
体
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
オ
ソ
ト
天
国
」
が
設
定
さ
れ
、
現
在

に
至
る
ま
で
歩
い
て
楽
し
い
温
泉
街
を
目
指
し
た
取
り
組

み
が
続
い
て
い
る
。

歩
行
者
優
先
の
道
路
空
間
再
編

温
泉
街
の
中
心
を
流
れ
る
音
信
川
の
両
側
の
道
路
空
間

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
、
路
上
駐
車
や
通
過
交
通

が
多
く
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
記
載
さ
れ
た
「
食
べ

歩
き
」
や
「
回
遊
性
」
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
歩

行
者
が
安
心
し
て
そ
ぞ
ろ
歩
き
で
き
る
よ
う
な
人
中
心
の

道
路
空
間
再
編
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
や
社
会
実

験
、
管
理
者
協
議
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
ぞ
ろ
歩
き

の
出
来
る
温
泉
街
へ
と
道
路
空
間
を
再
編
す
る
た
め
の

◆◆◆

「
長
門
湯
本
温
泉
エ
リ
ア
交
通
計
画
」
を
２
０
１
８
年
に

策
定
し
、
歩
行
者
専
用
・
優
先
の
道
路
空
間
再
編
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

社
会
実
験
と
Ｗ
Ｓ
に
よ
る
丁
寧
な
合
意
形
成

「
長
門
湯
本
温
泉
エ
リ
ア
交
通
計
画
」
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
２
０
１
７
年
、
２
０
１
８
年
の
２
カ
年
に
わ
た
っ

て
交
通
社
会
実
験
を
行
い
、
道
路
空
間
の
あ
る
べ
き
姿
に

向
け
た
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
に
行
わ
れ
た

社
会
実
験
で
は
主
要
な
車
両
動
線
で
あ
り
宿
泊
施
設
や
飲

食
店
舗
が
あ
る
左
岸
道
路
に
つ
い
て
、
店
舗
の
出
店
や
滞

留
空
間
の
創
出
に
よ
る
道
路
空
間
活
用
を
実
施
し
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
一
方
通
行
と
対
面
通
行
の
期
間
を
設
け
、
一

方
通
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

道
路
空
間
の
活
用
に
関
し
て
は
一
定
の
評
価
を
受
け
実
現

し
て
い
く
方
向
に
な
っ
た
が
、
一
方
通
行
化
に
つ
い
て
は

通
過
交
通
抑
制

の
効
果
は
あ
る

も
の
の
車
に
と

っ
て
の
安
全
・

通
行
し
や
す
さ

は
対
面
通
行
と

有
意
差
が
な
い

こ
と
や
、
住
民

の
意
見
も
半
々

と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
た
め
、

実
施
し
な
い
こ

と
と
し
、
別
の

方
法
に
よ
っ
て
、

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

山
口
県
長
門
市

―
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
で
き
る
温
泉
街
を
整
備
―

「
オ
ソ
ト
天
国
」
の
実
現
に
向
け
た

�

道
路
空
間
再
編

「そぞろ歩きのできる温泉街」に整備された長門湯本温泉全景
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通
過
交
通
抑
制
・
速
度
低
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
２
０
１
８
年
の
社
会
実
験
で
は
対
面
通
行
の
ま

ま
、
す
れ
違
い
の
で
き
な
い
狭き

ょ
う

窄さ
く

部
区
間
を
複
数
設
け
た

検
証
を
行
い
、
こ
の
狭
窄
部
の
内
側
に
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
空
間
活
用
も
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
路
上
駐
車
・
通
過
交
通
抑
制
、
速
度
低
減

の
効
果
が
見
ら
れ
、
住
民
の
合
意
も
得
る
こ
と
が
出
来
た

た
め
、
こ
の
案
を
ベ
ー
ス
に
エ
リ
ア
交
通
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
交
通
社
会
実
験
に
当
た
っ
て
は
複
数
回

に
わ
た
る
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
並
行
し
て
行
い
、
社

会
実
験
の
周
知
・
説
明
や
結
果
報
告
の
み
な
ら
ず
、
現
地

を
実
際
に
歩
き
な
が
ら
道
路
幅
員
や
狭
窄
部
の
設
置
位
置

な
ど
の
検
討
も
住
民
と
と
も
に
行
い
、
共
通
認
識
の
醸
成

や
丁
寧
な
合
意
形
成
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な

整
備
計
画
へ
の
反
映
を
可
能
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
２
０
１
９
年
に
は
、
後
述
す
る
地
元
で
の
公
共

空
間
を
管
理
運
営
す
る
組
織
で
あ
る
「
長
門
湯
本
オ
ソ
ト

活
用
協
議
会
」
を
中
心
と
し
て
狭
窄
部
を
明
示
す
る
設
置

物
お
よ
び
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
検
証
す
る
社
会

実
験
を
行
い
、
設
置
物
の
サ
イ
ズ
や
位
置
、
素
材
な
ど
を

決
定
し
た
。

地
域
に
よ
る
公
共
空
間
の
管
理
運
営

そ
ぞ
ろ
歩
き
の
出
来
る
温
泉
街
の
実
現
の
た
め
に
は
、

単
に
ハ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
が

活
用
さ
れ
、
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
温
泉
街
の
魅
力
に
直
結
す
る
。

そ
の
た
め
、
道
路
空
間
の
再
編
案
の
検
討
と
並
行
し
て
、

公
共
空
間
を
管
理
運
営
す
る
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
柔
軟
で
魅
力
的
な
活

用
を
行
う
こ
と

や
仕
組
み
の
継

続
性
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
公

共
空
間
再
編
の

最
大
の
受
益
者

で
あ
る
沿
道
事

業
者
を
中
心
と

し
た
民
間
で
の

管
理
運
営
組
織

「
長
門
湯
本
オ

ソ
ト
活
用
協
議

会
」
を
設
立
。

管
理
者
と
と
も

に
河
川
・
道
路

◆◆◆

の
管
理
運
営
ル
ー
ル
を
策
定
し
、
占
用
物
件
の
デ
ザ
イ
ン

や
設
置
方
法
、
事
業
者
か
ら
の
設
置
要
望
に
対
す
る
承
認

ス
テ
ッ
プ
、
管
理
者
へ
申
請
手
順
、
占
用
料
の
徴
収
と
支

払
い
の
流
れ
な
ど
を
ま
と
め
、運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

協
議
会
は
公
共
空
間
で
事
業
を
行
い
利
益
を
得
る
「
事
業

会
員
」
と
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
、
副
会
長
か
ら

な
る
「
正
会
員
」、
趣
旨
に
賛
同
し
、
本
会
を
人
的
、
技

術
的
、
資
金
的
に
支
援
す
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
」
の
３

種
類
の
会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

現
在
「
長
門
湯
本
オ
ソ
ト
活
用
協
議
会
」
で
は
事
業
会

員
の
数
も
増
加
し
、
設
置
物
の
管
理
運
営
以
外
に
も
、
日

常
的
な
公
共
空
間
の
清
掃
活
動
や
閑
散
期
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
た
河
川
沿
い
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
協
力
、
事
業
者
の
活
用
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
公
共
空
間
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
持
続
的
な
観
光
地
経
営
の
た
め
の

事
業
を
行
う
地
域
主
体
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法
人 

「
長
門
湯
本
温
泉
ま
ち
株
式
会
社
」（
２
０
２
０
年
２
月
設

立
）
を
湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、
長
門
湯
守
株
式
会
社

と
と
も
に
設
立
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
設
置
か
ら
数
年
経
っ
て
大
規

模
な
修
繕
が
発
生
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
什
器
関

係
へ
の
対
応
や
、
協
議
会
の
持
続
的
な
運
営
の
た
め
の
人

員
増
強
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、先
述
の「
長
門
湯
本
温
泉

ま
ち
株
式
会
社
」
な
ど
の
温
泉
街
の
各
組
織
と
の
機
能
や

役
割
分
担
の
明
確
化
、
連
携
強
化
な
ど
を
行
い
、
小
さ
な

温
泉
街
で
効
率
的
に
公
共
空
間
の
維
持
管
理
・
活
用
が
実

施
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆◆◆

協議会スキーム図

社会実験のプロセス
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越
智
　
ゆ
か
り

松
山
市
都
市
整
備
部

都
市
・
交
通
計
画
課

松
山
市
は
明
治
22
年
に
愛
媛
県
初
の
市
制
を
施
行
し
、

そ
の
中
心
市
街
地
は
「
賤し

ず
が
た
け

ヶ
岳
の
七な

な

本ほ
ん

槍や
り

」
の
一
人
と
さ

れ
る
戦
国
武
将
、
加
藤
嘉
明
が
築
城
し
た
松
山
城
を
中
心

に
発
展
し
た
城
下
町
で
、
日
本
最
古
の
名
湯
と
言
わ
れ
る

道
後
温
泉
や
、
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
坂
の
上
の
雲
」
の

主
人
公
で
あ
る
正
岡
子
規
や
秋
山
好
古
、
真
之
兄
弟
ゆ
か

り
の
史
跡
な
ど
、
数
多
く
の
観
光
資
源
が
ま
ち
な
か
に
点

在
し
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
「
い
で
湯
と
城
と
文

学
の
ま
ち
」
で
あ
る
。

「
遅
い
交
通
」
に
配
慮
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

松
山
市
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

歩
行
者
や
自
転
車
と
い
っ
た
「
遅
い
交
通
」
に
配
慮
し
た

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。
特

に
中
心
市
街
地
で
は
、
伊
予
鉄
道
株
式
会
社
が
運
行
し
て

い
る
路
面
電
車
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
公
共
交
通
の
利
便

性
が
高
い
。
ま
た
、
城
山
公
園
か
ら
歩
行
者
専
用
の
商
店

街
で
あ
る
大
街
道
や
銀
天
街
を
経
由
し
、
道
後
温
泉
に
至

る
ル
ー
ト
を
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
ネ
ッ

◆◆◆

ト
ワ
ー
ク
と
し
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
や
道
後
温
泉
本
館
、

道
後
温
泉
駅
周
辺
地
区
、
花
園
町
通
り
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
や
路
線
の
特
性
に
応
じ
た
街
路
空
間
の
再
構
築

を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
歩
行
環
境
の
整
備
、
街
歩
き
を

促
す
歩
い
て
楽
し
く
な
る
景
観
の
形
成
、
街
路
空
間
と
一

体
と
な
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
沿
道
店
舗
の
フ
ァ
サ

ー
ド
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
重
要
な
花
園
町
通

り
の
整
備
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

花
園
町
通
り
整
備
の
き
っ
か
け

花
園
町
通
り
は
、
松
山
市
内
最
大
の
交
通
結
節
点
で
あ

る
「
松
山
市
駅
」
と
、
松
山
城
の
史
跡
景
観
を
生
か
し
た

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
と
な
る
「
城
山
公
園
」
を
結
ぶ
、

延
長
２
５
０
㍍
、
幅
員
40
㍍
の
道
路
で
あ
る
。
戦
後
、
花

園
町
通
り
の
北
側
に
位
置
す
る
城
山
公
園
内
に
は
野
球
場

や
競
輪
場
、
病
院
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ
、
花
園
町
通

り
は
そ
れ
ら
の
施
設
へ
訪
れ
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
が
、
老

◆◆◆

朽
化
に
伴
う
施
設

の
郊
外
移
転
や
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
郊
外
立

地
な
ど
に
よ
り
、

花
園
町
通
り
は
空

き
店
舗
の
増
加
が

進
ん
で
い
た
。
そ

の
結
果
、
通
行
量

の
少
な
く
な
っ
た

歩
道
は
、
周
辺
の

通
勤
者
に
よ
る
放
置
自
転
車
が
大
量
に
並
び
、
歩
行
者
の

安
全
や
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
た
。ま
た
、約
１
万
５
０
０

０
台
／
日
で
あ
っ
た
自
動
車
交
通
量
は
、
８
０
０
０
台
／

日
以
下
に
減
少
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
公
共
空
間
を
生
か

す
街
路
整
備
が
考
え
ら
れ
た
。

広
場
を
備
え
た
道
路

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
賑に

ぎ

わ
い
と
交
流
を
育
む
『
広
場

を
備
え
た
道
路
』」
を
掲
げ
、
以
下
の
よ
う
な
整
備
を
行

っ
た
。

【
歩
行
者
・
自
転
車
へ
の
配
慮
】
片
側
２
車
線
＋
副
道
の

計
６
車
線
分
の
車
道
を
片
側
１
車
線
に
縮
小
し
、
歩
道
を

拡
幅
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
道
を
新
た
に
設
置
す
る
道

路
空
間
の
再
配
分
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
で
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
歩
行
空
間
を
創
出
し
た
。

【
自
然
素
材
の
使
用
】
歩
道
に
は
松
山
城
を
想
起
さ
せ
る

御
影
石
、
歩
道
照
明
柱
に
は
鋳
鉄
、
駐
輪
場
の
目
隠
し
ル

ー
バ
ー
に
は
県
内
産
の
ヒ
ノ
キ
材
を
用
い
る
な
ど
、
質
感

が
高
く
、
時
間
と
と
も
に
風
合
い
が
増
し
、
松
山
の
風
景

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

愛
媛
県
松
山
市

―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
楽
し
い
景
観
形
成
―

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

花園町通りの整備前の様子
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に
根
付
い
て
い
く
自
然
素
材
を
使
用
し
た
。

【
建
物
・
道
路
が
一
体
と
な
っ
た
景
観
の
形
成
】
東
通
り

で
は
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
後
、
沿
道
外
壁
面
を
街
路
整
備
に

あ
わ
せ
、
通
り
で
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
フ
ァ
サ
ー

ド
整
備
を
地
元
が
中
心
と
な
り
進
め
た
。
行
政
も
こ
れ
を

支
援
し
、
沿
道
と
一
体
的
な
街
路
景
観
を
創
出
し
た
。

【
人
の
活
動
の
促
進
】
イ
ベ
ン
ト
活
用
を
見
込
ん
だ
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
や
電
源
、
給
排
水
設
備
を
設
置
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
憩
え
、
地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
芝
生

広
場
や
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
来
街
者
や
地
域
の
方
の
活
動

を
促
進
す
る
道
路
空
間
を
創
出
し
た
。

【
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る
空
間
】
子
規
の
広
場
、
子
規

ゆ
か
り
の
植
栽
、
子
規
の
直
筆
で
「
花
園
町
通
り
」
を
鋳

込
ん
だ
照
明
柱
な
ど
、
子
規
の
生
誕
地
に
ち
な
ん
だ
さ
ま

ざ
ま
な
仕
掛
け
に
よ
り
、
歴
史
・
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
空

間
を
生
み
出
し
た
。

歩
行
者
交
通
量
が
倍
増
、
地
価
も
上
昇

広
く
な
っ
た
歩
道
で
は
、
毎
月
第
３
、
第
４
日
曜
日
に

地
元
商
店
街
の
主
催
で
、
地
元
特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る

マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。
交
通
量
は
、
自
動
車
が
減
少
傾
向
、
自
転
車
は
ほ

ぼ
横
ば
い
の
中
、
歩
行
者
は
整
備
前
に
比
べ
て
約
２
倍
に

増
加
し
た
。
ま
た
、
下
落
が
続
い
て
い
た
商
業
地
の
地
価

が
上
昇
に
転
じ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
上
昇
し
続
け
て

い
る
。今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

花
園
町
通
り
に
は
、
東
側
と
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
管
理
主

体
の
異
な
る
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
り
、
前
述
の
花
園
町
通
り

◆◆◆◆◆◆

整
備
時
は
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
東
側
の
み
を
撤
去
し
、

西
側
は
地
元
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
存
置
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
通
り
の
終
点
部
に
あ
た
る
松
山
市
駅
前
広
場
の
改

変
に
あ
た
り
、
西
側
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
も
景
観
面
や

安
全
面
か
ら
撤
去
を
望
む
声
が
あ
っ
た
た
め
、
令
和
５
年

11
月
に
地
元
商
店
街
主
体
で
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
を
実
施
し

た
。今

後
は
、
沿
道
の
建
物
が
一
体
と
な
っ
た
良
好
な
景
観

を
作
る
た
め
、
東
通
り
商
店
街
と
同
様
に
、
地
元
が
主
体

で
作
成
す
る
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
行
政
が
支
援
し

な
が
ら
、
建
物
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
て
統
一
感
の
あ
る
公
共
空
間
の

整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
自
動
車
交
通
を
支
え

た
街
路
の
役
割
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
時
代
に

は
人
や
公
共
交
通
を
優
先
し
た
空
間
に
転
換
す
る
な
ど
、

そ
の
時
代
に
応
じ
た
街
路
空
間
を
形
成
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
街
路
沿
線
に
は
何
十
年
に
わ
た
り
定
着

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
変
更
す
る

整
備
の
合
意
形
成
は
容
易
で
は
な
い
。
松
山
市
で
は
地
元

と
の
粘
り
強
い
交
渉
や
公
民
学
連
携
組
織
の
松
山
ア
ー
バ

ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
）
の
協
力
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
花
園
町

通
り
の
よ
う
な
街
路
改
変
を
行
う
場
合
は
、
ミ
ク
ロ
交
通

流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
検
証
だ

け
で
な
く
、
社
会
実
験
で
問
題
点
と
課
題
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
や
、
整
備
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
地
元
と
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
持
続
可
能
な
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
。

道路空間の再配分

俳句ポスト正岡子規
生誕地跡石碑

子規ゆかりの植栽と解説サイン

花園町通りの整備後の様子
©Norihito Yamauchi

歩行者数の変化
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梅
﨑
　
慎
司

柳
川
市
建
設
部
都
市
計
画
課

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

柳
川
市
は
、
福
岡
県
南
部
、
筑
後
平
野
の
西
南
端
に
あ

り
、
市
域
は
東
西
11
㌔
、
南
北
12
㌔
、
総
面
積
は
77
・
15

平
方
㌔
で
、
有
明
海
に
面
し
た
人
口
約
６
万
２
０
０
０
人

（
令
和
６
年
１
月
末
時
点
）
の
水
郷
都
市
で
す
。
市
の
大

部
分
は
、
古
く
か
ら
開
拓
・
干
拓
さ
れ
た
干
拓
地
が
魚
鱗

状
に
広
が
る
海
面
干
拓
地
帯
で
、
標
高
が
０
～
３
・
５
㍍

の
平
坦
な
低
地
と
な
っ
て
お
り
、
０
度
か
ら
３
度
の
緩
や

か
な
傾
斜
で
有
明
海
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
本

市
は
市
全
体
が
平
坦
な
地
形
で
あ
り
、
も
と
も
と
水
が
十

分
に
あ
る
地
域
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
先
人
の
知
恵
と
技

術
に
よ
っ
て
、
市
全
域
に
総
延
長
お
よ
そ
９
３
０
㌔
あ
る

大
小
の
掘
割
が
網
目
の
よ
う
に
巡
る
独
特
の
風
景
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。

県
、
鉄
道
事
業
者
と
の
３
者
連
携
で 

西
鉄
柳
川
駅
周
辺
整
備

西
鉄
柳
川
駅
は
本
市
周
辺
地
域
と
福
岡
都
市
圏
を
約
１

時
間
で
結
ぶ
私
鉄
の
特
急
停
車
駅
で
あ
り
、
市
民
生
活
や

地
域
経
済
、
観
光
を
支
え
る
重
要
な
生
活
基
盤
で
す
。
し

か
し
、
長
年
に
わ
た
り
通
勤
通
学
時
の
混
雑
や
観
光
の
玄

◆◆◆

関
口
と
し
て
の
魅
力
・
機
能
の
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
い
た
た
め
、
平
成
20
年
度
に
鉄
道
事
業
者
と
の
協
働
に

よ
る
柳
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
駅
周
辺
整
備
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
提
言
書
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
や
利
便
性
を
備
え

た
「
柳
川
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
」
ま
ち
の
拠
点
に
す
る

た
め「
駅
東
西
の
役
割
分
担
と
連
携
」「
掘
割
と
駅
の
連
結
」

「
商
店
街
等
へ
つ
な
が
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
三

つ
の
空
間
整
備
方
針
を
打
ち
出
し
、
鉄
道
事
業
者
と
市
と

が
連
携
し
て
事
業
を
進
め
、
平
成
27
年
３
月
に
駅
の
東
西

地
区
を
結
ぶ
自
由
通
路
や
駅
舎
の
大
規
模
改
修
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
空
間
と
し
て
東
西
駅
前
広
場
の
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
「
掘
割
と
駅

の
連
結
」
へ
向
け
、
福
岡
県
、
西
日
本
鉄
道
株
式
会
社
、

柳
川
市
の
３
者
連
携
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
３
者
の
役

割
お
よ
び
主
な
事
業
と
し
て
は
、福
岡
県
＝
掘
割
（
河
川
）

の
引
き
込
み
、
西
日
本
鉄
道
株
式
会
社
＝
に
ぎ
わ
い
交
流

施
設
の
企
画
・
建
設
、
柳
川
市
＝
周
辺
道
路
の
修
景
と
し
、

令
和
６
〜
７
年
度
頃
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

沖
端
水
天
宮
周
辺
整
備

本
市
で
は
、
景
観
計
画
策
定
後
、
平
成
24
年
10
月
に
景

観
条
例
を
施
行
し
て
お
り
、
良
好
な
景
観
形
成
を
目
に
見

え
る
も
の
と
す
る
た
め
、
景
観
面
か
ら
地
域
課
題
を
解
決

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
沖
端
地
区
で
は
平
成
28
年
か
ら

３
カ
年
に
わ
た
り
「
沖
端
ま
ち
な
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
旧
城
下
の
港
町
を
前
身
と
す
る
沖
端

地
区
は
、
商
業
地
お
よ
び
漁
村
と
し
て
発
展
し
、
北
原
白

秋
生
家
や
旧
藩
主
家
に
も
近
く
、
川
下
り
コ
ー
ス
の
終
着

点
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
住
民
生
活
の
場
と
観

光
地
が
共
存
す
る
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、ま
ち
の
魅
力
や
課
題
の
把
握
、

環
境
整
備
の
実
践
、
社
会
実
験
等
を
通
じ
て
住
民
や
関
係

者
か
ら
幅
広
い
意
見
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
地
区
の

伝
統
的
ま
ち
並
み
を
構
成
す
る
道
路
や
石
積
水
路
護
岸
は

老
朽
化
が
進
み
安
全
に
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
や
地
区
の
現
状
を
も
と
に
単
な
る
観

光
拠
点
整
備
で
は
な
く
地
区
で
暮
ら
す
魅
力
や
市
民
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
令
和
２
年
３
月

に
「
沖
端
水
天
宮
周
辺
地
区
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

計
画
で
は「
歩
行
者
中
心
」「
ゆ
っ
た
り
と
人
々
が
憩
う
」

「
出
会
い
と
交
流
」「
市
民
協
働
」
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
含

む
四
つ
の
空
間
整
備
方
針
の
も
と
、
旧
城
下
町
を
介
し
て

柳
川
駅
周
辺
と
沖
端
と
を
つ
な
ぐ
水
陸
の
動
線
計
画
を
示

し
た
上
で
地
区
の
将
来
像
を
設
定
し
ま
し
た
。
事
業
で
は

道
路
空
間
の
再
編
や
親
水
空
間
・
利
活
用
空
間
創
出
の
た

め
の
整
備
、
市
街
地
全
域
の
周
遊
性
向
上
を
目
的
と
す
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
７
年

◆◆◆

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

福
岡
県
柳
川
市

―
に
ぎ
わ
い
と
利
便
性
、
水
辺
の
夜
間
景
観
も
―

水
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
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度
末
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

川
下
り
コ
ー
ス
沿
い
に 

夜
間
景
観
基
本
計
画

市
民
が
地
域
で
過
ご
す
時
間
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、
ま

た
宿
泊
客
数
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
の
波
及
を
目
的
と

し
、
本
市
の
特
色
で
あ
る
「
水
辺
」
の
夜
間
景
観
の
質
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
２
年
３
月
に
「『
名
勝
水

郷
柳
河
』
主
要
川
下
り
コ
ー
ス
沿
い
に
お
け
る
夜
間
景
観

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
に
は
整
備
も
盛
り

◆◆◆

込
ん
で
お
り
、「
静
か
で
優
し
い
光
」「
水
を
感
じ
る
光
」「
光

の
紙
芝
居
」
の
三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
コ
ー
ス
上
流

か
ら
連
続
す
る
物
語
性
を
持
つ
12
の
シ
ー
ン
ご
と
の
演
出

方
針
に
基
づ
き
設
計
、
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
計

画
の
策
定
か
ら
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
や
専
門
家
の

支
援
お
よ
び
監
修
を
受
け
な
が
ら
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
水
陸
双
方
か
ら
行
っ
た
現
地
調
査
や
ワ
ー
キ

ン
グ
を
通
じ
て
現
状
景
観
の
魅
力
や
課
題
、
演
出
方
法
に

つ
い
て
の
意
見
集
約
の
他
に
、
本
設
置
前
の
試
験
点
灯
に

よ
る
社
会
実
験
を
行
い
、
地
域
住
民
や
来
街
者
か
ら
の
意

見
を
実
施
設
計
へ
反
映
さ
せ
る
形
で
本
設
置
へ
と
進
め
て

い
ま
す
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ 

「
人
の
居
る
風
景
」
へ

両
地
区
の
取
り
組
み
や
夜
間
景
観
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
西
鉄
柳
川
駅
周
辺
で
は
本
市
と
西
日
本
鉄
道
株
式

会
社
で
組
織
す
る
西
鉄
柳
川
駅
周
辺
地
区
デ
ザ
イ
ン
検
討

会
議
（
委
員
長
・
出
口
敦
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
や
、

本
市
と
地
域
の
代
表
で
組
織
す
る
沖
端
水
天
宮
周
辺
地
区

デ
ザ
イ
ン
検
討
会
議（
委
員
長
・
髙
尾
忠
志（
一

社
）
地
域
力
創
造
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
代
表

理
事
）
な
ど
、
学
識
経
験
者
や
各
種
専
門
家

の
協
力
を
受
け
、
住
民
参
画
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
に
お
け
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

に
至
る
ま
で
両
地
区
と
も
に
人
が
中
心
と
な

っ
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

特
に
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
経
過
な
ど「
居

心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
づ
く

り
」
の
考
え
方
が
共
通
し
て
い
た
と
い
う
点

も
あ
り
、
令
和
２
年
２
月
に
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
推
進
都
市
」
へ
の
応
募
を
行
い
、
令
和
２

年
度
に
「
水
郷
柳
河
掘
割
地
区
都
市
再
生
整

備
計
画
」
を
策
定
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
ハ
ー
ド
事
業
推
進
の
段
階
で
す
が
、

「
ひ
と
の
居
る
風
景
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

進
め
、
ソ
フ
ト
事
業
と
組
み
合
わ
せ
公
共
空

間
の
継
続
的
な
活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

沖端水天宮周辺イメージパース

西鉄柳川駅周辺イメージパース
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愛知県豊田市

自
治
体
主
催
の
世
界
ラ
リ
ー 

市
民
共
働
に
よ
る
機
運
醸
成

皆
さ
ん
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ラ
リ

ー
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
、
サ
ー
キ
ッ
ト
で
順
位

を
競
う
Ｆ
１
が
有
名
で
す
が
、ラ
リ
ー
は
、

市
販
車
を
ベ
ー
ス
と
し
た
車
両
で
、
公
道

を
走
っ
て
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。豊

田
市
は
、
ラ
リ
ー
を
単
な
る
興
行
で

は
な
く
、
山
間
地
や
産
業
の
振
興
、
交
通

安
全
の
推
進
と
い
っ
た
極
め
て
公
共
性
の

高
い
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
捉
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
１１
月
に
は
、

世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
の
日
本
ラ
ウ
ン
ド
で

あ
る
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
を
全
国
で
初
め
て

自
治
体
と
し
て
主
催
し
、
市
の
魅
力
発
信

や
観
光
客
誘
致
な
ど
、
ラ
リ
ー
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
に
な
り
ま
し

た
。ラ

リ
ー
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
多
く
の
市
民
に
ラ
リ
ー

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
は
、
全
国
各
地
で
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
楽
し
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
日
本
で
の
歴
史
は
浅
く
、
馴

染
み
の
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。
豊
田
市

で
も
「
ラ
リ
ー
が
ど
ん
な
も
の
か
も
分
か

ら
な
い
」
な
ど
、
ラ
リ
ー
の
こ
と
を
全
く

知
ら
な
い
市
民
も
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

ラ
リ
ー
へ
の
関
心
が
低
い
人
に
ど
う
や
っ

て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
か
が
鍵
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
感
染
症
」
に

移
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
徐
々
に
回

復
傾
向
で
あ
っ
た
市
内
の
各
種
活
動
が
さ

ら
に
加
速
し
始
め
た
の
で
す
。私
た
ち
は
、

こ
の
動
き
に
注
目
し
、
市
内
で
活
動
す
る

市
民
活
動
団
体
と
一
緒
に
、
ラ
リ
ー
の
機

運
醸
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
豊
田
市
は
、平
成
１７
年
に
共
働（
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
「
豊
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市
民

や
団
体
、
企
業
等
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

共
働
の
力
で
、
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
む

ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
開
催
を
実
現
し
よ
う

と
考
え
た
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
時
期
・
場
所
で 

多
様
な
体
験
機
会
を
提
供

市
民
活
動
団
体
と
の
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
市
民
活
動
に
よ
る
共
働
の
ラ
リ
ー
機

運
醸
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
と
よ
た
の
エ
が

オ
に
な
る
市
民
活
動
ラ
リ
ー
」
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
市
民
活
動
団
体
が
活
動
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
時
期
・
場
所
で
、
ラ
リ
ー
に

関
す
る
啓
発
物
の
掲
示
や
ラ
リ
ー
に
関
連

し
た
体
験
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
た
人
に
ラ
リ
ー
を
身
近
に
感

じ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
「
と
よ
た
の
エ
が

オ
に
な
る
市
民
活
動
ラ
リ
ー
」
の
「
エ
が

オ
」
に
は
、

特
別
な
意
味

を
込
め
ま
し

た
。
笑
顔
に

な
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、

コ
ロ
ナ
禍
で

「
○
○
は
し

て
は
い
け
な

い
」
と
い
う

「
エ
ー
？
」
と
い
う
悔
し
い
気
持
ち
か
ら
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
「
○
○
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
「
オ
ー
！
」

と
い
う
感
激
や
驚
き
の
気
持
ち
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
、「
エ
ー
？
」
が
「
オ
ー
！
」

に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。
大
変
な
思
い

を
し
た
市
民
活
動
団
体
と
一
緒
に
考
え
た

か
ら
こ
そ
、
活
動
が
で
き
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
や
う
れ
し
さ
を
表
現
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
名
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
半
年
、
参
画

し
て
い
る
団
体
は
２
０
０
団
体
を
超
え
ま

し
た
。市
民
活
動
が
盛
ん
な
豊
田
市
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体
が
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
リ
ー
に
関
連
し

た
体
験
も
多
様
な
も
の
が
誕
生
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
木
工
の
団
体
が
ラ
リ
ー
カ

ー
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
を
行
っ
た

り
、
絵
画
の
団
体
が
ラ
リ
ー
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
絵
を
描
く
講
座
を
行
っ
た
り
。
あ

る
い
は
、
ハ
ン
カ
チ
を
ラ
リ
ー
カ
ー
の
柄

近
藤　
裕

豊
田
市
生
涯
活
躍
部

市
民
活
躍
支
援
課
担
当
長

―
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
生
か
し
ま
ち
づ
く
り
―

と
よ
た
の
エ
が
オ
に
な
る
市
民
活
動
ラ
リ
ー

とよたのエがオになる市民活動ラリー
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で
染
め
る
体
験
、
ラ
リ
ー
の
か
ら
く
り
で

遊
ぶ
体
験
、
ぜ
ん
ま
い
で
動
く
ラ
リ
ー
カ

ー
づ
く
り
体
験
、
ラ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
活
動
、
ラ
リ
ー
を

模
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
の

開
催
な
ど
。
ラ
リ
ー
に
馴
染
み
の
な
い
人

で
も
親
し
み
や
す
い
方
法
で
ラ
リ
ー
に
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
デ
ア
に
よ

り
、
若
者
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
世
代
と
ラ
リ
ー
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
人
気
の
体
験
は
、
子
育
て
支
援
団

体
が
、
段
ボ
ー
ル
や
台
車
を
使
っ
て
制
作

し
た
ミ
ニ
ラ
リ
ー
カ
ー
の
乗
車
体
験
で

す
。
親
子
で
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ハ
ン
ド
ル
や

紙
製
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
作
り
、
子
ど
も
が

ミ
ニ
ラ
リ
ー
カ
ー
に
乗
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
気
分
を
味
わ
う
と
い
う
も
の
。
乗
車
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
ラ
リ
ー
カ
ー
を
運

転
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
ラ
リ
ー
の
こ

と
を
知
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
か
ら
も
団
体
か
ら
も
高
評
価

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
中
、
市
民
か
ら

「
だ
れ
で
も
参
加
し
や
す
い
」「
ラ
リ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
、
好
評
の

声
を
多
く
い
た
だ
き
、
参
画
団
体
か
ら
も

「
普
段
の
活
動
に
一
工
夫
す
る
だ
け
で
参

画
し
や
す
い
」「
市
民
活
動
を
通
し
て
盛

り
上
げ
る
と
い
う
考
え
方
が
い
い
」
と
積

極
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
た

の
も
、
多
く
の
人
が
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

直
に
感
じ
、
共
感
の
輪
が
生
ま
れ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
11
月
。
４
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
た
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
有
料
観

客
席
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
沿
道
応
援
を
含

め
、
約
54
万
人
の
来
場
が
あ
り
、
市
内
各

地
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
競
技

の
観
戦
だ
け
で
な
く
、
運
営
に
関
わ
り
た

い
と
い
う
市
民
も
増
え
、
約
１
６
０
０
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
な

ど
、
初
の
自
治
体
主
催
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
な
っ
た
と
も
感
じ

て
い
ま
す
。

豊
田
市
ら
し
く
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
２
３
３
団

体
に
よ
る
多
様
な
体
験
を
通
し
て
、
多
く

の
市
民
に
ラ
リ
ー
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
わ
っ
た
多
く
の
人

が
「
エ
が
オ
に
な
る
」
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
至
っ
た
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
企
画
の
検
討
か
ら
実
施

ま
で
を
、
市
民
や
ま
ち
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
市
民
活
動
団
体
と
共
働
で
進
め

て
き
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

今
後
も
先
行
き
不
透
明
で
予
測
困
難
な

時
代
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

豊
田
市
ら
し
く
共
働
で
、
明
る
く
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

参画団体が作成した
啓発動画

子どもも大人も楽しめるラリーカーの工作 豊田市の原風景を世界に発信するラリー

さまざまな市民活動団体が参画 大人気のミニラリーカー乗車体験
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付
け
る
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
（
図
１
）。

本
稿
で
は
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な

か
」
の
形
成
に
向
け
た
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
施
策
や
空
間
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
官
民
連
携
施
策
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る 

ま
ち
な
か
づ
く
り

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
の
実
現

を
考
え
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
空
間
を
目
指
す
べ
き
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
はW

alkable, Eyelevel, 
D

iversity, O
pen

の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
し
、

ま
ち
な
か
の
空
間
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
空
間
が
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

W
alkable

：
ま
ち
に
出
か
け
た
く
な
る
、
歩
き
た
く

な
る
よ
う
な
居
心
地
の
良
い
空
間
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

Eyelevel

：
歩
行
者
の
目
線
の
高
さ
に
あ
る
建
物
１
階

部
分
の
店
舗
な
ど
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
中
が
見
え
る
こ
と
で

歩
い
て
楽
し
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

D
iversity

：
多
様
な
人
々
が
多
様
な
交
流
を
生
む
た

め
の
多
様
な
使
い
方
が
共
存
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い

る
。

O
pen

：
歩
道
や
公
園
に
芝
生
や
カ
フ
ェ
、
椅
子
な
ど

の
休
憩
施
設
を
設
置
し
空
間
を
ま
ち
に
開
く
事
で
、
留
ま

り
た
く
な
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
空
間
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
（W

ED
O

）

が
、
居
心
地
の
良
い
ま
ち
な
か
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
（
図
２
）。

は
じ
め
に

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
い
っ
た
社
会
課
題

や
、
働
き
手
・
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
、
都
市
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

に
応
じ
て
持
続
的
な
都
市
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

地
域
固
有
の
資
源
を
十
分
に
利
活
用
し
、
新
た
な
価
値
の

創
造
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
あ
わ
せ
て
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
っ
て
都
市

に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
常
に
変
化
し
て
お
り
、
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め
の
空
間
整
備
と
あ
わ
せ
て
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
街
路
、
公
園
、
広
場
、
民
間
空
地

な
ど
の
官
民
が
所
有
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
を
、
人
中

心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
へ
転
換
・
先
導
し
、「
居
心

地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
を
形
成
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
人
々
の
出
会
い
、
交
流
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
や
人
間
中
心
の
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
新
た
な
価
値
の
創
造
や
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
ま
ち
の
魅
力
の
向
上
や
多
様
な
人
材
を
引
き

特 集
副基調論文

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

人
中
心
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間
へ

国
土
交
通
省
都
市
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
官
民
連
携
推
進
室

―
官
民
連
携
の
た
め
の
国
の
諸
施
策
―

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」
歩きたくなる

まちに開かれた１階
多様な人の多様な用途、使い方

開かれた空間が心地良い

「まちなか」に、多様な人材・関係人口が
集う、交流する、滞在する

新たな価値創造、地域課題の解決

新しいアイディアに基づき
試行錯誤、挑戦を繰り返す

新しいつながり、コミュニティ、
サードプレイスが形成される

イノベーションの創出 人間中心の豊かな生活
の実現

図１ ウォーカブル施策による好循環サイクル

図１　ウォーカブル施策による好循環サイクル
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都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
と 

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
の
推
進

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
推
進
を
め
ざ
し
て
、
国
土
交

通
省
で
は
令
和
２
年
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
を
改
正

し
、「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
を
形

成
す
る
た
め
の
施
策
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
法
律
に
基
づ

い
て
市
町
村
が
作
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
都
市
再
生

整
備
計
画
）
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
交
流
・
滞
在
空
間

を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
、
法
律
・
予
算
・
税

制
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
集
中
的

な
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
区
域
と
し
て
「
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
（
ま
ち

な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
）」
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
法

律
上
の
特
例
措
置
等
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
に
お
け
る
特
例
措
置
等

は
次
の
通
り
で
す
。

①�

官
民
一
体
で
取
り
組
む
一
体
型
滞
在
快
適
性
等
向
上
事

業
の
創
設

②�

民
間
事
業
者
が
公
園
内
で
カ
フ
ェ
、
売
店
等
を
設
置
す

る
た
め
の
協
定
制
度
の
創
設

③�
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
に
お
け
る
駐
車
場
出
入
口
規
制
等
の

導
入

④�

都
市
再
生
推
進
法
人
に
よ
る
道
路
・
公
園
の
専
用
手
続

等
の
申
請
の
経
由
事
務
の
創
設

こ
の
法
改
正
と
合
わ
せ
て
、
国
土
交
通
省
で
は
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
と
し
て
登
録
す
る
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
に
は
、

こ
れ
ま
で
３
６
１
都
市
か
ら
の
賛
同
が
あ
り
、
具
体
的
に

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
を
設
定
し
て
事
業
を
検

討
・
展
開
し
て
い
る
市
区
町
村
は
１
０
１
市
区
町
村
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
令
和
５
年
１２
月
末
現
在
）

さ
ら
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
交
流
・
滞
在
空
間
を
創

出
す
る
取
り
組
み
を
予
算
面
で
も
税
制
面
で
も
支
援
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
、
予
算
面
で
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
官
民
の
関
係

者
に
よ
る
連
携
の
場
で
あ
る
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
や
将
来
像
を
共
有
す
る
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
実
験
や
情
報
発
信
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、「
官
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生
推
進
事
業
」

に
よ
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、「
ま
ち
な

か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
市
町
村
等
が
実

施
す
る
街
路
・
公
園
・
広
場
等
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
修
復
・

利
活
用
や
、
滞
在
環
境
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
な
ど

に
対
し
て
、
交
付
金
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
エ
リ
ア
内
で
自
立
的
に
行
わ
れ
る
民
間
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
対
し
て
は
、
取
り
組
み
に
共
感
を
持
つ

人
々
の
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
等
の
資
金
拠
出
を
受
け

な
が
ら
、
一
般
財
団
法
人
民
間
都
市
開
発
機
構
の
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
の
仕
組
み
を
通
じ
て
助
成
を
行
う
「
共
助

推
進
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
制
面
で
は
、
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
に
お
い

て
民
間
事
業
者
等
が
市
町
村
に
よ
る
道
路
、
公
園
等
の
公

共
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
民
地
や
建
物
低
層
部
の
オ
ー
プ

ン
化
に
よ
り
居
心
地
の
良
い
交
流
・
滞
在
空
間
を
整
備
し

た
場
合
、
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
を
講
じ
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
（
図
３
）。

活
動
の
担
い
手 

都
市
再
生
推
進
法
人
の
認
定

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
づ
く
り
は
魅

力
的
な
空
間
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
実
現
せ
ず
、
空
間
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
エ
リ
ア
内
で
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
創
出
し
て
い
く
た
め
の
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
活

歩きたくなる
居心地が良い、人中心の空間を創ると、
まちに出かけたくなる、歩きたくなる。

まちに開かれた１階
歩行者目線の１階部分等に店舗やラボがあり、
ガラス張りで中が見えると、人は歩いて楽しくなる。

多様な人の多様な用途、使い方
多様な人々の多様な交流は、
空間の多様な用途、使い方の共存から生まれる。

開かれた空間が心地良い
歩道や公園に、芝生やカフェ、椅子があると、
そこに居たくなる、留まりたくなる。

都市構造の改変等

道路を占用した夜間オープンカフェ
（福岡県北九州市）

階をガラス張りの店舗にリノベーションし、
アクティビティを可視化
民間敷地の一部を広場化（宮崎県日南市）

駅前のトランジットモール化と広場創出 兵庫県姫路市

２つの開発の調整により
一体整備された神社と森 東京都中央区

公園を芝生や民間カフェ設置で再生（東京都豊島区）

○都市構造の改変（通過交通をまちなか外
へ誘導するための外周街路整備等）
○都市機能や居住機能の戦略的誘導と
地域公共交通ネットワークの形成

○拠点と周辺エリアの有機的連携

○データ基盤の整備（人流・交通流、都市
活動等に係るデータプラットフォームの構築等）等

居心地が良く歩きたくなるまちなか（イメージ）

※地域特性に応じた取組を、歩ける範囲のエリアで集中的あるいは段階的に推進
※人口規模の大小等を問わず、その特性に応じた手法で実施可能

図２ 居心地が良く歩きたくなるまちなかのイメージ

図２　居心地が良く歩きたくなるまちなかのイメージ
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動
を
担
う
主
体
が
不
可
欠
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
こ

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
中
核
を
担
う
主
体
を
「
都

市
再
生
推
進
法
人
」
と
し
て
認
定
で
き
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

都
市
再
生
推
進
法
人
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
豊
富
な

知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
体
制
が
整
っ
て
い
る
優
良
な
民
間
ま
ち
づ
く

り
団
体
に
対
し
て
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て

市
町
村
長
が
指
定
す
る
法
人
で
す
。
具
体
的
に
は
、
公
共

空
間
や
民
間
空
地
の
活
用
、
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
な

ど
、
エ
リ
ア
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
（
図
４
）。

平
成
19
年
の
制
度
創
設
か

ら
、
指
定
要
件
や
活
動
内
容
を

随
時
拡
充
し
な
が
ら
運
用
し
て

お
り
、
現
在
で
は
１
０
０
を
超

え
る
団
体
が
全
国
で
活
動
し
て

い
ま
す
（
図
５
）。
前
述
の
都

市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に

お
い
て
も
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

ま
ち
な
か
づ
く
り
に
不
可
欠
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
官
民
連
携
の
取
り
組
み
と
民
主

導
に
よ
る
市
民
目
線
・
使
う
側
目
線
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く

都市再生推進法人

国・民都機構等

法人指定

地域の土地所有者（民間又は行政）

補助金・金融支援

民間まちづくり団体
株式会社、社団・財団法人、 法人 等

都市再生整備計画
及び 景観計画 の提案

市 町 村

市
町
村
都
市
再
生
協
議
会

協議会を組織
・参画可能

道路・公園の占用許可申請等
の経由・サポート等

イベント主催者・出店者等

公園管理者

公園施設設置管理
協定の締結

普通財産の活用

都市利便増進協定等
各種協定の締結

２年度法改正による
主な追加事項

図４ 都市再生推進法人の概要

図４　都市再生推進法人の概要

 

※番号は指定順
※グレー文字は解散又は指定を取り消しされた団体

一社 荒井タウンマネジメント
㈱街づくりまんぼう

まちづくり福井㈱
まちづくり武生㈱

一社 グランフロント大阪
アドバンス寝屋川マネジメント㈱
一社 梅田 丁目エリアマネジメント

牛久都市開発㈱
㈱まちみとラボ
つくばまちなかデザイン株式会社

㈱まちづくり川越
一社 美園タウンマネジメント
一社 ｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ大宮
川口都市開発㈱
アコス㈱

法人今様草加宿
㈱まちづくり寄居

一社 柏の葉ｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ
一財 柏市まちづくり公社
一財 柏市みどりの基金
一社 タウンマネジメント

一社 大丸有まちづくり協議会
秋葉原タウンマネジメント㈱
一社 新宿副都心ｴﾘｱ環境改善委員会
一社 有楽町駅周辺まちづくり協議会
一社 日比谷エリアマネジメント
㈱ジェイ・スピリット
一社 新虎通りエリアマネジメント
一社 渋谷駅前エリアマネジメント
一社 竹芝エリアマネジメント
㈱町田まちづくり公社

法人大丸有エリアマネジメント協会
一社 まちづくり府中
一社 二子玉川エリアマネジメンツ
一社 日本橋室町エリアマネジメント
一社 武蔵野市開発公社
一社 日本橋浜町エリアマネジメント
一社 小岩駅周辺地区エリアマネジメント
一社 高輪ゲートウェイエリアマネジメント

桜井まちづくり㈱

札幌大通まちづくり㈱
㈱はこだて西部まちづく
ふらのまちづくり㈱

㈱富山市民プラザ

㈱キャッセン大船渡

㈱こうし未来研究所

新潟古町まちづくり㈱

草津まちづくり㈱
えきまち長浜㈱
㈱まちづくり大津
㈱みらいもりやま

㈱
神戸ハーバーランド

法人 わくわく西灘
一社 リバブルシティイニシアティブ
㈱神戸ウォーターフロント開発機構
三田地域振興㈱

一社 草薙カルテッド
御伝鷹まちづくり㈱
一社 伊豆長岡温泉エリアマネジメント

㈱テダソチマ
一社 ブルーバード

㈱飯田まちづくりカンパニー
法人南信州おひさま進歩
法人飯田応援ネットイデア

㈱まちづくり佐久

㈱にぎわい宇部

柳ヶ瀬を楽しいまちにする㈱
多治見まちづくり㈱
㈱
大垣タウンマネジメント

おかやま未来まちづくり㈱
倉敷まちづくり ㈱
一社 ぷらっと西川

㈱

法人 かみのやまランドバンク

㈱築切家守舎
法人ＳＹＬ

福 ㈱
一社

むつまちづくり㈱
㈱まちづくり八戸

㈱こまつ賑わいセンター

法人砂山バンマツリ
法人愛福会

㈱紀州まちづくり舎
㈱
一社 みんとしょ

㈱真田堀家守舎
㈱ワカヤマヤモリ舎
㈱宿坊クリエイティブ
ユタカ交通㈱

一社 市駅グリーングリーン
プロジェクト
一社 ミチル空間プロジェクト
ビーフレンズ㈱
一社 和歌山まちづくり財団

㈱大分まちなか倶楽部

法人 宇都宮まちづくり推進機構
一社 釜川から育む会

㈱まちづくり東海
栄ミナミまちづくり㈱
一社
高蔵寺まちづくり㈱

法人岡崎まち育てセンター・りた
㈱まちづくり岡崎

㈱三河家守舎
錦二丁目エリアマネジメント
公財 名古屋まちづくり公社

法人志民連いちのみや
㈱城下町

法人やらまいか人まちサポート

一社 天文館みらいマネジメント

一社 八幡東田エリアマネジメント

公財 前橋市まちづくり公社
一社 前橋デザインコミッション
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図５ 都市再生推進法人の指定状況

図５　都市再生推進法人の指定状況

図３ 居心地が良く歩きたくなるまちなか形成のための支援施策

＊都市再生推進法人： 、まちづくり会社等の地域における
まちづくり活動を行う法人（市町村が指定）

・駐車場の出入
口の設置を制
限（メインスト
リート側ではなく
裏道側に駐車
場の出入口を
設置）

・イベント実施時などに都市再生推進法人が
道路・公園の占用手続を一括して対応

民官
街路等の公共空間の改変 オープンスペースの提供・利活用

民間
空地

広場

建物低層部
街路

公園

［予算］交付金等による支
援

・市町村等によ
る歩行者滞在
空間の創出
（街路の広
場化等）

・民間事業者が
公園管理者と
締結する協定
に基づき、公園
内にカフェ・売店
等を設置

［金融］低利貸付による支援

・民間事業者による
民地部分のオープン
スペース化（①）や
建物低層部のガラス
張り化等（②）

［税制］固定資産税の軽減
［予算］補助金による支援

１
２

・都市再生推進法人 がまちづくり活動の一環として
ベンチの設置、植栽等を実施

・都市再生整備計画に基づく「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり
のための取組を、法律・予算・税制等のパッケージにより支援

図３　居心地が良く歩きたくなるまちなか形成のための支援施策
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こ
れ
ら
四

つ
の
要
素
の

計
測
に
あ
た

っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
素

に
起
因
す
る

こ
と
が
想
定

さ
れ
る
活
動

や
主
観
を
調

査
項
目
と
し

て
設
定
し
、

活
動
に
つ
い

て
は
実
際
に

空
間
で
ど
れ

だ
け
の
活
動

量
が
あ
る
か

を
、
主
観
に
つ
い
て
は
計
測
者
が
空
間
を
見
て
ど
れ
だ
け

当
て
は
ま
る
と
思
え
る
か
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。活
動
・

主
観
を
計
測
し
結
果
を
グ
ラ
フ
等
に
よ
り
可
視
化
す
る
こ

と
で
、
現
状
や
経
年
変
化
の
把
握
、
関
係
者
と
認
識
の
共

有
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本
指
標
は
、「
居
心
地
の
良
さ
」
を
活
動
や
主
観
に
よ

っ
て
数
値
化
す
る
も
の
で
す
が
、
評
価
結
果
に
よ
り
空
間

の
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

空
間
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
活
用
状

況
が
施
設
整
備
や
季
節
・
時
間
帯
、
イ
ベ
ン
ト
の
有
無
な

ど
の
要
因
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
地
域
住
民
や
施
設
管

理
者
が
目
指
す
空
間
と
す
る
た
め
に
何
が
不
足
し
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ゆ
え
に
、

施
設
整
備
後
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
計
画
策
定
段
階
の
課

題
把
握
や
、
実
証
実
験
時
の
効
果
検
証
、
施
設
整
備
後
の

り
に
向
け
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
都
市
再
生

推
進
法
人
の
業
務
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
都
市
再
生

推
進
法
人
に
よ
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
な
か
づ
く
り
に

向
け
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

活
動
や
主
観
で
居
心
地
の
良
さ
を
測
定

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
空
間
が
ど
れ
だ
け
居
心
地
が
良
い
空
間

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
状
況
の
変
化
な
ど
に
応

じ
て
随
時
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、整
備
さ
れ
た
都
市
空
間
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て
は
、

施
設
の
設
置
数
や
空
間
の
整
備
面
積
、
ま
た
そ
の
空
間
の

滞
在
者
・
通
行
者
数
と
い
っ
た
、
定
量
的
な
把
握
方
法
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
前
項
ま
で
で
説
明
し
た
よ
う

に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
空
間
を
整
備
す
る
だ
け
で

な
く
、
空
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創

出
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
施
設
の
整
備
状

況
や
、
滞
在
者
・
通
行
者
数
と
い
っ
た
「
量
」
と
し
て
の

空
間
の
評
価
に
加
え
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
か
と
い
う
「
質
」
に
も
着
目
し
、「
ま
ち
な
か
の
居

心
地
の
良
さ
」
を
可
視
化
す
る
評
価
指
標
を
作
成
し
ま
し

た
。居

心
地
の
良
い
空
間
に
求
め
ら
れ
る
要
素
は
、
そ
の
場

に
滞
在
す
る
人
の
属
性
や
そ
の
場
で
行
わ
れ
る
活
動
の
性

質
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
可
能
で
す
が
、
本
指
標

で
は
、
指
標
の
わ
か
り
や
す
さ
・
計
測
の
し
や
す
さ
に
も

配
慮
し
、
居
心
地
の
良
さ
を
「
安
心
感
」「
寛
容
性
」「
安

ら
ぎ
感
」「
期
待
感
」
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
評
価
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
（
図
６
）。

長
期
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
継
続
調
査
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
で
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
本
指

標
で
計
測
す
る
こ
と
自
体
も
含
め
て
地
域
住
民
や
関
連
企

業
・
施
設
管
理
者
で
あ
る
行
政
機
関
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

な
お
、『
改
訂
版ver.1.0

』
と
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、

本
指
標
自
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え

て
更
新
さ
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
多
く
の
エ
リ

ア
で
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
随
時
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

空
間
の
活
用
ま
で
を
考
え
な
が
ら
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
継
続
的
な
空
間
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
公

共
団
体
、
民
間
事
業
者
、
地
域
住
民
と
い
っ
た
多
様
な
関

係
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
稿
で
紹
介
し
た
制
度
等
に
基
づ
い
て
、
多
様
な
人
々

が
交
流
・
滞
在
で
き
る
ゆ
と
り
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間

の
創
出
な
ど
都
市
の
魅
力
が
高
め
ら
れ
る
エ
リ
ア
価
値
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
各
地
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

本
稿
で
ご
紹
介
し
た
制
度
や
各
地
の
事
例
な
ど
に
つ
い

て
は
、
官
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
の
参
考
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（https://w
w

w
.m

lit.go.jp/toshi/toshi_m
achi_

tk_000047.htm
l

）

図７ 居心地の良さの４要素とその定義

期待感安らぎ感

安心感

他者との
関わり

自己との
関わり

主観

寛容性

うたた寝や
休憩している

パフォーマンス等
の表現活動

デートや友人同
士で楽しむ活動

子連れでも安心
して過ごせる

ペットを連
れている

ハンディキャップ
があっても安心
して過ごせる

子どもが声を出し
て遊んでいる

緑の中でリフ
レッシュできる

活動の
性質

その場に
滞在したい

行ってみようと
感じる

自分とは異なる属性の多
様な人（他者）の活動
を受け入れ、受け入れら
れることで、その場所に違
和感や疎外感なく滞在
できる

その場やそこで行われる
活動、他者との交流に対
して期待感を持ち、積極
的に行き、滞在したい

自己や身近な人の安全
性が確保され、その場に
求められる居心地の良さ
の最低ラインがクリアされ
ている

落ち着きのある空間での
くつろぎ・安らぎを求めて
積極的に行き、滞在した
い

図６　居心地の良さを構成する４要素とその定義
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